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学
校
法
人
愛
知
産
業
大
学
は
、大
学
、短
期
大
学
、専
門
学
校
4
校
、高
等
学
校
2
校
、幼
稚
園
を
経

営
す
る
学
校
法
人
で
あ
り
ま
す
。本
学
園
は
、建
学
の
精
神
に
あ
り
ま
す
と
お
り
、広
く
社
会
に
貢
献

で
き
る
人
材
の
育
成
を
教
育
理
念
と
し
て
い
ま
す
。設
置
す
る
各
校
は
、年
齢
層
、教
育
形
態
に
違
い
は

あ
り
ま
す
が
、教
育
の
目
指
す
と
こ
ろ
は
、建
学
の
精
神
に
集
約
さ
れ
て
お
り
ま
す
。今
年
四
月
に
は
、

編
入
生
を
含
め
約
三
千
四
百
名
が
本
学
園
に
入
学
し
ま
し
た
。本
学
園
の
学
生
に
は
、知
識
、技
術
の

習
得
と
と
も
に「
物
事
の
本
質
を
見
極
め
る
」「
誠
実
で
あ
る
」「
思
い
や
り
の
心
を
持
つ
」こ
と
の
大
切

さ
を
身
に
着
け
て
欲
し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。本
誌
は
、各
設
置
校
の
基
本
情
報
と
、こ
の
一
年
間
を
中
心

に
教
育
研
究
活
動
を
ま
と
め
た
も
の
で
す
。そ
の
様
子
な
ど
が
、皆
様
の
お
手
元
に
届
き
ま
し
た
ら
幸
い

に
存
じ
ま
す
。

　
さ
て
、昨
年
五
月
か
ら
新
元
号「
令
和
」が
制
定
さ
れ
、新
し
い
時
代
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。新
た
な

時
代
は
活
気
に
満
ち
た
も
の
に
な
る
と
期
待
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
の
影
響
に
よ

り
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
来
年
に
延
期
に
な
る
な
ど
、経
済
へ
の
影
響
は
見
通
し
が
立

た
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
よ
う
な
中
で
今
年
度
か
ら
、家
庭
の
状
況
に
か
か
わ
ら
ず
全
て
の
意
志
あ
る
高
校
生
・
大
学
生
が

安
心
し
て
勉
学
に
打
ち
込
め
る
社
会
を
つ
く
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
国
の
施
策「
私
立
高
等
学
校
授
業

料
の
実
質
無
償
化
」及
び「
高
等
教
育
の
修
学
支
援
制
度
」が
始
ま
り
ま
し
た
。今
後
こ
の
国
を
ど
の
よ

う
に
活
性
化
し
て
い
く
か
、国
会
、政
府
、さ
ら
に
は
経
済
界
ま
で
巻
き
込
み
、今
後
の
教
育
の
在
り
方
に

つ
い
て
盛
ん
に
議
論
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。多
く
の
学
校
が
、学
生
数
が
す
う
勢
的
に
減
少
す
る
中
で
、日

本
の
未
来
を
支
え
る
若
者
に
し
っ
か
り
と
素
養
を
身
に
着
け
さ
せ
る
と
い
う
教
育
の
使
命
と
、学
校
法

人
を
健
全
に
運
営
し
て
い
く
と
い
う
課
題
の
双
方
を
、い
か
に
ク
リ
ア
す
る
か
に
腐
心
し
て
い
ま
す
。

　
本
学
園
は
、こ
う
し
た
時
代
環
境
の
変
化
に
適
応
す
べ
く
、平
成
三
十
年
度
か
ら
令
和
三
年
度
に
至

る
四
年
間
の
第
二
次
中
長
期
計
画
を
策
定
し
ま
し
た
。本
年
度
は
こ
の
第
二
次
中
長
期
計
画
が
三
年
目

と
な
り
、引
き
続
き
、学
園
が
掲
げ
た
ビ
ジ
ョ
ン「
設
置
校
の
す
べ
て
が
、持
続
的
に
自
立
可
能
な
組
織
と

し
て
確
立
し
て
い
る
学
校
法
人
に
な
る
こ
と
」を
達
成
す
る
た
め
、中
長
期
計
画
の
展
望
を
見
据
え
て
、

教
職
員
全
員
が
一
丸
と
な
っ
て
努
力
し
て
い
き
ま
す
。

　
つ
き
ま
し
て
は
、今
後
も
こ
れ
ま
で
以
上
に
皆
様
方
の
ご
指
導
ご
鞭
撻
を
心
よ
り
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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「モノと
しくみを創る」
人をつくる。

国際コミュニケーション学科／専攻科

愛知産業大学 短期大学
通信教育部

造形学部 建築学科

大学院 造形学研究科
造形学部 建築学科・スマートデザイン学科
経営学部 総合経営学科

愛知産業大学

平成4年4月／開学
学長／堀越 哲美
大学院造形学研究科長／新井 勇治
造形学部長／新井 勇治
経営学部長／丸山 宏
事務局長／計屋 昭生
学生数／大学院：22名、大学：1150名
教職員数／教員：50名、 非常勤講師：47名、 職員：33名

設置学部・学科／募集定員
◎大学院造形学研究科／建築学専攻：10名 、 デザイン学専攻：10名
◎造形学部／デザイン学科（募集停止）、 建築学科：70名、スマートデザイン学科：70名
◎経営学部／総合経営学科：120名

アクセス
名鉄名古屋本線「藤川駅」よりスクールバス3分
「藤川駅」へは、「名鉄名古屋駅」より45分、「豊橋駅」より30分

所在地
〒444‐0005 愛知県岡崎市岡町原山12‐５
TEL 0564‐48‐4511
https://www.asu.ac.jp/

平成8年4月／開設
学長／堀越 哲美
通信教育部長／木村 光
事務室長／竹下 大一

設置学部・学科／募集定員
◎造形学部・建築学科／１００名（３年次編入学２００名）
◎科目等履修生（１科目から受講可能）
◎特修生（本学入学資格取得）制度あり

アクセス
◎名鉄名古屋本線「藤川駅」よりスクールバス３分
　「藤川駅」へは、「名鉄名古屋駅」より４５分、「豊橋駅」より３０分
◎名古屋スクーリング会場（「金山総合駅」南口より南へ徒歩3分）
◎東京スクーリング会場（JR山手線「田町駅」より徒歩１０分）

所在地
◎岡崎校舎
　〒４４４‐０００５ 愛知県岡崎市岡町原山１２‐５
　TEL ０５６４‐４８‐８２８２
　https://www.asu.ac.jp/tsukyo/

◎名古屋スクーリング会場
　〒456‐0018 名古屋市熱田区新尾頭１‐１２‐１０
　　　　　　　ELIC ビジネス＆公務員専門学校内
◎東京スクーリング会場
　〒105‐0014 東京都港区芝２‐２９‐１３キンレイビル

昭和61年4月／開学
学長／堀越 哲美　　
通信教育部長／三苫 民雄

設置学部・学科／募集定員
◎国際コミュニケーション学科／６００名
　（実用英語／英語教員養成／ネイティブ・イングリッシュ／日本語教育／子ども／心理の６コース）
◎専攻科／2０名
◎科目等履修生（１科目から受講可能）
◎特修生（本学入学資格取得）制度あり

アクセス
◎名鉄名古屋本線「藤川駅」よりスクールバス３分
　「藤川駅」へは、「名鉄名古屋駅」より４５分、「豊橋駅」より３０分
◎名古屋スクーリング会場（「金山総合駅」南口より南へ徒歩3分）
◎東京スクーリング会場（JR山手線「田町駅」より徒歩１０分）

所在地
◎岡崎校舎
　〒４４４‐０００５ 愛知県岡崎市岡町原山１２‐５
　TEL ０５６４‐４８‐８２８２
　https://www.asu.ac.jp/tsukyo/

◎名古屋スクーリング会場
　〒456‐0018 名古屋市熱田区新尾頭１‐１２‐１０
　　　　　　　ELIC ビジネス＆公務員専門学校内
◎東京スクーリング会場
　〒105‐0014 東京都港区芝２‐２９‐１３キンレイビル

事務室長／東 尋実
学生数／845名
教職員数／教員：8名、非常勤講師：41名、職員：4名

愛知産業大学
通信教育部

建築を学びたい
人のための
通信教育

ここから
つながる
理想のジブン

ホームページ

学生数／1203名
教職員数／教員：6名、
　　　　　非常勤講師：42名、
　　　　　職員：2名

ホームページ Facebookホームページ

03 02 01 大
学
・
短
期
大
学

U
niversity,

Junior C
ollege

Instagram
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A i c h i  S a n g y o  U n i v e r s i t y

在
学
生
・
卒
業
生
・
教
員
の
活
躍

愛
知
産
業
大
学

01

野
田
柚
奈
さ
ん
の
作
品
が

「
東
京
モ
ー
タ
ー
サ
イ
ク
ル
シ
ョ
ー

2
0
1
9 

ポ
ス
タ
ー
ア
ワ
ー
ド
」で

優
秀
作
品
賞
を
受
賞
！

野
田 

柚
奈 

さ
ん

デ
ザ
イ
ン
学
科（
2
0
1
9
年
度
卒
業
）

　

野
田
柚
奈
さ
ん
が
デ
ザ
イ
ン
学
科
在
学
時
に

応
募
し
た
作
品
が「
東
京
モ
ー
タ
ー
サ
イ
ク
ル

シ
ョ
ー
2
0
1
9 

ポ
ス
タ
ー
ア
ワ
ー
ド
」の
優

秀
作
品
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

宮
下
浩
准
教
授
の
授
業「
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
デ

ザ
イ
ン
実
習
」で
課
題
と
し
て
制
作
し
た
作
品

で
、野
田
さ
ん
は
2
作
品
を
制
作
し
て
い
ま
し

た
が
メ
リ
ー
ゴ
ー
ラ
ウ
ン
ド
を
モ
チ
ー
フ
に
し

た
作
品
が
優
秀
作
品
賞
に
選
ば
れ
ま
し
た
。今

回
の
テ
ー
マ
で
あ
っ
た「
は
じ
め
よ
う
バ
イ
ク
」

に
沿
っ
た
ポ
ス
タ
ー
と
し
て
約
2
0
0
点
の
応

募
総
数
か
ら
10
点
し
か
選
ば
れ
な
い
優
秀
作
品

賞
を
受
賞
し
、本
学
の
デ
ザ
イ
ン
教
育
の
質
の

高
さ
が
改
め
て
認
め
ら
れ
ま
し
た
。

▲
 

受
賞
作
品

▲
 

野
田
柚
奈
さ
ん

▲
 

デ
ザ
イ
ン
学
科
の
宮
下
浩
准
教
授

▲
 

埼
玉
西
武
ラ
イ
オ
ン
ズ
の
平
井
投
手（
写
真
中
央
）

男
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
、

東
海
学
連
２
部
リ
ー
グ
優
勝

　

8
大
学
で
構
成
さ
れ
る
東
海
２
部
秋
季

リ
ー
グ
に
て
全
勝
し
、２
部
リ
ー
グ
優
勝
を
果

た
し
ま
し
た
。そ
の
後
の
入
れ
替
え
戦（
対 

至
学

館
大
学
）で
は
セ
ッ
ト
カ
ウ
ン
ト
２

－

３
で
惜
敗

し
、１
部
復
帰
と
は
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

本
学
卒
業
生
が
プ
ロ
野
球
の

パ・リ
ー
グ
記
録
を
樹
立
！

　

本
学
の
総
合
経
営
学
科
卒
業
生
で
、埼
玉
西

武
ラ
イ
オ
ン
ズ
投
手
の
平
井
克
典
さ
ん
が
、

2
0
1
9
年
シ
ー
ズ
ン
で
パ・
リ
ー
グ
の
最
多
登

板
数（
81
試
合
）を
記
録
。勝
ち
パ
タ
ー
ン
の
セ
ッ

ト
ア
ッ
パ
ー
と
し
て
大
車
輪
の
活
躍
を
み
せ
、

パ・
リ
ー
グ
連
覇
に
大
き
く
貢
献
し
ま
し
た
。

第
20
回
ア
ジ
ア
競
技
大
会

（
2
0
2
6
年
愛
知・名
古
屋
）の

大
会
エ
ン
ブ
レ
ム
に
宮
下
准
教
授
の

デ
ザ
イ
ン
を
採
用
！

　

2
0
2
6
年
に
愛
知
県
で
開
催
さ
れ
る
第
20

回
ア
ジ
ア
競
技
大
会
の
エ
ン
ブ
レ
ム
デ
ザ
イ
ン
に
、

本
学
デ
ザ
イ
ン
学
科
の
宮
下
浩
准
教
授
の
作
品

が
選
ば
れ
ま
し
た
。全
国
40
都
道
府
県
か
ら

8
8
4
点
も
の
一
般
応
募
作
品
か
ら
選
ば
れ
た

価
値
あ
る
実
績
で
す
！
作
品
は
一
般
財
団
法
人

愛
知
・
名
古
屋
ア
ジ
ア
競
技
大
会
組
織
委
員
会

の
Ｈ
Ｐ（w

w
w
.aichi-nagoya2026.org

）

で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

第
30
回
ユ
ニ
バ
ー
シ
ア
ー
ド
競
技
大
会
に

ア
ー
チ
ェ
リ
ー
日
本
代
表
と
し
て
出
場

根
建 

彩
香 

さ
ん

デ
ザ
イ
ン
学
科
4
年
生

　

ア
ー
チ
ェ
リ
ー
部
所
属
の
根
建
彩
香
さ
ん
が

リ
カ
ー
ブ
部
門
・コ
ン
パ
ウ
ン
ド
部
門
最
終
選
考

会
に
て
見
事
優
勝
し
、大
学
生
に
よ
る
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
と
呼
ば
れ
る
第
30
回
ユ
ニ
バ
ー
シ
ア
ー
ド

競
技
大
会
の
日
本
代
表
選
手
に
選
ば
れ
、7
月

2
日
〜
14
日
イ
タ
リ
ア
・
ナ
ポ
リ
で
開
催
さ
れ

た
大
会
に
出
場
し
ま
し
た
。

硬
式
野
球
部
、

愛
知
大
学
野
球
リ
ー
グ
２
部
で
優
勝

　

6
大
学
で
構
成
さ
れ
る
2
部
リ
ー
グ
A
グ

ル
ー
プ
で
9
勝
１
敗
の
圧
倒
的
な
強
さ
で
1
位

と
な
り
、B
リ
ー
グ
１
位
の
日
本
福
祉
大
学
と

の
優
勝
決
定
戦
に
も
勝
ち
、見
事
2
部
リ
ー
グ

優
勝
を
決
め
ま
し
た
。そ
の
後
の
1
部
と
の
入

れ
替
え
戦（
対 

愛
知
学
院
大
学
）で
は
惜
し
く

も
1
勝
2
敗
で
敗
退
し
、１
部
復
帰
ま
で
は
至

り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、続
く
秋
季
リ
ー
グ
で
も

2
部
A
グ
ル
ー
プ
1
位
と
な
り
ま
し
た
。

▼ 根建彩香さん

▼ ２部リーグ優勝を決めた硬式野球部
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学
生
フ
ォ
ー
ラ
ム

　

令
和
元
年
12
月
７
日
に
本
学
に
て
、岡
崎
市

内
７
大
学
に
よ
る
発
表
・
展
示
・
交
流
会『
学
生

フ
ォ
ー
ラ
ム
』を
開
催
し
ま
し
た
。

　

学
生
フ
ォ
ー
ラ
ム
と
は
、岡
崎
大
学
懇
話
会

を
中
心
に
、地
域
と
結
び
つ
い
た
ゼ
ミ
や
サ
ー

ク
ル
な
ど
の
様
々
な
活
動
の
成
果
に
つ
い
て
、発

表
・
展
示
な
ど
を
定
期
的
に
行
う
イ
ベ
ン
ト
で

す
。企
画
・
運
営
も
学
生
達
が
主
体
と
な
っ
て
実

施
し
ま
す
。

　

今
回
は
、建
築
学
科 

有
馬
百
華
さ
ん（
豊
野

高
等
学
校
出
身
2
0
1
9
年
度
卒
業
）と
平

賀
美
希
さ
ん（
伊
勢
工
業
高
等
学
校
出
身
）が

テ
ー
マ「
建
築
サ
ー
ク
ル
活
動
と
優
秀
作
品
」

を
、総
合
経
営
学
科 

後
藤
俊
幸
さ
ん（
岐
阜
県

立
岐
阜
商
業
高
等
学
校
出
身
）が
テ
ー
マ「
中

小
食
品
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
将
来
―
イ
ン

タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
通
じ
て
―
」を
発
表
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、学
生
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
広
報
ポ
ス
タ
ー
は
、

デ
ザ
イ
ン
学
科 

山
口
朱
音
さ
ん（
東
濃
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア

高
等
学
校
出
身
）と
柴
美
晴
さ
ん（
高
遠
高
等

学
校
出
身
）が
制
作
し
ま
し
た
。

　

第
２
部
で
は
、ス
マ
ー
ト
デ
ザ
イ
ン
学
科 

伊
藤

庸
一
郎
教
授
に
よ
る「
市
民
一
人
ひ
と
り
に
い
き

わ
た
る
テ
ー
ラ
ー
メ
ー
ド
な
Ａ
Ｉ
の
未
来
」と
題

し
た
講
演
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

第
３
部
は
、建
築
学
科 

宇
野
勇
治
教
授
を

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
し
て「
お
か
ざ
き
の
産
業

と
ま
ち
づ
く
り
の
こ
れ
か
ら
」を
テ
ー
マ
と
し
た

意
見
交
換
会
を
行
い
、議
員
11
名
と
学
生
12
名

が
活
発
な
議
論
を
交
わ
し
ま
し
た
。

お
か
ざ
き
未
来〝
夢
〞プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　

令
和
元
年
10
月
７
日
に
岡
崎
市
議
会
と
の

意
見
交
換
会「
お
か
ざ
き
未
来〝
夢
〞プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
産
業
と
ま
ち
づ
く
り
ラ
ウ
ン
ド
テ
ー
ブ
ル
」

を
、本
学
に
て
開
催
し
ま
し
た
。

　

第
１
部
は
、岡
崎
市
市
議
会
議
員
に
よ
る

「
岡
崎
市
の
産
業
と
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
」の

議
会
報
告
を
行
い
ま
し
た
。

A
I
デ
ザ
イ
ン
の
新
型
バ
ス
登
場

　

令
和
２
年
４
月
か
ら
、ス
マ
ー
ト
デ
ザ
イ
ン

学
科 

伊
藤
庸
一
郎
教
授
の
Ａ
Ｉ
生
成
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム「
Ｔ
ｈ
ｉ
ｎ
ｋ
ｅ
ｙ
ｅ
」に
よ
っ
て
、色

彩
・
密
度
・レ
イ
ア
ウ
ト
を
評
価
し
デ
ザ
イ
ン
さ

れ
た
新
し
い
ス
ク
ー
ル
バ
ス
が
運
行
を
ス
タ
ー
ト

し
ま
し
た
。

　

乗
車
し
や
す
い
バ
リ
ア
フ
リ
ー
を
意
識
し
た

ノ
ー
ス
テ
ッ
プ
方
式
の
バ
ス
で
、地
元
岡
崎
市
在

住
の
近
藤
日
出
夫
さ
ん
の
イ
ラ
ス
ト「
吉
兆
絵
」

を
素
材
と
し
て
、レ
イ
ア
ウ
ト
さ
れ
て
い
ま
す
。

公
務
員
対
策
集
中
講
座
が
実
施

　

令
和
２
年
２
月
25
日
か
ら
３
月
13
日
ま
で

の
期
間
、公
務
員
を
目
指
す
学
生
を
対
象
に
、

「
公
務
員
対
策
集
中
講
座
」を
実
施
し
ま
し
た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
対
策
に
十
分
配
慮
し

な
が
ら
、総
合
経
営
学
科
の
三
田
村
ゼ
ミ
と

サ
ー
ク
ル
教
職
公
務
員
研
究
会
の
学
生
を
中

心
に
開
催
さ
れ
、教
養
試
験
、論
文
試
験
、お
よ

び
面
接
試
験
対
策
な
ど
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
総
合
経
営
学
科
の
林
飛
鳥
さ
ん

（
国
府
高
等
学
校
出
身
）は
、「
初
め
て
参
加
し

ま
し
た
が
、受
講
生
の
皆
さ
ん
の
熱
意
に
圧
倒

さ
れ
ま
し
た
。次
回
も
必
ず
参
加
し
ま
す
。」と
、

目
標
が
定
ま
っ
た
様
子
で
し
た
。

岡
崎
市 

夏
祭
り
の
う
ち
わ
を

デ
ザ
イ
ン
学
科
学
生
が
デ
ザ
イ
ン

　

岡
崎
市
の
夏
祭
り「
岡
崎
城
下
家
康
公
夏
祭

り
2
0
1
9
」で
無
料
配
布
さ
れ
た
う
ち
わ
の

デ
ザ
イ
ン
を
デ
ザ
イ
ン
学
科
の
桑
野
ゆ
ず
さ
ん

（
桜
丘
高
等
学
校
出
身
）が
手
が
け
ま
し
た
。

　

桑
野
さ
ん
は
、宮
下
浩
准
教
授
を
通
じ
、岡

崎
市
か
ら
制
作
の
依
頼
を
受
け
、３
案
を
２
週

間
程
度
で
仕
上
げ
、そ
の
中
か
ら
花
火
を
モ

チ
ー
フ
に
し
た
作
品
が
採
用
さ
れ
ま
し
た
。

地
域
連
携
・
交
流

▲ 学生フォーラム発表会

▲ 桑野ゆずさん

▲ 後藤俊幸さん ▲ 学生が制作した広報ポスター

▲ 第3部 意見交換会

▲ 第2部 伊藤庸一郎教授 講演
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経
歴

　
私
は
旭
化
成
ホ
ー
ム
ズ（
株
）で
34
年
間
、

へ
ー
ベ
ル
ハ
ウ
ス
住
宅
の
建
築
・
イ
ン
テ
リ
ア
の

企
画
設
計
・エ
レ
メ
ン
ト
の
商
品
開
発
・
施
工
管

理
に
関
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

　
新
築
住
宅
の
設
計
企
画
・
イ
ン
テ
リ
ア
設
計

は
ト
ー
タ
ル
で
約
6
0
0
棟
・
大
規
模
リ

フ
ォ
ー
ム
は
6
棟
の
実
務
実
績
に
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、16
棟
の
住
宅
展
示
場
の
計
画
を
通

じ
、住
宅
市
場
の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
調
査
や
細

か
な
生
活
提
案
の
報
告
も
行
い
ま
し
た
。

　
そ
の
間
、主
に
イ
ン
テ
リ
ア
か
ら
見
た
建
築
、

設
備
、構
造
等
に
関
係
し
た
設
計
の
社
員
教
育

に
も
携
わ
り
、教
育
に
よ
っ
て
社
内
全
体
の
建

築
と
イ
ン
テ
リ
ア
の
関
係
、そ
の
関
係
性
の
意

し
、詳
細
な
も
の
と
す
る
こ
と
を
目
的
に
し
て

き
ま
し
た
。

　
具
体
的
に
は
、空
間
提
案
を
行
う
材
料
の
整

理
方
法
に
つ
い
て
、抽
象
的
で
あ
り
施
主
が
楽

し
い
と
感
じ
る
こ
と
に
決
定
を
委
ね
ら
れ
て
い

る
現
状
の
問
題
を
解
決
し
た
い
と
考
え
ま
し

た
。そ
し
て
、材
料
の
組
み
合
わ
せ
方
法
に
つ
い

て
、感
覚
的
に
新
デ
ザ
イ
ン
を
導
き
出
す
感
覚

的
手
法
を
超
え
て
理
論
的
に
整
理
し
、空
間
構

成
と
材
料
使
用
を
形
式
知
化
し
、表
現
を
整

理
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
建
築
・
イ
ン
テ
リ
ア
に
従
事
す
る
人
達
が
常

に「
何
が
意
匠
性
を
高
め
る
か
」と
い
う
感
覚
を

鍛
え
、暗
黙
知
に
と
ど
ま
る
こ
と
な
く
可
視
化

し
共
通
理
解
が
で
き
る
こ
と
、形
式
知
と
す
る

こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。そ
の

感
覚
が
形
式
知
と
し
て
掴
め
れ
ば「
何
も
感
じ

る
こ
と
は
な
い
」美
し
い
住
宅
や
街
を
創
る
こ

と
に
つ
な
が
る
と
信
じ
て
い
ま
す
。

識
の
共
有
化
、向
上
に
繋
げ
た
い
と
考
え
実
行

し
て
き
ま
し
た
。

主
な
研
究
テ
ー
マ

　
は
じ
め
の
研
究
は「
快
適
な
空
間
を
一
日
で

も
早
く
提
供
す
る
」と
い
う
旭
化
成
ホ
ー
ム
ズ

（
株
）の
理
念
の
も
と
、社
会
で
の
実
務
の
中
、

快
適
な
空
間
設
計
の
提
案
に
問
題
は
な
い
の
か

と
疑
問
を
持
ち
、「
工
業
化
住
宅
に
お
け
る
適

切
な
通
風
」に
つ
い
て
実
験
結
果
の
整
理
方
法
・

結
果
の
方
向
付
け
・
広
い
範
囲
の
提
案
方
法
へ

の
導
き
方
を
提
案
い
た
し
ま
し
た
。

　
そ
の
後
の
研
究
は
、会
社
で
の
企
画
・
開
発
・

設
計
の
経
験
を
活
か
し
、イ
ン
テ
リ
ア
・
建
築
の

材
料
研
究
お
よ
び
デ
ザ
イ
ン
へ
の
反
映
を
追
求

新任教員の紹介 1

I n t e r v i e w

教育を通じ研究を生かし、
社会への貢献をしたいと
考えています。

今西 貴美 教授造形学部 建築学科

教
育
に
つ
い
て

　
建
築
材
料
・
イ
ン
テ
リ
ア
材
料
・
構
法
・
生

産
・
施
工
・
設
計
は
学
び
の
幅
が
広
く
、関
連
性

の
整
理
と
そ
の
最
適
性
を
見
つ
け
る
こ
と
が
重

要
だ
と
考
え
ま
す
。イ
ン
テ
リ
ア
設
計
・
企
画
設

計
・
開
発
な
ど
の
実
務
経
験
・
教
育
経
験
と
企

画
力
・
組
織
力
・
問
題
解
決
能
力
を
活
か
し
、学

び
の
愉
し
さ
を
学
生
に
伝
え
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

　
教
育
の
場
に
お
い
て
は
学
生
の
目
線
に
立

ち
、社
会
活
動
で
の
先
輩
と
し
て「
独
立
自
尊
」

の
精
神
で
社
会
へ
の
出
発
が
で
き
る
よ
う
に
導

い
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
求
め
ら
れ
る
社
会
と
環
境
・
建
築

と
住
環
境
を
誠
実
に
考
え
、教
育
を
通
じ
研
究

を
生
か
し
、社
会
へ
の
貢
献
を
し
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

経　歴

2011年3月　名古屋工業大学工学研究科博士前期課程産業戦略工学専攻　修了
1986年4月～2003年3月　
旭化成(株)住宅事業部 旭化成ホームズ(株)中部営業本部（名古屋・栄）　主に、へーベルハウスのインテリア設計業務
2003年4月～2011年12月
旭化成ホームズ(株)中部営業本部技術部（名古屋・栄）　●経営管理職（インテリア設計の統括）
住宅展示場の建築・インテリアの企画・設計・業務、建築・インテリアの設計教育、 内装部材標準品のメーカー指定業務
2012年１月～201４年９月
旭化成リフォーム㈱出向　●設計担当課長　へーベルハウスのリフォーム
2014年１0月～2017年３月
旭化成ホームズ(株)設計本部（東京）設計センター　●経営管理職（デザイン・マネージメント）
特注設計（水周りエレメントの開発）、内装仕切り壁の構造と材料開発業務
2017年4月～2020年3月
旭化成ホームズ(株)設計本部（東京）企画グループ　●経営管理職（デザイン・マネージメント）
新商品開発（インテリア側から）、建築、屋外、構造、設備の調整・発注業務とそれに伴う CAD開発

2020年4月　愛知産業大学 造形学部 建築学科 教授

主な業績

2011年10月　国際会議発表論文
Comparison of interior  light environments 
using indirect illumination facilities 

2012年10月　口頭発表論文
G4・沖縄諸島の離島における
集落気候調査（セッションG)

2012年3月　その他/論文
工場生産型プレファブリケーション住宅の
開口部形状による適切な通風 
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新任教員の紹介 2

I n t e r v i e w

研
究
内
容

　
2
0
0
3
年
か
ら
設
計
事
務
所
を
主
宰
し
、

住
宅
の
設
計
を
主
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。近
年

で
は
、古
民
家
再
生
に
お
け
る
有
効
活
用
や
、

公
園
利
活
用
な
ど
の
提
案
を
す
る
機
会
を
得

ま
し
た
。「
モ
ノ
」か
ら「
コ
ト
」へ
、設
計
業
務
を

超
え
た
領
域
が
求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
実
感

し
て
い
ま
す
。

　
社
会
で
は
少
子
高
齢
化
社
会
、孤
独
死
、空
き

家
、災
害
な
ど
様
々
な
問
題
を
抱
え
て
い
ま
す
。

人
々
が
安
心
し
て
暮
ら
し
や
す
い
街
に
す
る
た
め

に
、す
べ
て
は
仲
間
で
あ
り「
共
同
体
」と
し
て
の

意
識
を
持
つ
こ
と
が
重
要
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
人
々
の
意
識
に
影
響
を
与
え
、行
動
に
つ
な

が
り「
街
を
変
え
る
デ
ザ
イ
ン
」と
は
何
か
？
建

築
に
携
わ
る
実
務
者
の
視
点
で
研
究
を
行
っ
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

教
育
活
動

　
愛
知
産
業
大
学
で
最
初
は
非
常
勤
講
師
と

し
て
関
わ
っ
て
か
ら
今
年
で
13
年
に
な
り
ま
す
。

こ
の
間
に
多
く
の
学
生
た
ち
が
建
築
に
目
覚

め
、目
を
輝
か
せ
成
長
し
て
い
く
姿
を
見
る
こ
と

が
、自
分
の
喜
び
と
な
り
ま
し
た
。と
て
も
教
育

の
醍
醐
味
を
感
じ
て
い
ま
す
。

　
授
業
で
は
、実
践
で
役
に
立
つ
知
識
を
わ
か
り

や
す
く
伝
え
、「
建
築
が
好
き
」と
な
る
よ
う
な

授
業
を
心
掛
け
て
き
ま
し
た
。通
信
教
育
部
の

授
業
で
は
、ゼ
ミ
Ｏ
Ｂ
生
に
も
参
加
し
て
も
ら

い
、よ
り
多
く
の
人
と
対
話
を
し
、学
生
自
ら
が

考
え
、目
標
を
立
て
、行
動
し
て
い
く
よ
う
な
雰

囲
気
づ
く
り
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　
教
育
を
通
し
て
、総
合
的
に
物
事
を
捉
え
、地

域
社
会
の
こ
と
を
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
人
へ

成
長
し
て
い
く
手
助
け
が
で
き
れ
ば
幸
い
で
す
。

経　歴

2018年　名古屋工業大学大学院工学研究科博士前期課程修了
2018年　学位　修士（工学）取得
1990年　株式会社 間組
1990年　ＮＯＶＡ工芸 株式会社
1994年　一級建築士　取得
1994年　株式会社 Ｃ＆Ｃ設計
2003年　空間設計ａｕｎ　設立
2008年　愛知産業大学 造形学部 建築学科 非常勤講師
2011年　愛知産業大学 造形学部 建築学科 通信教育部 非常勤講師
2020年　愛知産業大学 造形学部 建築学科 教授

主な業績

１．『SUUMO東京の注文住宅 東京で家を建てる』リクルート,表紙pp.8-11,2020.5

２．『満点の家をつくりたい③東海の建築家とつくる家』建築ジャーナル,pp.52-53,2018.4

３．『デザイナーズFILE 2017』カラーズ編著,pp.246-247,2017.3

４．『住まいの設計 創刊55周年記念号』扶桑社,pp.133,2015.11

５．『モダンリビング 217号』株式会社ハースト婦人画報社,pp.230-231,2014.11

６．『大人の名古屋 Vol.28』株式会社阪急コミュニケーションズ,pp.104,2014.9

学生たちが目を輝かせ
成長していく姿を見ることが、
喜びとなりました。

宮﨑 晋一 教授造形学部 建築学科

寄
り
添
っ
て

ミ
ツ
バ
ツ
ツ
ジ
の
家

暮
ら
す
家
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こ
の
ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
を
L
S
I
自
動
配
置
配
線
に
応
用

す
る
と
、は
じ
め
は
雑
然
と
し
て
い
た
L
S
I
の
設
計
図

が
世
代
を
重
ね
る
と
整
然
と
し
た
も
の
へ
と
変
化
し
ま
す
。

あ
ら
か
じ
め
決
め
ら
れ
た
答
え
に
向
か
う
わ
け
で
は
な
く
、

誰
も
知
ら
な
い
よ
り
良
い
姿
に
向
か
っ
て
進
化
す
る
様
は
、

そ
れ
が
ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
だ
と
頭
で
は
分
か
っ
て
い
て
も
、目
に

見
え
な
い
生
き
物
の
よ
う
な
何
か
が
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
中
の

世
界
で
必
死
に
生
存
競
争
を
繰
り
広
げ
て
い
る
よ
う
で
と

て
も
不
思
議
な
感
覚
で
し
た
。

　
そ
し
て
電
機
メ
ー
カ
ー
で
通
信
イ
ン
フ
ラ
機
器
の
開
発

を
、住
宅
メ
ー
カ
ー
で
ス
マ
ー
ト
ハ
ウ
ス
に
関
す
る
商
品
開

発
を
行
っ
て
い
る
な
か
、A
I
生
成
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム

「Thinkeye

」と
出
会
い
、気
が
つ
け
ば
今
で
はThinkeye

で
人
間
を
模
倣
し
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
A
I
を
つ
く
り

出
す
研
究
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
中
で
目
に
見
え
な
い
何
か
が
作
ら
れ
、

生
物
の
よ
う
に
振
る
舞
う
姿
を
不
思
議
に
感
じ
て
い
た
昔

を
思
い
出
す
と
、思
考
す
る
人
間
を
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
で
作
ろ

う
な
ん
て
我
な
が
ら
大
そ
れ
た
研
究
を
し
て
い
る
と
思
い

ま
す
。た
だ
複
雑
な
思
考
を
す
る
人
間
の
脳
も
電
気
信
号

で
動
い
て
い
る
こ
と
を
考
え
る
と
意
外
と
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
と

人
間
の
思
考
は
近
い
の
で
は
な
い
か
、と
も
考
え
て
い
ま
す
。

実
際
、人
間
の
す
べ
て
の
言
動
は
脳
内
で
何
か
し
ら
決
定
し

た
結
論
で
あ
り
、こ
れ
をD
ecision tree learning

に
よ
っ

て
決
定
木
形
式
の
A
I
を
出
力
す
るThinkeye

が
模
倣

で
き
な
い
は
ず
が
あ
り
ま
せ
ん
。で
き
な
い
と
し
た
ら
、模

倣
す
べ
き
対
象
で
あ
る
人
間
の
思
考
に
つ
い
て
理
解
と
表

現
が
足
ら
な
い
か
ら
で
し
ょ
う
。

　
ス
マ
ー
ト
デ
ザ
イ
ン
学
科
の
学
生
の
皆
さ
ん
は
、思
考
を

模
倣
す
る
A
I
と
人
間
が
協
働
す
る
世
の
中
を
生
み
出
す

た
め
の
同
志
で
す
。人
間
と
A
I
に
つ
い
て
共
に
深
め
合
っ

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

原
体
験
ら
し
き
何
か

　
私
が
小
学
生
の
頃
、「
こ
れ
か
ら
の
時
代
は
こ
れ
が
大
事

に
な
る
」と
父
親
が
パ
ソ
コ
ン「
P
C-

6
0
0
1
」を
買
っ

て
き
ま
し
た
。今
で
は
一
家
に
一
台
以
上
あ
っ
て
も
不
思
議

で
は
な
い
パ
ソ
コ
ン
で
す
が
、当
時
パ
ソ
コ
ン
が
家
に
あ
る
ク

ラ
ス
メ
ー
ト
は
一
人
も
お
ら
ず
、一
般
家
庭
向
け
に
は
ほ
と

ん
ど
普
及
し
て
い
な
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　
お
世
辞
に
も
裕
福
と
は
言
え
な
い
家
庭
で
余
計
な
も
の

は
買
わ
な
い
の
が
モ
ッ
ト
ー
だ
っ
た
の
で
、な
ぜ
こ
ん
な
高

価
そ
う
な
、そ
し
て
何
の
役
に
立
つ
の
か
よ
く
分
か
ら
な
い

物
を
買
っ
て
き
た
の
か
、小
学
生
の
私
に
は
よ
く
分
か
り
ま

せ
ん
で
し
た
。そ
れ
で
も
フ
ァ
ミ
コ
ン
を
買
っ
て
も
ら
え
な

か
っ
た
私
は
簡
単
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
組
ん
で
遊
び
な
が
ら
、

上
手
く
動
か
な
い
苛
立
ち
や
動
い
た
と
き
の
爽
快
感
を
、そ

し
て
現
実
の
モ
ノ
で
は
な
い
目
に
見
え
な
い
何
か
が
確
か
に

作
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
奇
妙
な
感
覚
を
感
じ
て
い
ま
し
た
。

　
大
学
生
に
な
っ
て
所
属
し
た
研
究
室
で
は
、「
遺
伝
的
ア

ル
ゴ
リ
ズ
ム
」と
呼
ば
れ
る
A
I
を
用
い
た
L
S
I
の
自
動

配
置
配
線
を
研
究
し
て
い
ま
し
た
。

　
遺
伝
的
ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
と
は
生
物
界
の
進
化
の
仕
組
み

を
模
倣
し
て
複
雑
な
問
題
の
解
を
探
索
す
る
手
法
で
す
。

解
を
組
み
合
わ
せ
た
数
字
列
を
遺
伝
子
に
見
立
て
、自
然

淘
汰
に
よ
っ
て
強
い
個
体
が
生
き
残
り
、遺
伝
子
の
交
配
に

よ
っ
て
よ
り
強
い
個
体
が
生
ま
れ
、ま
た
突
然
変
異
に
よ
っ

て
突
発
的
な
強
い
個
体
が
生
ま
れ
、ま
た
淘
汰
に
よ
っ
て
弱

い
個
体
は
子
孫
を
残
す
こ
と
が
で
き
ず
…
…
と
い
っ
た
サ
イ

ク
ル
を
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
上
で
回
す
こ
と
で
遺
伝
子
が
進
化

し
、優
れ
た
遺
伝
子
、す
な
わ
ち
解
く
べ
き
問
題
に
対
す
る

優
れ
た
解
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
、と
い
う
も
の
で
す
。

新任教員の紹介 3

I n t e r v i e w

出典：NAVERまとめ
（https://matome.naver.jp/odai/2142660053673475601）

出典：wikipedia
（https://ja.wikipedia.org/wiki/PC-6000シリーズ）

父親が買ってきたパソコン PC-6001 当時のパソコン画面
経　歴

1998年3月　立命館大学大学院理工学研究科情報システム学専攻修士課程修了
1998年4月～2011年4月
三洋電機株式会社 ※2008年4月、京セラ株式会社へ転籍　国内・海外向けPHS基地局開発
2011年5月～2019年4月
トヨタホーム株式会社
スマートハウス関連（HEMS、センターサービス等）の技術企画、開発、サービス運用
2019年5月～
株式会社realis　XAIシステム Thinkeye VOID開発、知的財産マネジメント
2020年4月～　愛知産業大学 造形学部 スマートデザイン学科 准教授

主な業績
・トヨタホームのスマートハウスとスマートスピーカーをつなげるサービス
 「チェッくまホームなび」　サービス開発・運用
・建物における行動予知システムおよび方法（特願2018-169914）
・建物における室内環境制御システムおよび方法（特願2018-169920）
・論文 「地域経済連携を誘発する実践的スマートアグリスキーム」
  2020年3月、岡崎大学懇話会、地域活性化フォーラム

人間とAIについて
共に深め合っていきたいと
考えています。

上野 太輔 准教授

造形学部 スマートデザイン学科

▲ 遺伝的アルゴリズム イメージ

▲ 遺伝的アルゴリズムの流れ

※本学で遺伝的アルゴリズムを教える予定はございません。

出典 立命館大学 知能システム研究室
（http://www.sys.ci.ritsumei.ac.jp/project/theory/ga/node1.html）
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▲ 図版は、全国規模の卒業制作展‐レモン展（今年はWeb開催）‐の作品集のために編集されたものです。

デ
ザ
イ
ン
レ
ビ
ュ
ー
2
0
2
0
で

卒
業
生
が
ク
リ
テ
ィ
ー
ク
賞
、

J
I
A
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

そ
の
中
に
未
来
を
か
す
か
に
、し
か
し
確
実
に

見
据
え
た
デ
ザ
イ
ン
で
す
。そ
の
現
代
性
と
新

鮮
さ
が
評
価
さ
れ
た
の
で
し
ょ
う
。

　

大
学
通
信
教
育
部
の
卒
業
生
に
は
、有
志
で

設
計
競
技
に
応
募
し
た
り
、作
品
の
制
作
に
勤

し
ん
だ
り
と
様
々
な
活
動
を
続
け
、著
名
な
賞

を
受
賞
す
る
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。学
ん
だ

こ
と
を
手
が
か
り
に
し
て
、卒
業
後
も
日
々
の

暮
ら
し
の
中
で
デ
ザ
イ
ン
リ
テ
ラ
シ
ー
を
高
め

て
い
け
る
こ
と
は
素
晴
ら
し
く
、大
学
も
応
援

し
て
い
ま
す
。（
建
築
学
科 

教
授 

松
本
篤
）

「
さ
と
や
」は
人
々
や
文
化
が
集
ま
る
場
所
で
あ

り
、や
が
て
町
を
終
う
時
に
は
焚
火
場
と
な
り
、

自
然
に
帰
り
郷
が
無
く
な
る
。そ
し
て
ま
た
い

つ
か
だ
れ
か
の「
さ
と
や
」と
な
る
日
が
来
る
。

そ
の
よ
う
な
場
所
を
故
郷
に
手
向
け
る
と
い
う

提
案
で
す
。

　

若
い
学
生
が
な
ぜ
こ
う
し
た
終
末
的
に
も
み

え
る
未
来
を
デ
ザ
イ
ン
で
き
る
の
か
、終
末
後
の

世
界
を
描
い
た
ア
ニ
メ
作
品
な
ど
を
髣
髴
さ
せ

ま
す
が
、作
品
は
た
だ
終
末
的
と
い
う
だ
け
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。カ
タ
チ
は
縮
小
し
て
い
き
ま
す

が
、受
け
継
が
れ
て
い
く
記
憶
は
積
み
重
な
り
、

開
催
予
定（
W
e
b
開
催
）の
J
I
A
全
国
卒

業
設
計
コ
ン
ク
ー
ル
2
0
2
0
に
進
み
ま
す
。

結
果
が
楽
し
み
で
す
。

　

デ
ザ
イ
ン
レ
ビ
ュ
ー
は
1
9
9
5
年
に
生
ま

れ
、そ
の
後
せ
ん
だ
い
デ
ザ
イ
ン
リ
ー
グ
な
ど
に

も
波
及
し
た
、建
築
教
育
、卒
業
研
究
レ
ビ
ュ
ー

と
し
て
は
草
分
け
的
な
存
在
で
す
。25
周
年
と
い

う
記
念
す
べ
き
今
年
の
デ
ザ
イ
ン
レ
ビ
ュ
ー
は
、

あ
い
に
く
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
防
止

か
ら
、作
品
の
展
示
や
発
表
、審
査
は
オ
ン
ラ
イ

ン
上
で
行
な
わ
れ
る
こ
と
に
な
り
、2
0
2
0

年
3
月
14
日（
土
）に
開
催
さ
れ
た
本
選
は

Instagram

で
ラ
イ
ブ
配
信
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
よ
う
な
中
で
受
賞
し
た
内
田
さ
ん
の
作

品
は
、作
者
の
故
郷
熊
本
に
あ
る
人
口
2
5
0

人
く
ら
い
の
農
村
の
起
こ
り
か
ら
今
、そ
し
て

50
年
後
の
将
来
に
町
を
終
う
と
き
の
姿
を
題

材
に
し
た
も
の
で
、作
品
名
は「
さ
と
や
‐
小
さ

な
農
村
を
看
取
る
カ
タ
チ
、手
向
け
る
カ
タ
チ
‐
」

で
す
。「
さ
と
や
」は
、今
回
新
た
に
造
ら
れ
た
漢

字「
丿
部（
へ
つ
ぶ
）に
郷
）」と
い
う
字
で
あ
ら
わ

し
ま
す
。町
の
中
枢
に
位
置
す
る
公
民
館
の
建

て
替
え
の
提
案
で
す
が
、こ
の
場
所
に
土
で
覆
わ

れ
た
柱
に
支
え
ら
れ
た
大
き
な
土
の
屋
根
を
つ

く
り
ま
す
。こ
こ
が
、郷（
ふ
る
さ
と
）の
記
憶
が

残
る
場
所「
さ
と
や（
郷
や
）」と
な
り
ま
す
。

　

愛
知
産
業
大
学
通
信
教
育
部
建
築
学
科
で

は
社
会
人
を
主
体
と
し
た
正
科
生
と
あ
わ
せ
、

提
携
す
る
建
築
系
の
専
門
学
校
の
学
生
を
併

修
生
と
し
て
受
け
入
れ
て
い
ま
す
。提
携
す
る

専
門
学
校
は
愛
知（
名
古
屋
）、九
州（
福
岡
）、

愛
媛（
松
山
）と
現
在
3
校
あ
り
、在
籍
学
生
数

は
2
5
0
名
ほ
ど
で
す
。

　

建
築
が
対
象
と
す
る
領
域
は
、ア
ー
ト
や
エ

ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
、経
済
や
社
会
、歴
史
や
文
学

な
ど
幅
広
く
、大
学
で
学
べ
る
こ
と
は
そ
の
ほ

ん
の
一
部
で
す
。そ
の
中
で
も
卒
業
設
計
を
主
体

と
す
る
卒
業
研
究
は
、学
ん
だ
個
々
の
知
識
を

総
動
員
し
、社
会
の
課
題
に
造
形
と
い
う
手
段

で
立
ち
向
か
う
と
て
も
貴
重
な
機
会
で
す
。そ

の
成
果
を
社
会
に
問
う
場
が
卒
業
研
究
、卒
業

設
計
の
コ
ン
ク
ー
ル
で
す
。本
学
の
卒
業
生
も
毎

年
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
ま
す
が
、そ
の
中
で
併
修
校
で

あ
る
麻
生
建
築
＆
デ
ザ
イ
ン
専
門
学
校
の
内
田

大
貴
さ
ん
の
作
品
が
福
岡
で
開
催
さ
れ
た
デ
ザ

イ
ン
レ
ビ
ュ
ー
2
0
2
0
の
本
選
で
ク
リ

テ
ィ
ー
ク（
原
田
祐
馬
氏
）賞
を
受
賞
し
ま
し

た
。ま
た
デ
ザ
イ
ン
レ
ビ
ュ
ー
は
J
I
A（
日
本

建
築
家
協
会
）卒
業
設
計
コ
ン
ク
ー
ル
九
州
支

部
の
予
選
選
考
も
兼
ね
て
お
り
、受
賞
作
品
の

中
で
さ
ら
に
J
I
A
賞
も
受
賞
し
ま
し
た
。

J
I
A
賞
を
受
賞
し
た
作
品
は
6
月
下
旬
に

Z
O
O
M
や
、e
ラ
ー
ニ
ン
グ
を
活
用

　

愛
知
産
業
大
学
通
信
教
育
部
で
は
W
E
B

会
議
シ
ス
テ
ム
Z
O
O
M
を
使
用
し
入
学
オ
リ

エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
実
施
し
、約
50
名
の
学
生
が

参
加
し
ま
し
た
。参
加
し
た
学
生
か
ら
は
、直

接
教
員
と
会
っ
て
話
が
し
た
か
っ
た
と
言
う
声

が
あ
る
一
方
で
、遠
方
に
住
ん
で
い
る
た
め
移
動

時
間
・
交
通
費
の
節
約
に
な
っ
た
と
言
う

W
E
B
上
で
の
実
施
を
好
意
的
に
受
け
止
め
た

意
見
も
あ
り
ま
し
た
。ス
ク
ー
リ
ン
グ
に
つ
い
て

も
、同
じ
く
Z
O
O
M
や
、e
ラ
ー
ニ
ン
グ
を
活

用
し
、で
き
る
限
り
学
習
に
影
響
を
及
ば
さ
な

い
様
、対
策
を
講
じ
て
い
ま
す
。今
後
も
長
期
的

な
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
対
策
が
求
め
ら
れ
る

こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
が
、「
対
策
」だ
け
で
は

な
く
、今
回
の
経
験
を
一
つ
の
時
代
の「
変
化
」

と
し
て
捉
え
、利
便
性
、学
習
効
果
の
高
い

W
E
B
を
活
用
し
た
ス
ク
ー
リ
ン
グ
の
在
り
方

に
つ
い
て
検
討
を
し
て
行
き
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
対
策

愛
知
産
業
大
学 

通
信
教
育
部
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こ
れ
ま
で
、建
築
、イ
ン
テ
リ
ア
、プ
ロ
ダ
ク

ト
、モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
、サ
イ
ン
、グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
等
、

多
領
域
の
設
計
実
務
に
携
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

　
分
野
に
よ
っ
て
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
の
技
術
は
異

な
り
ま
す
が
、造
形
を
考
え
る
際
に
、共
通
し
て

意
識
し
て
い
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。そ
れ
は
、プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
背
景
や
与
条
件
を
高
い
感
度
で

リ
サ
ー
チ
す
る
と
い
う
こ
と
で
す
。ど
の
よ
う

な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
あ
っ
て
も
、依
頼
主
の
要
望

や
計
画
の
背
景
を
紐
解
い
て
み
る
と
、固
有
の

前
提
条
件
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
も
の
で

す
。そ
う
し
た
固
有
の
前
提
条
件
を
逆
手
に

と
っ
て
造
形
の
ア
イ
デ
ア
を
発
想
す
る
こ
と
で
、

先
入
観
に
と
ら
わ
れ
な
い
、個
性
的
な
造
形
を

研
究
テ
ー
マ

　
内
と
外
、あ
る
い
は
公
と
私
の
緩
衝
体
と
な

る
中
間
領
域
の
リ
サ
ー
チ
お
よ
び
設
計
を
主

た
る
研
究
テ
ー
マ
と
し
て
お
り
ま
す
。

　
こ
の
研
究
は
、私
が
学
生
時
代
の
所
属
研
究

室
で
継
続
的
に
取
り
組
ん
で
い
た
ア
ジ
ア
の
集

落
調
査
研
究
に
参
加
し
て
い
た
経
験
に
端
を
発

し
て
い
ま
す
。そ
の
調
査
研
究
は
、一
見
、無
秩

序
に
密
集
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
ア
ジ
ア
の

集
落
の「
集
ま
り
方
」を
分
析
す
る
も
の
で
し

た
。離
散
的
な
集
ま
り
方
、層
状
の
集
ま
り
方
、

高
低
差
を
活
か
し
た
集
ま
り
方
等
、形
式
は

様
々
で
す
が
、い
ず
れ
の
集
落
も
、気
候
や
地
形

の
特
徴
や
リ
ス
ク
を
考
慮
し
つ
つ
、多
く
の
人

間
が
快
適
に
集
ま
っ
て
暮
ら
す
た
め
に
、長
い

時
間
を
か
け
て
定
着
し
た
群
造
形
と
言
え
ま

す
。そ
し
て
、そ
の
多
く
が
、公
的
な
領
域
と
私

的
な
領
域
が
入
り
混
じ
っ
た
魅
力
的
な
中
間

領
域
を
有
し
て
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
既
存
の
中
間
領
域
の
分
析
か
ら

得
ら
れ
た
知
見
を
活
か
し
、現
代
に
求
め
ら
れ

る
多
様
な
共
用
空
間
の
造
形
を
考
案
す
る
こ

と
が
本
研
究
の
目
標
と
な
り
ま
す
が
、新
た
な

分
析
の
手
法
と
し
て
、コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
に
よ
る

環
境
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
技
術
を
取
り
入
れ
る

こ
と
を
想
定
し
て
い
ま
す
。光
、熱
、風
、水
な

ど
、こ
れ
ま
で
感
覚
的
に
し
か
捉
え
る
こ
と
の

で
き
な
か
っ
た
環
境
要
素
を
科
学
的
に
扱
い
、

空
間
の
性
質
を
定
量
化
す
る
こ
と
で
、季
節
や

地
域
に
よ
る
環
境
の
変
化
に
対
し
て
レ
ス
ポ
ン

シ
ブ
な
、新
し
い
中
間
領
域
の
可
能
性
を
探
求

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

生
み
出
す
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
造
形
に
お
い
て
は
、課
題
に
対
す
る
解
は
必

ず
し
も
一
つ
で
は
な
く
、複
数
の
異
な
る
ア
プ

ロ
ー
チ
が
あ
り
得
ま
す
。そ
の
自
由
さ
は
多
く

の
初
学
者
が
戸
惑
い
を
感
じ
る
部
分
で
も
あ
り

ま
す
。優
れ
た
造
形
を
行
う
た
め
に
は
、感
性
や

閃
き
を
培
う
訓
練
も
必
要
で
す
が
、そ
れ
に
先

立
っ
て
、リ
サ
ー
チ
か
ら
得
ら
れ
た
情
報
を
手

掛
か
り
に
造
形
の
可
能
性
を
探
っ
て
い
く
論
理

的
な
思
考
の
プ
ロ
セ
ス
が
不
可
欠
で
す
。こ
れ
か

ら
建
築
を
学
び
始
め
る
方
々
に
は
、ぜ
ひ
そ
う

し
た
プ
ロ
セ
ス
を
体
得
し
て
頂
き
、形
を
造
る

こ
と
の
楽
し
さ
と
奥
深
さ
を
存
分
に
感
じ
て

頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

リサーチから得られた
情報を手掛かりに
造形の可能性を探っていく。

増田 忠史 准教授

教員の紹介

I n t e r v i e w

早稲田大学大学院理工学研究科建築学専攻
修了。修士（工学）
矢萩喜従郎建築計画勤務、
MASS & HACHI共同代表を経て現職。

経　歴

「半透明空間の研究 その10, 11：香港大澳（Tai O）
における視界の方向差による公私領域の形成
に関する研究」日本建築学会大会学術梗概集、
共著、pp.133-136, 2002.8

論　文

「相貫建築研究」（早稲田大学大学院 修士設計）/2004/建築設計（計画案）

「学生自治寮」（SDレビュー2002入選）/2002/建築設計（計画案）

「ハヤトノイエ」（建築九州賞2012入選）/2011/建築設計

「住宅 和合」/2014/建築設計

「住宅 和合」/2014/建築設計

「Yクリニック」/2014/建築設計

「共同住宅 幡ヶ谷」/2019/建築設計

「住宅 太子堂」/2020/建築設計

「住宅 太子堂」/2020/建築設計

「東京サイエンスセンター」/2014/CI・サインデザイン

「WALL STAND LIGHT」（建築家のあかりコンペ2018 入選）/2018/プロダクトデザイン

「JIAトーク」/2020-/グラフィックデザイン

1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12

123

456

789

101112
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Y
o
u
T
u
b
e 

を
活
用
し
た

オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

　

全
国
に
緊
急
事
態
宣
言
が
発
出
さ
れ
た
こ

と
に
よ
り
、名
古
屋
・
東
京
・
大
阪
で
開
催
を
予

定
し
て
い
た
入
学
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
は
全
て

中
止
を
余
儀
な
く
さ
れ
ま
し
た
。そ
こ
で
急
遽
、

オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
動
画
を
作
成
し
、

Y
o
u
T
u
b
e
に
公
開
し
ま
し
た
。新
入
生

に
向
け
た
限
定
公
開
に
も
関
わ
ら
ず
、現
在
で

は
1
0
0
0
回
近
く
再
生
さ
れ
て
お
り
、学
生

か
ら
の
ニ
ー
ズ
の
高
さ
が
伺
え
ま
し
た
。

Z
O
O
M
等
W
E
B
を

活
用
し
た
ス
ク
ー
リ
ン
グ

　

短
大
専
攻
科
ス
ク
ー
リ
ン
グ
英
語
オ
ー
ラ

ル
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
特
別
研
究
II（
4
月

11
日
、12
日
開
講
）で
は
W
E
B
会
議
シ
ス
テ
ム

Z
O
O
M
を
使
用
し
て
、教
室
、ネ
イ
テ
ィ
ブ
教

員
、学
生
を
繋
い
で
講
義
を
実
施
し
ま
し
た
。初

の
試
み
で
あ
っ
た
た
め
、操
作
に
苦
慮
す
る
学

生
も
い
ま
し
た
が
、「
感
染
の
リ
ス
ク
を
負
っ
て

通
学
す
る
必
要
が
な
く
、ま
た
ネ
イ
テ
ィ
ブ
教

員
と
も
教
室
と
変
わ
ら
ず
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
取
る
こ
と
が
で
き
た
。」と
学
生
か
ら
一
定
の

評
価
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。ま
た
短
期

大
学
で
は
今
年
度
よ
り
、科
目
の
特
性
に
合
わ

せ
て
Y
o
u
T
u
b
e
を
使
用
し
た
オ
ン
デ
マ
ン

ド
型（
非
同
時
双
方
向
）の
ス
ク
ー
リ
ン
グ
も
開

講
し
て
い
ま
す
。近
年
で
は
海
外
か
ら
の
受
講

を
希
望
す
る
人
も
一
定
数
い
る
た
め
、今
後
は

そ
れ
ら
の
科
目
を
拡
充
し
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル

ス
対
策
だ
け
で
な
く
、履
修
者
の
利
便
性
も
向

上
さ
せ
た
い
と
考
え
ま
す
。

L
I
N
E
＠
で
の

入
学
相
談
ス
タ
ー
ト

　

愛
知
産
業
大
学
短
期
大
学（
愛
知
産
業
大

学
通
信
教
育
部
含
む
）で
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ

ル
ス
の
感
染
拡
大
傾
向
が
見
ら
れ
始
め
た
3
月

中
旬
よ
り
、入
学
相
談
会
の
開
催
が
難
し
く
な

る
、も
し
く
は
来
場
者
が
減
少
す
る
こ
と
を
予

測
し
、L
I
N
E
＠（
企
業
向
け
L
I
N
E
ア

カ
ウ
ン
ト
）を
開
設
し
ま
し
た
。W
E
B
を
通
じ

た
相
談
方
法
と
し
て
は
以
前
よ
り
問
い
合
わ
せ

フ
ォ
ー
ム
を
設
置
し
て
お
り
ま
し
た
が
、年
齢

を
問
わ
ず
殆
ど
の
ス
マ
ホ
ユ
ー
ザ
ー
が
使
用
し

て
い
る
L
I
N
E
の
方
が
よ
り
気
軽
に
問
い
合

わ
せ
が
可
能
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
、運

用
を
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。4
月
期
正
科
生
の

出
願
締
め
切
り
ま
で
の
1
か
月
間
に
、友
だ
ち

登
録
者
数
は
1
2
0
名
を
超
え
、問
い
合
わ
せ

メ
ッ
セ
ー
ジ
数
は
延
べ
3
0
0
件
以
上
と
な
り

ま
し
た
。今
後
も
W
E
B
会
議
シ
ス
テ
ム
の
利

用
や
、動
画
コ
ン
テ
ン
ツ
等
を
充
実
さ
せ
、入
学

相
談
会
に
来
場
し
な
く
て
も
本
学
に
つ
い
て

知
っ
て
も
ら
う
こ
と
が
で
き
る
体
制
を
構
築
し

て
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
対
策

愛
知
産
業
大
学 

短
期
大
学 

通
信
教
育
部
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I n t e r v i e w

　

し
か
し
新
学
習
指
導
要
領
に
お
い
て
は
英
語

の
取
り
扱
い
に
顕
著
な
変
化
が
あ
ら
わ
れ
ま
し

た
。大
学
等
で
従
来
教
職
科
目
と
し
て
設
定
さ

れ
て
い
た「
英
米
文
学
」が「
英
語
文
学
」へ
と
変

わ
っ
た
こ
と
は
大
き
な
変
化
で
す
。実
態
と
し

て
は
ま
だ
学
習
指
導
要
領
の
理
念
に
追
い
つ
い

て
い
る
と
は
言
え
な
い
と
考
え
ら
れ
ま
す
が
、英

語
文
学
で
扱
う
べ
き
文
学
作
品
は
イ
ギ
リ
ス
、

ア
メ
リ
カ
合
衆
国
を
は
じ
め
と
す
る
英
語
を
母

（
国
）語
と
す
る
国
の
文
学
作
品
だ
け
で
は
な

く
、英
語
で
書
か
れ
た
さ
ま
ざ
ま
な
国
の
文
学

作
品
を
取
り
上
げ
な
け
れ
ば
な
ら
な
ら
な
い

と
、少
な
く
と
も
理
念
上
は
位
置
づ
け
ら
れ
ま

し
た
。

　

本
学
に
英
語
教
員
に
な
る
こ
と
を
目
指
し
て

入
学
し
て
き
た
外
国
籍
の
学
生
た
ち
も
英
語
を

母（
国
）語
と
す
る
国
の
出
身
者
だ
け
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。日
本
に
お
け
る
英
語
教
育
の
あ
り
方

が
ど
の
よ
う
に
な
る
の
か
は
ま
だ
分
か
り
ま
せ

ん
が
、変
化
の
兆
し
は
微
か
で
は
あ
る
も
の
の

見
え
て
き
て
い
ま
す
。英
語
教
員
養
成
コ
ー
ス

は
そ
う
し
た
変
化
の
中
に
あ
る
英
語
教
育
を
担

う
中
学
校
英
語
教
員
の
養
成
に
向
け
て
試
行

錯
誤
を
続
け
て
い
ま
す
。

　

愛
知
産
業
大
学
短
期
大
学
国
際
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
学
科
英
語
教
員
養
成
コ
ー
ス
は
国

内
に
お
い
て
、英
語
教
員
免
許（
２
種
）が
取
得

で
き
る
唯
一
の
通
信
制
短
期
大
学
で
す
。そ
の
こ

と
か
ら
英
語
教
員
免
許
を
短
大
で
取
得
し
た
い

と
考
え
た
入
学
志
願
者
が
教
育
委
員
会
に
問

い
合
わ
せ
た
際
、本
コ
ー
ス
を
紹
介
し
て
く
れ
る

教
育
委
員
会
も
あ
る
こ
と
を
英
語
教
員
養
成

コ
ー
ス
に
入
学
し
た
学
生
か
ら
聞
い
た
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

　

わ
た
く
し
が
着
任
し
た
10
年
前
に
は
、社
会

人
に
な
っ
た
後
そ
れ
ぞ
れ
の
英
語
教
育
に
か
け

る
志
を
実
現
す
る
た
め
に
本
学
へ
入
学
し
て
く

る
日
本
国
籍
を
有
す
る
学
生
が
ほ
と
ん
ど
で
し

た
。そ
の
傾
向
に
少
し
変
化
が
見
ら
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
の
は
こ
こ
数
年
の
こ
と
で
す
。高
校
を

卒
業
し
て
そ
の
ま
ま
本
学
に
入
学
し
て
教
職
を

目
指
す
学
生
、外
国
籍
を
有
す
る
教
職
志
望
者

が
あ
ら
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

い
ま
さ
ら
言
う
ま
で
も
な
く
英
語
は
今
日
に

お
け
る
リ
ン
ガ
フ
ラ
ン
カ
で
す
。し
か
も
日
本
に

お
い
て
は
外
国
語
の
中
で
も
英
語
は
特
別
な
思

い
を
も
っ
て
受
け
止
め
ら
れ
て
い
る
言
語
で
す
。

学
習
指
導
要
領
で
も「
外
国
語
編
」で
あ
る
に

も
か
か
わ
ら
ず
、事
実
上
ほ
ぼ
全
て
の
中
学
校

で
教
科
と
し
て
扱
わ
れ
て
い
る
の
は
英
語
で
す
。

英
語
教
員
養
成
コ
ー
ス
に
つ
い
て

日本における
英語教育のあり方について、
変化の兆しは微かではあるものの
見えてきています。

髙野 盛光 教授国際コミュニケーション学科

る
非
常
に
優
秀
な
点
数
で
す
。日
本
の
大
学
生

で
も
8
3
0
点
を
取
れ
る
学
生
は
あ
ま
り
い
な

い
で
し
ょ
う
。ま
た
、彼
女
は
、短
期
大
学
２
年

の
夏
、公
益
財
団
法
人
日
本
中
国
友
好
協
会
が

主
催
す
る
、日
中
友
好
大
学
生
訪
問
団
に
参
加

し
ま
し
た
。「
１
週
間
の
旅
程
で
初
め
て
の
海

外
、初
め
て
の
飛
行
機
だ
っ
た
の
で
と
て
も
緊
張

し
ま
し
た
が
、進
路
に
影
響
す
る
ほ
ど
に
大
き

な
体
験
に
な
り
ま
し
た
」と
感
想
を
伝
え
て
く

れ
ま
し
た
。実
際
、中
部
大
学
国
際
関
係
学
部

国
際
学
科
3
年
次
編
入
学
試
験
を
受
験
し
、見

事
に
合
格
し
ま
し
た
。た
だ
、現
在
は
、多
く
の

大
学
が
そ
う
で
あ
る
よ
う
に
、彼
女
の
大
学
で

も
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
の
影
響
で
学
生
は
大

学
キ
ャ
ン
パ
ス
で
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ず
、授
業
は

遠
隔
授
業
と
な
っ
て
い
る
そ
う
で
す
。彼
女
に

と
っ
て
、大
学
で
の
学
習
の
ス
タ
ー
ト
が
短
期

大
学
の
時
の
よ
う
に「
通
信
授
業
」に
な
っ
た
こ

と
は
予
想
外
だ
っ
た
よ
う
で
す
が
、「
愛
知
産
業

大
学
短
期
大
学
で
身
に
つ
け
た
自
ら
学
ぶ
力
を

活
か
し
て
、今
後
も
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
」と
強
く
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。今
後
の
彼

女
の
更
な
る
活
躍
を
期
待
し
ま
す
。

（
国
際
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
科 

准
教
授 

松
野
澄
江
）

　

松
尾
さ
ん
は
2
0
1
8
年
4
月
に
国
際
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
科
に
入
学
し
、英
語
、韓

国
語
、中
国
語
等
語
学
系
の
科
目
を
中
心
に
単

位
を
修
得
し
ま
し
た
。彼
女
に
よ
る
と
、入
学

オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
で
知
り
合
っ
た
学
生
と
、

ス
ク
ー
リ
ン
グ
会
場
で
勉
強
会
を
開
催
し
た

り
、時
に
は
遊
び
に
行
っ
た
り
し
て
通
信
制
短

期
大
学
に
も
関
わ
ら
ず
、た
く
さ
ん
の
友
達
が

で
き
た
こ
と
が
特
に
良
い
思
い
出
と
し
て
残
っ

て
い
る
そ
う
で
す
。

　

彼
女
は
と
て
も
努
力
家
で
、短
大
の
科
目
だ

け
で
は
な
く
、T
O
E
I
C
も
一
生
懸
命
勉
強

し
ま
し
た
。入
学
時
は
6
0
0
点
く
ら
い
だ
っ

た
点
数
が
、卒
業
年
度
に
受
験
し
た
際
に
は

8
3
0
点
ま
で
上
が
り
ま
し
た
。こ
れ
は

N
on-native

と
し
て
十
分
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
が
で
き
る
と
評
価
さ
れ
る
レ
ベ
ル
A
に
迫

　

オ
ス
カ
ー
さ
ん
は
英
語
教
員
免
許
取
得
を

目
指
し
て
愛
知
産
業
大
学
短
期
大
学
国
際
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
科
英
語
教
員
養
成
コ
ー

ス
に
入
学
し
ま
し
た
。オ
ラ
ン
ダ
出
身
で
本
学

入
学
以
前
か
ら
英
語
教
育
に
か
か
わ
っ
て
い
ま

し
た
が
、中
学
校
教
員
と
し
て
教
壇
に
立
つ
こ

と
を
目
指
し
て
本
学
入
学
を
決
意
し
た
と
の
こ

と
で
す
。教
職
課
程
の
ス
ク
ー
リ
ン
グ
で
は
、明

る
い
性
格
、人
懐
っ
こ
い
人
柄
か
ら
常
に
受
講

生
の
中
心
に
い
た
こ
と
が
鮮
や
か
に
思
い
出
さ

れ
ま
す
。特
に
ス
ク
ー
リ
ン
グ
に
お
い
て
は
積
極

的
に
質
問
や
発
言
を
お
こ
な
う
存
在
で
あ
り
、

他
の
学
生
の
学
習
活
動
を
牽
引
す
る
役
割
を

果
た
し
て
く
れ
て
い
た
印
象
が
あ
り
ま
す
。ま

た
教
育
実
習
に
お
い
て
も
非
常
に
よ
い
研
究
授

業
を
お
こ
な
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

愛
知
県
教
員
採
用
試
験
に
合
格
し
て
、４
月

か
ら
県
内
中
学
校
で
常
勤
講
師
と
し
て
勤
務

し
て
い
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
、い
ま
中
学
校
の
現

場
は
未
曽
有
の
困
難
に
直
面
し
て
い
ま
す
が
、

持
ち
前
の
高
い
能
力
を
い
か
ん
な
く
発
揮
し
て

活
躍
し
て
く
れ
て
い
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

（
国
際
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
科 

教
授 

髙
野
盛
光
）

卒
業
生
の
現
在

OSCAR VUIJST MATTHE さん
2020年3月卒業

松尾 早紀 さん
2020年3月卒業

オスカー ボイスト マッチ
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05 04
電気科／電子科／機械科

昭和37年6月／開校
　　　　　　  　　（明治38年 私立愛知高等裁縫女学院創設）

校　長／伊藤 俊典
教　頭／坂 美好、田原 雅史
事務長／鈴木 康弘
生徒数／１，０９１名
教職員数／専任教員：６８名、非常勤講師：２５名、
　　　　　職員：９名、パートタイマー：１名
設置学科／募集定員（男子のみ）
◎電気・電子科：２２０名
◎機械科：２２８名

アクセス
地下鉄名城線「東別院駅」より徒歩５分
ＪＲ・名鉄「金山総合駅」より徒歩10分

所在地
〒４６０‐００２６ 愛知県名古屋市中区伊勢山一丁目２番29号
ＴＥＬ 052‐322‐1911
https://asu-tech.ed.jp/

愛知産業大学

工業高等学校
全日制課程

普通科／電気科／機械科

昭和40年4月／開設
校　長／伊藤 俊典
教　頭／恒川 光夫
事務長／鈴木 康弘
生徒数／学年制：1,930名
　　　　単位制：256名
　　　　（学年制は技能連携校への入学が条件となります）
教職員数／専任教員:8名、非常勤講師:5名、職員:3名
設置学科／募集定員／コース
◎学年制／普通科：840名、電気科：60名、機械科：60名
◎単位制／普通科：160名
　　　　　午前コース、午後コース、日曜コース

アクセス
地下鉄名城線「東別院駅」より徒歩５分、
ＪＲ・名鉄「金山総合駅」より徒歩１５分

所在地
〒４６０‐００１６ 名古屋市中区橘一丁目21番25号
TEL ０５２‐３２２‐５２５５
http://www.asu-tchs.jp/

愛知産業大学

工業高等学校
通信制課程 単位制

07 06
普通科／電気科／情報処理科

昭和５８年４月／開校
校　長／近藤 彰
教　頭／竹治 玄造、近藤 政弘
事務長／岸田 おさむ
生徒数／1,186名
教職員数／専任教員：８3名、非常勤講師：16名、職員：9名
設置学科／募集定員（電気科は男子のみ）
◎普通科／177名
◎電気科／160名
◎情報処理科／１6０名

アクセス
名鉄名古屋本線「藤川駅」より徒歩１５分
「藤川駅」へは、「名鉄名古屋駅」より４５分、「豊橋駅」より３０分

所在地
〒４44‐0０05 愛知県岡崎市岡町字原山１２‐１０
TEL 0564‐48‐5211
http://www.mikawa.ed.jp/

愛知産業大学

三河高等学校
全日制課程

普通科／商業科

昭和60年4月／開設
校　長／近藤 彰
教　頭／二村 英男
事務長／岸田 おさむ
生徒数／学年制：1,352名
　　　　単位制：２７９名
　　　　（学年制は技能連携校への入学が条件となります）
教職員数／専任教員：８名、兼務：２名、職員：1名
設置学科／募集定員／コース
◎学年制／普通科：380名、商業科：200名
◎単位制／普通科：120名
　　　　　午前コース、午後コース

アクセス
名鉄名古屋本線「藤川駅」より徒歩５分
「藤川駅」へは、「名鉄名古屋駅」より４５分、「豊橋駅」より３０分

所在地
〒444‐3523 愛知県岡崎市藤川町西川向1‐20
TEL 0564‐48‐5230
http://www.asu-mikawa-tani.jp/

愛知産業大学

三河高等学校
通信制課程 単位制

高
等
学
校

H
igh School 

ホームページ ホームページ ホームページホームページ

それぞれの
ペースで新しい
ステージへ。

感謝　礼儀　
誠実　積極　
努力

新しく
“僕を”“私を”
はじめよう。

充実した環境で
ものづくりの
楽しさを学ぶ。
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 A S U  T e c h n i c a l  H i g h  S c h o o l  

　

全
国
工
業
高
等
学
校
長
協
会
に
よ
り
、各
種
の
資
格
・
検
定
、コ
ン
ク
ー
ル
・
競
技
会
の
成
績
を
点
数
化

し
、認
定
さ
れ
る
ジ
ュ
ニ
ア
マ
イ
ス
タ
ー
顕
彰
。今
年
度
は
神
成
蓮
君（
電
気
科
）が
ジ
ュ
ニ
ア
マ
イ
ス
タ
ー

ゴ
ー
ル
ド
の
認
定
を
受
け
、さ
ら
に
模
範
的
な
生
徒
に
贈
ら
れ
る
特
別
表
彰
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　
「
電
気
工
事
競
技
会
の
全
国
大
会
を
目
指
し
、電
気

工
事
士
を
取
得
し
た
こ
と
や
、多
く
の
建
設
機
械
の
運

転
が
出
来
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
で
、自
分
が
出
来
る

こ
と
が
増
え
た
の
で
在
学
中
に
多
く
の
資
格
が
取
得

で
き
て
よ
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。就
職
し
て
か
ら
は
、技

能
五
輪
の
候
補
生
と
し
て
日
々
練
習
に
励
み
た
い
と

思
い
ま
す
。」

取
得
資
格

第
一
種
電
気
工
事
士
・
小
規
模
ボ
イ
ラ
ー
取
扱
技
能
講
習
・
高

所
作
業
車
運
転
者（
10
ｍ
未
満
）・ク
レ
ー
ン
運
転
士（
5
t
未

満
）、小
型
車
両
系
建
設
機
械
運
転
者・情
報
技
術
検
定
3
級・

計
算
技
術
検
定
3
級・危
険
物
取
扱
者
丙
種・ガ
ス
溶
接
技
能

講
習・玉
掛
け
な
ど

★
高
校
生
も
の
づ
く
り
コ
ン
テ
ス
ト
全
国
大
会
電
気
工
事
部
門 

優
勝

　

電
子
科
竹
内
佑
弥
君
が
、実
用
英
語
技
能
検
定
準
一

級
に
合
格
し
ま
し
た
。

　
「
今
度
は
T
O
E
I
C
に
も
挑
戦
し
ま
す
。目
標
点
は

９
０
０
点
以
上
で
す
。小
さ
な
頃
か
ら
得
意
な
英
語
を
さ

ら
に
伸
ば
し
、今
後
も
積
極
的
に
資
格
取
得
に
挑
戦
し

て
い
き
ま
す
。」と
話
す
竹
内
君
は
、空
き
時
間
は
英
語
で

書
か
れ
た
書
籍
を
読
む
な
ど
努
力
を
続
け
て
い
ま
す
。

部
門
に
お
い
て
は
、大
会
初
と
な
る
私
立
工
業

高
等
学
校
の
優
勝
と
な
り
ま
し
た
。

　
「
開
始
直
後
は
緊
張
し
ま
し
た
が
、す
ぐ
に
集

中
す
る
こ
と
が
で
き
、普
段
通
り
の
作
業
が
で

き
ま
し
た
。」と
語
っ
て
く
れ
た
神
成
君
。普
段

は
寡
黙
な
印
象
の
彼
で
す
が
、そ
の
表
情
に
は
、

努
力
が
実
を
結
ん
だ
と
い
う
喜
び
が
あ
ふ
れ
て

い
ま
し
た
。

　

神
成
君
の
活
躍
は
、本
人
の
努
力
は
も
ち
ろ
ん
、

彼
に
技
術
を
継
承
し
て
き
た
先
輩
た
ち
の
努
力

の
結
果
と
も
い
え
ま
す
。ぜ
ひ
、そ
の
経
験
・
技
術

を
後
輩
に
伝
え
て
ほ
し
い
も
の
で
す
。

04

電
気
科
　
神
成 

蓮 

君

　

令
和
元
年
11
月
16
日（
土
）、17
日（
日
）に
兵

庫
県
尼
崎
市
に
て
開
催
さ
れ
た「
第
19
回
高
校

生
も
の
づ
く
り
コ
ン
テ
ス
ト
全
国
大
会
電
気
工

事
部
門
」に
東
海
地
区
代
表
と
し
て
出
場
し
た

電
気
科
神
成
蓮
君
が
、見
事
第
1
位
と
な
り
ま

し
た
。

　

神
成
君
は
、2
年
次
に
初
め
て
電
気
工
事
競

技
会
に
参
加
し
、県
大
会
で
4
位
に
入
賞
。そ
の

経
験
か
ら
、3
年
次
に
は
早
く
よ
り
練
習
を
重

ね
、県
大
会
で
優
勝
。そ
の
後
も
夏
休
み
の
多
く

の
時
間
を
練
習
に
費
や
し
、東
海
大
会
で
は
強

豪
校
相
手
に
自
信
を
も
っ
て
挑
み
、優
勝
を
つ

か
み
ま
し
た
。

　

東
海
地
区
代
表
と
な
り
、全
国
大
会
出
場
を

決
め
た
神
成
君
。全
国
大
会
ま
で
の
短
い
時
間

の
中
で
も
、さ
ら
な
る
練
習
と
工
夫
を
重
ね
全

国
大
会
に
挑
み
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、大
会
本
番
。全
国
大
会
常
連
校
が

ひ
し
め
く
中
で
も
、神
成
君
は
実
に
落
ち
着
い

た
様
子
で
作
品
を
仕
上
げ
、全
国
大
会
で
も
見

事
優
勝
を
果
た
し
ま
し
た
。ま
た
、電
気
工
事

第
11
回
高
校
生
溶
接
競
技
大
会

「
ア
ー
ト
部
門
」特
別
賞（
佳
作
）受
賞

実
用
英
語
技
能
検
定
準
一
級
に
合
格

ジ
ュ
ニ
ア
マ
イ
ス
タ
ー
顕
彰 

〜
ゴ
ー
ル
ド
受
賞
〜

愛
知
産
業
大
学 

工
業
高
等
学
校 

全
日
制
課
程

回
る
時
代
〜
平
成
か
ら
令
和
へ
〜

機
械
科
　
田
中 

聖
也 

君

　

第
11
回
愛
知
県
工
業
高
校
生
溶
接
競
技
大

会「
ア
ー
ト
部
門
」に
て
機
械
科
田
中
聖
也
君
の

作
品
が
見
事
に
入
賞
し
、特
別
賞（
佳
作
）を
受

賞
し
ま
し
た
。

　

競
技
会
で
は
、毎
年
出
題
さ
れ
る
テ
ー
マ
に

沿
っ
た
作
品
を
制
作
し
ま
す
。今
年
度
の
テ
ー
マ

で
あ
る「
時
代
」に
沿
い
、田
中
君
は「
回
る
時
代

〜
平
成
か
ら
令
和
へ
〜
」と
題
し
作
品
を
出
品

し
ま
し
た
。

　

作
品
は
、球
体
の
内
側
が
金
色
に
塗
ら
れ
、内

面
か
ら
の
輝
き
や
過
去
の
栄
華
を
表
現
し
た
ほ

か
、表
面
に
あ
し
ら
わ
れ
た
無
数
の
星
形
で
、未

来
を
表
現
し
て
い
ま
す
。ま
た
、作
品
は
地
球
儀

の
よ
う
に
回
転
さ
せ
ら
れ
る
よ
う
に
工
夫
が
施

さ
れ
、田
中
君
の
ア
イ
デ
ア
が
光
る
作
品
と
な
り

ま
し
た
。

　

入
賞
を
記
念
し
て
、令
和
元
年
10
月
19
日（
土
）

〜
11
月
29
日（
金
）ま
で
、ル
ブ
ラ
王
山（
名
古
屋

市
千
種
区
）1
階
ロ
ビ
ー
に
展
示
さ
れ
ま
し
た
。

高
校
生
も
の
づ
く
り
コ
ン
テ
ス
ト

全
国
大
会
　
電
気
工
事
部
門 

優
勝

▲ 全国大会で完成した作品を前にする神成蓮君と指導教論の吉川英明先生

▲ 全国大会で優勝の賞状を受け取る神成蓮君

▲ 受賞作品を手に取る田中聖也君

▲ 特別賞を受賞した作品

電子科　竹内 佑弥 君電気科　神成 蓮 君
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本
校
で
は
、建
学
の
精
神
に
あ
る「
社
会
に
貢
献
で
き
る
人
材
の
育
成
」を
目

標
に
３
つ
の
学
科
を
設
置
し
て
い
ま
す
。将
来
は
電
気
工
事
士
や
保
守
点
検
作

業
の
分
野
で
活
躍
す
る
電
気
科
。シ
ス
テ
ム
エ
ン
ジ
ニ
ア
や
プ
ロ
グ
ラ
マ
ー
と
し

て
の
技
術
を
学
ぶ
電
子
科
。そ
し
て
、自
動
車
整
備
や
各
種
機
械
製
造
設
計
、開

発
な
ど
の
分
野
を
学
ぶ
機
械
科
が
あ
り
ま
す
。令
和
3
年
度
入
学
生
よ
り
新

コ
ー
ス
制
を
導
入
し
、そ
れ
ぞ
れ
の
特
化
し
た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
で
学
び
ま
す
。

実
社
会
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る

コ
ー
ス
制 

導
入

■求人会社数／１２３５社
■求 人 数／１８２５名
■求 人 倍 率／  6.89倍

トヨタ自動車㈱、㈱豊田自動織機、トヨタ車体㈱、豊田合

成㈱、アイシン・エイ・ダブリュ㈱、アイシン精機㈱、愛三工

業㈱、大同特殊鋼㈱、東海旅客鉄道㈱、三菱自動車工業

㈱、㈱LIXIL、名古屋鉄道㈱、コカ・コーラボトラーズジャ

パン㈱、㈱テックササキ、カリモク家具㈱、リンナイ㈱

■４年制大学／１10名
■短期大学／  １０名
■専門学校／  ８5名

愛知産業大学（３１名）、愛知工科大学（２名）、愛知工業大学（６名）、

愛知東邦大学（３名）、大同大学（９名）、中部大学（５名）、東海学園大

学（４名）、同朋大学（５名）名古屋学院大学（５名）、名古屋経済大学

（１名）、日本福祉大学（４名）、名城大学（１名）、朝日大学（１名）、福井

工業大学（２名）、京都産業大学（１名）

機
械
科

　
「
機
械
」に
関
す
る
基
礎
知
識
を
総
合
的
に

学
び
、そ
の
後
、様
々
な
工
作
機
械
実
習
を
経

験
し
な
が
ら
、自
動
車
や
ロ
ボ
ッ
ト
に
代
表
さ

れ
る
最
新
の
メ
カ
ト
ロ
ニ
ク
ス
技
術
を
学
ぶ
な

ど
最
先
端
の
工
業
技
術
を
習
得
し
ま
す
。

　

2
年
次
よ
り「
機
械
加
工
コ
ー
ス
」・「
ロ
ボ

テ
ィ
ク
ス
コ
ー
ス
」・「
ス
ポ
ー
ツ
ア
ド
バ
ン
ス

コ
ー
ス
」・「
進
学
コ
ー
ス
」に
分
か
れ
学
び
ま
す
。

電
子
科

　
「
電
気
・
電
子
」に
関
す
る
基
礎
的
な
知
識
や

技
術
を
習
得
し
、ラ
ジ
オ
・
テ
レ
ビ
・
通
信
機
器

な
ど
の
デ
ジ
タ
ル
家
電
の
仕
組
み
や
パ
ソ
コ
ン

の
活
用
方
法
を
重
点
的
に
習
得
し
ま
す
。ま

た
、高
度
な
情
報
通
信
社
会
に
あ
っ
て
必
要
と

さ
れ
る
Ｉ
Ｔ
パ
ス
ポ
ー
ト
や
陸
上
特
殊
無
線

技
士
な
ど
、多
様
な
情
報
関
連
の
資
格
取
得

も
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。

　

2
年
次
よ
り「
I
T
デ
ザ
イ
ン
コ
ー
ス
」・

「
進
学
コ
ー
ス
」に
分
か
れ
学
び
ま
す
。

電
気
科

　
「
電
気
・
電
子
」に
関
す
る
基
礎
的
な
知
識
や

技
術
を
習
得
し
、電
気
の
発
生
か
ら
応
用
ま
で

を
幅
広
く
学
習
し
ま
す
。一
般
住
宅
の
屋
内
配

線
用
電
気
工
事
や
発
電
機
、変
圧
器
、さ
ら
に

は
ロ
ボ
ッ
ト
の
制
御
ま
で
学
び
ま
す
。ま
た
、電

気
工
事
士
を
は
じ
め
と
し
た
資
格
取
得
に
力
を

入
れ
て
い
ま
す
。

　

2
年
次
よ
り「
電
気
設
備
コ
ー
ス
」・「
進
学

コ
ー
ス
」に
分
か
れ
学
び
ま
す
。

全
国
大
会
出
場

空
手
道
部

　

令
和
元
年
8
月
9
日（
金
）沖
縄
県
名
護
市

で
行
わ
れ
た
令
和
元
年
度
全
国
高
等
学
校
総

合
体
育
大
会
空
手
道
競
技
男
子
個
人
組
手
に

機
械
科
飯
田
迪
将
君
が
出
場
し
ま
し
た
。

　

県
大
会
、東
海
大
会
を
勝
ち
進
ん
だ
飯
田
君

は
全
国
の
強
豪
相
手
に
善
戦
し
、「
全
国
の
舞

台
に
立
つ
と
い
う
経
験
が
で
き
、よ
か
っ
た
で

す
。」と
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

陸
上
ホ
ッ
ケ
ー
部
　

　

令
和
元
年
7
月
27
日（
土
）に
開
催
さ
れ
た
第

82
回
全
国
高
等
学
校
ホ
ッ
ケ
ー
選
手
権
大
会
に

本
校
陸
上
ホ
ッ
ケ
ー
部
が
出
場
し
ま
し
た
。

　

陸
上
ホ
ッ
ケ
ー
部
部
長
の
機
械
科
長
縄
大

聖
君
は「
全
国
大
会
に
出
場
で
き
た
こ
と
は
、

高
校
三
年
間
の
最
大
の
思
い
出
で
す
。練
習
は

辛
く
、苦
し
い
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
が
、そ
の

努
力
が
全
国
大
会
出
場
と
い
う
形
で
報
わ
れ
、

嬉
し
か
っ
た
で
す
。」と
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

自
転
車
部

　

茨
城
県
つ
く
ば
市
で
行
わ
れ
た
第
74
回
国
民

体
育
大
会
自
転
車
競
技
に
機
械
科
纐
纈
洸
翔

君
が
愛
知
県
代
表
に
選
出
さ
れ
、出
場
し
ま
し

た
。1
k
m
タ
イ
ム
ト
ラ
イ
ア
ル
と
チ
ー
ム
ス
プ

リ
ン
ト
の
2
種
目
に
出
場
し
、1
k
m
タ
イ
ム

ト
ラ
イ
ア
ル
で
は
見
事
6
位
入
賞
を
果
た
し
ま

し
た
。

ス
キ
ー

　

機
械
科
林
田
直
樹
君
が
前
年
度
に
引
き
続

き
は
第
69
回
全
国
高
等
学
校
ス
キ
ー
大
会
に

出
場
を
果
た
し
ま
し
た
。ま
た
、林
田
君
は
国
民

体
育
大
会
に
も
愛
知
県
代
表
と
し
て
出
場
し

ま
し
た
。

　

さ
ら
に
次
の
部
活
動
に
お
い
て
も
全
国
大
会
出

場
予
定
で
し
た
が
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
拡
大
予
防
の
た
め
大
会
中
止
と
な
り
ま
し
た
。

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部

全
国
私
立
高
等
学
校
男
女
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
選
手
権
大
会

空
手
道
部 

第
39
回
全
国
高
等
学
校
空
手
道
選
抜
大
会　

団
体
組
手
・
個
人
組
手（
機
械
科
斉
藤
圭
吾
君
）

自
転
車
部

令
和
元
年
度
全
国
高
等
学
校
選
抜
自
転
車
競
技
大
会

1
k
m
タ
イ
ム
ト
ラ
イ
ア
ル
・
イ
ン
デ
ィ
ビ
デ
ュ

ア
ル
ロ
ー
ド
レ
ー
ス（
機
械
科
纐
纈
洸
翔
君
）

ス
プ
リ
ン
ト（
機
械
科
久
野
浩
大
君
）

▲ 全国大会に出場した陸上ホッケー部メンバー

▲ 自転車部の
　 纐纈洸翔君（左）と久野浩大君（右）

▲ バレーボール部、全国を目指す部員たち

▲ 全国大会に出場した飯田君（左）と空手道部員

主な
大学等合格状況

主な
企業内定状況
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名
古
屋
中
公
共
職
業
安
定
所

（
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
）主
催

　

学
校
紹
介
に
よ
る
就
職
希
望
者
は
、校
内
で

の
指
導
と
共
に
7
月
に
名
古
屋
中
公
共
職
業

安
定
所（
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
）主
催
の
ジ
ョ
ブ
キ
ャ
ン

バ
ス
エ
ク
ス
テ
ン
シ
ョ
ン
に
お
い
て
就
職
支
援
ナ

ビ
ゲ
ー
タ
ー
か
ら
高
校
生
の
就
職
の
し
く
み
や

就
職
に
対
す
る
心
構
え
、求
人
票
の
見
方
と
企

業
選
択
の
仕
方
な
ど
の
指
導
を
受
け
て
い
ま

す
。ま
た
模
擬
面
接
な
ど
の
指
導
も
あ
り
、学

校
紹
介
就
職
内
定
率
は
1
0
0
％
に
結
び
つ
い

て
い
ま
す
。 

多
く
の
生
徒
、保
護
者
が
参
加

　

単
位
制
で
は
、進
路
選
択
の
た
め
に
先
生
方

が
し
っ
か
り
サ
ポ
ー
ト
を
し
て
い
ま
す
。毎
年
、

進
学
説
明
会
と
就
職
説
明
会
を
開
催
し
、多
く

の
生
徒
、保
護
者
が
参
加
し
て
い
ま
す
。

  

ま
た
、希
望
の
大
学
や
専
門
学
校
へ
の
進
学
、

会
社
へ
の
就
職
を
決
め
て
い
ま
す
。

▲ フォークリフト運転技能講習

愛
知
産
業
大
学 

工
業
高
等
学
校 

通
信
制
課
程 

単
位
制

主な資格取得

◆実用英語技能検定2級合格
◆日本語検定3級合格
◆フォークリフト運転技能講習修了
◆小型移動式クレーン運転技能特別教育修了
◆ガス溶接技能講習修了
◆ボイラー取扱技能講習修了
◆乙種第4類危険物取扱者免状取得
◆丙種危険物取扱者免状取得

ジ
ョ
ブ
・
キ
ャ
ン
バ
ス
・

エ
ク
ス
テ
ン
シ
ョ
ン

進
路
ガ
イ
ダ
ン
ス

　

ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を
は
か
る
た
め
、進
学
、就
職

に
関
係
す
る
資
格
取
得
の
奨
励
を
し
て
い
ま

す
。合
格
し
た
と
き
の
自
信
は
、さ
ら
に
成
長
し

て
い
く
こ
と
に
繋
が
り
ま
す
。

資
格
試
験
の
推
奨

自
由
度
の
高
い
学
習
ス
タ
イ
ル
が

全
日
制
よ
り
も
自
分
に
合
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す

　

全
日
制
の
高
校
に
半
年
通
っ
た
も
の
の
、ど
う

し
て
も
馴
染
む
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。そ

ん
な
と
き
友
人
の
兄
弟
が
こ
の
学
校
の
卒
業
生

だ
と
聞
き
、情
報
を
収
集
。ア
ク
セ
ス
が
良
く
、通

い
や
す
い
と
感
じ
た
の
が
決
め
手
で
し
た
。実
際

に
通
っ
て
み
る
と
通
信
制
と
は
い
え
、学
校
に
行

く
機
会
が
多
い
こ
と
、自
由
度
が
高
く
、全
日
制

よ
り
も
自
分
に
合
っ
て
い
る
と
思
う
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。先
生
も
履
修
の
相
談
や
将
来
の
進

路
の
こ
と
な
ど
、親
身
に
な
っ
て
話
を
聞
い
て
く

れ
る
の
で
安
心
で
す
。精
神
的
に
と
て
も
伸
び
伸

び
と
勉
強
で
き
、受
け
身
で
は
な
く
、積
極
性
も

身
に
付
い
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。今
後
は
大
学
受

験
に
挑
戦
し
、心
理
学
や
教
育
学
を
学
び
、小
学

校
の
先
生
を
目
指
し
た
い
で
す
。

昔
よ
り
も
話
し
、笑
え
る
よ
う
に
な
っ
た

プ
ラ
ス
思
考
に
な
っ
た
の
も
大
き
な
成
長
で
す

　

1
年
生
の
10
月
ま
で
全
日
制
に
通
い
、そ
の

後
、通
信
制
に
転
入
。通
信
制
で
あ
っ
て
も
校
舎

が
あ
る
こ
と
、ア
ク
セ
ス
が
良
い
こ
と
な
ど
、総

合
的
に
見
て
決
め
ま
し
た
。実
際
に
通
っ
て
み

る
と
先
生
が
と
に
か
く
優
し
い
！
フ
レ
ン
ド

リ
ー
で
話
し
や
す
い
先
生
ば
か
り
で
す
。授
業

も
全
日
制
と
ほ
と
ん
ど
変
わ
ら
ず
、レ
ポ
ー
ト

に
沿
っ
て
授
業
を
展
開
し
て
く
れ
る
の
で
、勉
強

で
苦
労
す
る
こ
と
は
な
い
と
思
い
ま
す
。私
自

身
、通
い
始
め
て
昔
よ
り
も
話
せ
る
よ
う
に

な
っ
た
し
、笑
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。何
よ

り
プ
ラ
ス
思
考
で
物
事
を
捉
え
ら
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
の
は
、大
き
な
成
長
。卒
業
後
は
専
門
学

校
に
通
い
、造
形
デ
ザ
イ
ン
を
学
び
、も
の
づ
く

り
の
仕
事
に
就
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

生
徒
の
声

随
時
、個
別
に
入
学
相
談
を
実
施

　

入
学
希
望
者
に
は
随
時
、個
別
に
入
学
相
談

を
行
っ
て
い
ま
す
。ま
た
、年
間
11
回
土
曜
日
の

午
前
に
学
校
説
明
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

学
校
説
明
会
で
は
学
校
の
概
要
、コ
ー
ス
説

明
、進
路
状
況
な
ど
を
説
明
し
ま
す
。

学
校
説
明
会

▲ 模擬面接

▲ 就職説明会

単位制課程は、自分にあったコースを選択できます。

  コース紹介

午前コース

週1～5日午前に登校し
て年間25単位程度履修
するコース。

午後コース 

週1～5日午後に登校し
て年間25単位程度履修
するコース。

日曜コース

年間18日のスクーリン
グ日に登校して受講する
コース。

 ASU Technical High School Correspondence Course
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 A S U  M i k a w a  H i g h  S c h o o l  

　

希
望
者
の
み
の
参
加
と
い
う
こ
と
で
、研
修

に
対
す
る
意
慾
や
目
的
意
識
の
高
い
生
徒
が
集

ま
り
ま
し
た
。最
初
こ
そ
緊
張
し
て
い
て
な
か

な
か
話
せ
な
か
っ
た
も
の
の
、瞬
く
間
に
ホ
ス

ト
・
フ
ァ
ミ
リ
ー
と
打
ち
解
け
、積
極
的
に
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
っ
て
交
流
を
深
め
て
い

ま
し
た
。最
終
日
に
は
本
当
の
家
族
の
よ
う
に

接
し
て
く
だ
さ
っ
た
ホ
ス
ト
・
フ
ァ
ミ
リ
ー
と
別

れ
を
惜
し
む
姿
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

　

研
修
か
ら
得
た
も
の
は
英
語
だ
け
で
は
な

く
、様
々
な
経
験
を
通
し
て
多
く
の
学
び
や
気

づ
き
が
あ
り
ま
し
た
。学
校
生
活
の
違
い
は
も

ち
ろ
ん
、ホ
ス
ト
・
フ
ァ
ミ
リ
ー
と
過
ご
す
中
で

生
活
の
違
い
に
気
づ
か
さ
れ
た
り
、オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
の
歴
史
を
学
ん
だ
り
、雄
大
な
自
然
に
触

れ
た
り
し
ま
し
た
。短
期
間
で
し
た
が
、多
く
の

生
徒
と
仲
良
く
な
り
連
絡
先
を
交
換
し
て
、帰

国
後
も
交
流
を
続
け
て
い
ま
す
。

海
外
研
修

　

本
校
で
は
、姉
妹
校
で
あ
る
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
の
ニ
ュ
ー
サ
ウ
ス
ウ
ェ
ー
ル
ズ
州
の
ア
ラ
ダ

ラ
・ハ
イ
ス
ク
ー
ル
で
の
研
修
を
実
施
し
て
い
ま

す
。２
０
１
９
年
度
は
希
望
者
９
名
が
研
修
に

参
加
し
、と
て
も
充
実
し
た
時
間
を
過
ご
し
ま

し
た
。11
月
４
日
か
ら
の
10
日
間
、留
学
先
の
生

徒
宅
に
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
、英

語
力
を
磨
き
つ
つ
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
学
校
生

活
を
体
験
し
ま
し
た
。ま
た
最
終
日
に
は
、シ
ド

ニ
ー
の
街
や
ウ
ー
ロ
ン
ゴ
ン
大
学
の
キ
ャ
ン
パ
ス

見
学
を
し
ま
し
た
。

徒
・
教
員
が
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
と
な
り
、約
一

週
間
受
け
入
れ
し
ま
し
た
。学
校
で
は
一
貫
生
に

よ
る
歓
迎
会
や
体
育
・
英
語
・
美
術
の
授
業
な

ど
を
共
に
し
て
有
意
義
な
時
間
を
過
ご
し
ま
し

た
。ま
た
、オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
生
徒
達
は
初
め

て
の
書
道
体
験
を
す
る
な
ど
、日
本
文
化
と
接

す
る
こ
と
が
で
き
た
よ
う
で
す
。お
別
れ
会
の
場

で
は
、ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
と
の
短
い
生
活
が
思

い
出
深
い
も
の
で
あ
っ
た
よ
う
で
、ホ
ス
ト
と
ハ

グ
を
し
、涙
で
別
れ
を
惜
し
ん
で
い
ま
し
た
。

一
貫
コ
ー
ス
の
取
り
組
み

普
通
科
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ア
ラ
ダ
ラ
高
校
来
校

　

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
ア
ラ
ダ
ラ
高
校
生
徒
教

員
十
五
名
が
来
校
し
ま
し
た
。同
高
校
は
中
高

一
貫
校
で
、過
去
二
十
年
間
、旧
三
河
中
学
校
の

生
徒
が
毎
年
語
学
研
修
の
受
け
入
れ
を
し
て
頂

い
て
い
た
学
校
で
す
。今
回
六
年
ぶ
り
に
本
校
生

▲ ホスト・スチューデントと授業に参加しました

▲ アラダラ高校での最終日、修了証書をいただきました

▲ 本校生徒との交流会

▲ 本校での書道体験

愛
知
産
業
大
学 

三
河
高
等
学
校 

全
日
制
課
程

一貫
生
に
よ
る

「
M
O
T
T
A
I
N
A
I
」プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　

体
育
祭
で
使
用
し
た
古
着
を
、ゴ
ミ
に
し
て
し

ま
う
の
は
も
っ
た
い
な
い
、何
か
に
役
立
て
る
こ

と
は
で
き
な
い
か
と
生
徒
達
が
考
え
、選
ん
だ
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
貧
困
地
域
へ
の
寄
付
で
し
た
。そ

の
活
動
を
中
学
生
の
時
に
経
験
し
、成
長
し
た

現
高
２
、高
３
生
が「
私
た
ち
も
先
輩
と
同
じ
よ

う
な
活
動
が
し
た
い
！
」と
い
う
声
が
上
が
り
、古

着
だ
け
で
な
く
、普
段
使
っ
て
い
な
い
日
用
品
も

含
め
て
回
収
し
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
に
寄
贈
す

る
取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス

拡
大
の
影
響
で
回
収
が
滞
っ
て
い
ま
す
が
、学
校

が
再
開
し
た
ら
、み
ん
な
の
力
で
成
功
さ
せ
ま
す
。

実
用
英
語
技
能
検
定
準一級 

合
格

一
貫
コ
ー
ス
5
年
　
藤
原 

由
羽 

さ
ん

　

準
一
級
は
大
学
共
通
テ
ス
ト
や
二
次
試
験
を
考
え
た
と
き
、

五
年
生
冬
ま
で
に
は
合
格
し
た
い
と
計
画
し
て
い
ま
し
た
。

長
文
読
解
・
文
法
に
つ
い
て
は
早
く
か
ら
準
備
で
き
て
い
ま

し
た
が
、単
語
を
覚
え
る
の
に
時
間
が
か
か
り
ま
し
た
。先

生
方
の
心
の
支
え
も
あ
り
初
回
の
試
験
で
合
格
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　

実
際
英
検
準
一
級
は
C
E
F
R

セ
フ
ァ
ー
ル
の
指
標
で
は
B
１
・

B
２
の「
自
立
し
た
言
語
使
用

者
」に
分
類
さ
れ
て
い
ま
す
。こ
れ

は
日
常
の
生
活
な
ど
で
普
段
出

会
う
よ
う
な
身
近
な
話
題
に
つ
い

て
理
解
で
き
、た
い
て
い
の
事
態
に

対
処
す
る
こ
と
が
で
き
る
。ま
た
、

身
近
な
話
題
に
つ
い
て
、筋
の
通
っ

た
簡
単
な
文
章
を
作
る
こ
と
が
で

き
る
能
力
が
あ
る
こ
と
を
表
し
て

い
ま
す
。つ
ま
り
、海
外
の
大
学
に

留
学
し
て
も
十
分
に
通
用
す
る
レ

ベ
ル
で
あ
る
と
言
え
ま
す
。今
後

の
活
躍
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

●
先
生
の
声
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の
林
先
生
は
私
た
ち
の
た
め
に
補
習
や
資
料

作
成
や
問
題
用
紙
を
作
っ
て
く
れ
て
、自
分

か
ら
私
た
ち
の
た
め
に
働
く
先
生
の
姿
を
見

て
、私
も
こ
れ
ま
で
以
上
に
先
生
の
期
待
に

応
え
な
い
と
い
け
な
い
と
思
い
補
習
を
よ
り

一
層
真
面
目
に
受
け
て
い
き
ま
し
た
。し
か
し

そ
れ
だ
け
で
は
期
待
に
応
え
て
い
な
い
と
思

い
、学
校
に
行
く
時
の
電
車
や
帰
り
の
電
車

な
ど
で
は
音
楽
な
ど
を
聴
い
て
勉
強
し
、少

し
で
も
勉
強
へ
の
意
識
を
高
め
て
い
き
ま
し

た
。分
か
ら
な
い
時
は
担
任
の
作
っ
て
く
れ
た

資
料
な
ど
を
見
て
い
き
理
解
を
深
め
て
い
き

ま
し
た
。そ
の
結
果
Ｉ
Ｔ
パ
ス
ポ
ー
ト
に
合

格
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　

そ
れ
か
ら
は
自
ら
挑
戦
す
る
こ
と
の
大
切

さ
を
知
り
、最
近
で
は
日
商
簿
記
や
情
報
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
な
ど
の
試
験
勉

強
を
自
ら
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。ク
ラ
ス
の

中
で
も
、互
い
に
教
え
合
い
な
が
ら
力
を
高

め
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
た
め
選
抜
ク
ラ
ス

に
入
っ
て
良
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

３
年
生
に
な
り
、高
校
３
年
間
の
中
で
進

路
に
向
け
て
一
番
忙
し
い
時
期
と
な
り
ま
し

た
。で
す
が
、有
効
に
時
間
を
活
用
し
て
高
校

卒
業
ま
で
の
こ
の
1
年
間
で
、今
の
私
よ
り

も
さ
ら
に
成
長
し
て
い
き
た
い
と
い
う
思
い

で
高
校
生
活
を
送
り
た
い
で
す
。将
来
、卒
業

生
と
し
て
相
応
し
い
人
に
な
る
た
め
に
日
々

の
学
習
を
頑
張
っ
て
い
き
、高
校
で
学
ん
だ

こ
と
を
将
来
、大
学
や
職
場
で
フ
ル
に
活
か

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

し
た
。ひ
た
む
き
な
努
力
の
積
み
重
ね
に
よ
り
、

確
実
に
成
果
に
結
び
つ
け
る
こ
と
が
で
き
た
経

験
は
、努
力
は
決
し
て
裏
切
ら
な
い
と
い
う
こ

と
を
学
ぶ
切
っ
掛
け
に
な
っ
た
も
の
と
思
い
ま

す
。今
後
も
、資
格
取
得
の
指
導
の
中
で
、生
徒

の
成
長
に
つ
な
が
る
取
り
組
み
を
継
続
し
て
い

き
ま
す
。

　

１
年
生
の
２
学
期
に
来
年
度
の
ク
ラ
ス
編

制
を
す
る
た
め
に
、情
報
処
理
科
の
選
抜
ク

ラ
ス
に
つ
い
て
の
説
明
会
が
あ
り
ま
し
た
。説

明
会
で
の
話
を
聞
い
て
、当
初
私
は
一
般
ク
ラ

ス
に
入
ろ
う
と
考
え
て
い
ま
し
た
。し
か
し

先
生
方
に
誘
わ
れ
て
正
直
不
安
も
あ
り
ま
し

た
が
、頑
張
っ
て
い
こ
う
と
思
い
選
抜
ク
ラ
ス

に
入
り
ま
し
た
。

　

選
抜
ク
ラ
ス
で
は
補
習
が
あ
り
、一
般
ク
ラ

ス
が
帰
る
時
間
帯
に
補
習
が
始
ま
り
Ｉ
Ｔ
パ

ス
ポ
ー
ト
の
勉
強
を
し
て
い
ま
し
た
。担
任

校
で
30
名
を
超
え
る
生
徒
が
合
格
で
き
た
の
は

本
校
の
み
で
あ
り
、電
気
系
国
家
資
格
の
中
で

も
難
易
度
の
高
い
試
験
の
一
つ
で
す
。受
験
し
た

生
徒
は
、一
次
試
験
と
な
る
筆
記
試
験
、二
次
試

験
と
な
る
技
能
試
験
の
そ
れ
ぞ
れ
に
合
格
す
る

た
め
、毎
日
、授
業
後
に
行
わ
れ
る
補
習
授
業
に

積
極
的
に
取
り
組
み
、合
格
を
勝
ち
取
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。合
格
者
の
中
に
は
、５
名
の
１

年
生
が
含
ま
れ
て
お
り
、第
二
種
電
気
工
事
士

の
上
期
試
験
に
合
格
後
、休
む
こ
と
な
く
、新

た
な
目
標
を
定
め
、１
年
生
で
あ
り
な
が
ら
、電

気
技
術
者
と
し
て
必
要
な
知
識
、技
術
の
基
礎

を
習
得
し
、難
易
度
の
高
い
資
格
試
験
に
合
格

す
る
と
い
う
成
功
体
験
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま

第一種
電
気
工
事
士
試
験

　

令
和
元
年
度
第
一
種
電
気
工
事
士
試
験
に
本

校
電
気
科
生
徒
35
名
が
合
格
し
ま
し
た
。第
一

種
電
気
工
事
士
は
、ビ
ル
や
工
場
な
ど
の
大
規

模
な
電
気
設
備
の
工
事
を
行
う
た
め
に
必
要
な

国
家
資
格
で
す
。高
校
在
学
中
に
合
格
し
た
生

徒
は
、卒
業
後
、５
年
以
上
の
実
務
経
験
を
経

て
、免
状
申
請
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、資
格
を

得
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。愛
知
県
内
の
高
等
学

電
気
科

情
報
処
理
科

▲ ３年生合格者１３名

▲ 男子団体で優勝したアーチェリー部

▲ １・２年生合格者２２名（前列左から５名が１年生、他２年生）

長
年
の
実
績
に
よ
り
、

多
く
の
企
業
の
信
頼
を
得
て
い
ま
す
。

就
職
指
導
主
任
　
永
井 

秀
樹

　

入
学
時
よ
り
３
年
後
の
進
路
を
見
据
え
、各

種
検
定
取
得
・
国
家
試
験
合
格
を
目
指
し
学
習

を
重
ね
て
い
ま
す
。ま
た
、建
学
の
精
神
に
あ
る

「
豊
か
な
知
性
と
誠
実
な
心
を
持
ち 

社
会
に
貢

献
で
き
る
人
材
の
育
成
」を
目
標
に
、即
戦
力

と
し
て
活
躍
で
き
る
人
材
育
成
を
目
指
し
ま

す
。就
職
講
演
会
、面
接
指
導
、職
業
体
験
な
ど

の
実
施
に
よ
り
将
来
へ
の
意
識
を
高
め
て
い
き

ま
す
。

　

ま
た
、公
務
員
を
希
望
す
る
生
徒
に
対
し
て

は
、実
績
を
持
つ
教
員
の
指
導
の
も
と
好
調
で

あ
り
ま
す
。こ
う
し
た
長
年
の
積
み
重
ね
に
よ

り
、多
く
の
優
良
企
業
か
ら
大
き
な
信
頼
を
得

て
お
り
ま
す
。就
職
指
導
室
は
、こ
れ
か
ら
も
生

徒
の
皆
さ
ん
を
き
め
細
か
く
サ
ポ
ー
ト
し
て
ま

い
り
ま
す
。

　

人
が
生
き
て
い
く
上
で
欠
か
せ
な
い
医
療
、そ

し
て
そ
れ
を
中
心
で
支
え
る
医
者
に
な
り
た
い

と
思
っ
た
の
は
高
２
の
頃
で
し
た
。昨
今
の
コ
ロ

ナ
禍
で
更
に
、医
学
部
に
入
っ
た
も
の
と
し
て

多
く
の
こ
と
を
学
び
、こ
れ
か
ら
の
医
療
の
発

展
に
寄
与
で
き
る
よ
う
に
頑
張
り
た
い
と
い
う

気
持
ち
が
強
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

医
者
に
な
る
こ
と
を
決
め
、高
校
で
は
、三
年

間
つ
き
っ
き
り
だ
っ
た
先
生
方
が
、私
の
性
格
を

踏
ま
え
、常
に
ア
ド
バ
イ
ス
を
く
れ
ま
し
た
。部

活
な
ど
に
は
所
属
し
て
お
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

勉
強
の
こ
と
だ
け
で
な
く
多
く
の
こ
と
を
学
べ

た
有
意
義
な
三
年
間
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。そ
し

て
、そ
の
学
ん
だ
こ
と
が
受
験
で
の
面
接
や
大

学
で
の
勉
強
に
と
て
も
役
立
っ
て
い
る
と
感
じ

て
い
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、た
く
さ
ん
悩
み
後
悔

し
、決
断
を
下
し
て
、そ
の
道
を
突
き
進
む
こ
と

が
大
事
だ
と
思
い
ま
す
。そ
の
と
き
に
、信
頼
で

き
る
仲
間
と
支
え
て
く
れ
る
人
が
い
る
と
よ
り

ス
ム
ー
ズ
に
実
現
で
き
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。母
校
を
は
じ
め
と
す
る
多
く
の
人
々
が
自

分
の
決
め
た
進
路
に
進
め
る
こ
と
を
心
か
ら

祈
っ
て
お
り
ま
す
。

　

そ
の
他
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
に
は
、少
林
寺
拳
法

部
、ボ
ク
シ
ン
グ
部
、水
泳
部
が
出
場
を
果
た
し

ま
し
た
。ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部
は
ハ
イ
ス
ク
ー
ル

ジ
ャ
パ
ン
カ
ッ
プ
に
出
場
を
す
る
な
ど
活
躍
の

場
を
広
げ
て
い
ま
す
。

　

放
送
部
は
第
43
回
全
国
高
等
学
校
総
合
文

化
祭
佐
賀
大
会
に
出
品
し
、文
化
連
盟
賞
を
受

賞
い
た
し
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症
の

影
響
で
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
な
ど
夏
ま
で
の
全
国
大
会

や
地
方
大
会
が
軒
並
み
中
止
と
な
り
３
年
生
の

活
躍
の
場
が
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。ど
の

部
の
選
手
も
落
胆
の
色
は
隠
せ
ら
れ
な
い
状
態

で
す
。し
か
し
、今
ま
で
積
み
上
げ
て
き
た
も
の

は
こ
の
先
の
人
生
で
必
ず
生
か
さ
れ
て
き
ま
す
。

今
後
の
社
会
で
の
活
躍
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

運
動
部
20
部
、文
化
部
９
部
が

活
動
し
て
お
り
ま
す
。

　

令
和
元
年
度
、運
動
部
で
は
ア
ー
チ
ェ
リ
ー

部
が
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
男
子
団
体
で
優
勝
、男
子

個
人
で
は
卒
業
し
た
戸
松
大
輔
を
継
ぐ
形
で

髙
井
将
平
が
優
勝
し
、４
年
連
続
で
男
子
個
人

優
勝
と
な
り
ま
し
た
。女
子
団
体
で
も
決
勝

ト
ー
ナ
メ
ン
ト
に
出
場
す
る
な
ど
大
活
躍
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。

部
活
動

進
　
学

就
職
指
導
室

情報処理科３年
林 拓哉 くん

鹿児島大学医学部へ
進学した 伊佐次くん

8年連続で就職率

達成！
100%
就職実績

部活動一覧

文化部（計９部）

学習部、放送部、商業部、ロボット部、音楽部、美術部、地域交
流活動部、書道部、囲碁将棋部

運動部（計２０部）

アーチェリー部、ボクシング部、女子バレーボール部、卓球
部、水泳部、陸上競技部、硬式野球部、剣道部、柔道部、弓道
部、男子バレーボール部、男子ソフトボール部、サッカー部、
ゴルフ部、ハンドボール部、ソフトテニス部、男子バスケット
ボール部、少林寺拳法部、バドミントン部、女子バスケット
ボール部

主な内定企業
トヨタ自動車(株)、林テレンプ(株)、(株)トヨトミ、アイシンＡＷ
(株)、(株)豊田自動織機、トヨタ車体(株)、(株)タチエス、(株)
アドヴィックス、豊生ブレーキ工業(株)、アイシン機工(株)、
アイシン辰栄(株)、アイシン高丘、(株)東海理化、フタバ産
業(株)、(財)中部電気保安協会、マルヤス工業(株)、(株)アン
デン、(株)三五、新東工業(株)、(株)中村精機、豊臣機工
(株)、(株)トーエネック、アイコー(株)、日本郵便(株)、豊田鉄
工(株)、スタンレー電気(株)、(株)エディオン、栄屋乳業(株)、
NJT銅管(株)、敷島製パン(株)、大王製紙(株)、エィ・ダブ
リュ・サービス、日本車輌製造(株)、中央精機(株)、山崎製パ
ン(株)、東京地下鉄(株)
　　 公務員
愛知県職員（電気）、愛知県警察官、刑務官、名古屋市交通
局、自衛官一般曹候補生、自衛官候補生
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ノ
ー
ス
ア
ジ
ア
大
学
で
は
、平
成
二
十
年
度
か
ら
大
学
主
催
の
文
学
賞
に

毎
年
、幅
広
い
年
代
の
人
か
ら
多
数
の
作
品
の
応
募
が
あ
り
ま
す
。昨
年
度

は
、五
百
五
十
五
作
品
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。

　

関
さ
ん
は
高
校
生
の
部
門（
エ
ッ
セ
イ
）に
応
募
を
し
、そ
の
作
品
で
あ
る

『
赤
リ
ッ
プ
を
塗
っ
て
町
に
で
る
』が
、「
文
学
賞
」受
賞
と
い
う
栄
誉
に
浴
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。彼
女
は
こ
の
作
品
を
二
か
月
間
か
け
、「
私
の
過
去
・

現
在
・
未
来
」を
テ
ー
マ
に
ペ
ン
を
執
り
ま
し
た
。内
容
を
色
に
喩
え
て
み
る

と
、「
過
去
」＝「
黒
」・「
現
在
」＝「
グ
レ
ー
」・「
未
来
」＝「
透
明
」と
い
う
色
で

表
現
さ
れ
て
い
ま
す
。さ
ら
に
、彼
女
に
と
っ
て
こ
の
作
品
は
、「
処
女
作
」に

な
る
と
の
こ
と
。初
め
て
書
い
た
作
品
が
認
め
ら
れ
、感
無
量
だ
っ
た
よ
う
で

す
。彼
女
の
作
品
は
、荒
削
り
で
は
あ
る
も
の
の
感
受
性
豊
か
な
表
現
力
が

あ
り
、と
て
も
魅
力
的
で
あ
る
と
評
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

彼
女
は
日
常
生
活
の
中
で
、実
は
自
分
の
様
々
な
気
持
ち（
喜
・
怒
・
哀
・

楽
）を
他
人
に
伝
え
る
こ
と
が
苦
手
で
、自
分
の
中
で
気
持
ち
を
整
理
・
消
化

が
で
き
な
い
こ
と
が
多
か
っ
た
こ
と
か
ら
、気
持
ち
を
言
葉
に
し
て
紙
面
に
記

す
よ
う
に
な
っ
た
そ
う
で
す
。自
ら
の
気
持
ち
を
文
章
表
現
し
、他
者
の
目
に

触
れ
読
ま
れ
る
こ
と
で
、「
自
分
が
救
わ
れ
る
」と
思
っ
た
こ
と
が
今
回
の
応

募
の
動
機
で
し
た
。

　

彼
女
は
、こ
の
作
品
が
高
く
評
価
さ
れ
た
こ
と
を
励
み
に
し
て
、こ
れ
か
ら

も
好
き
な
時
に
、創
作
活
動
を
続
け
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
と
の
こ
と
。

こ
れ
か
ら
も
、気
に
入
っ
た
作
品
が
で
き
れ
ば
、ま
た
、応
募
し
て
み
た
い
と
い

う
気
持
ち
が
あ
り
頼
も
し
い
限
り
で
す
。

を
あ
げ
た
り
、コ
ア
ラ

と
ふ
れ
あ
っ
た
り
、体

長
３
メ
ー
ト
ル
の
蛇

を
首
に
巻
い
た
り
し

た
こ
と
。

●「
ベ
ジ
マ
イ
ト
」を
パ
ン
に
塗
っ
て
食
べ
た
こ
と
。

※「
ベ
ジ
マ
イ
ト
」と
は
、見
た
目
は
チ
ョ
コ
レ
ー

ト
、味
は
苦
く
、野
菜
を
凝
縮
し
た
よ
う
な
感

じ
で
、「
納
豆
」に
近
い
発
酵
食
品
。

●「
語
学
研
修
」で
、日
本
人
だ
け
で
受
講
す
る

場
合
と
バ
デ
ィ
ー
と
一
緒
に
受
講
す
る
場
合
が

あ
り
、有
意
義
に
過
ご
す
こ
と
が
で
き
た
。そ
の

結
果
、英
語
力
に
関
し
て
は
、少
し
ず
つ「
聞
く

力
」が
つ
い
て
き
て
、「
話
す
力
」も
少
数
の
単
語

を
駆
使
し
て
、理
解
し
て
も
ら
う
こ
と
が
で
き

た
こ
と
。

●
現
地
で
は
、家
族
や
友
人
が
い
な
い
た
め「
自

立
」す
る
社
会
人
と
し
て
の
心
構
え
が
で
き
た

こ
と
。

　

帰
国
後
も
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
先
の
家
族
や
現
地

で
知
り
合
っ
た
友
人
た
ち
と
メ
ー
ル
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ

で
交
流
し
て
い
る
生
徒
。ま
た
、イ
ン
ド
レ
ス
ト

ラ
ン
で
の
ア
ル
バ
イ
ト
を
通
し
て
、ヒ
ン
デ
ィ
ー

語
を
学
ん
で
い
る
生
徒
も
い
ま
す
。

　

参
加
し
た
生
徒
た
ち
は
、「
留
学
プ
ロ
グ
ラ

ム
」に
参
加
し
た
こ
と
で
、「
日
本
」と
い
う
狭
い

領
域
で
は
な
く
、「
世
界
」と
い
う
広
い
領
域
で

物
事
が
と
ら
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、そ
れ
ぞ

れ
の「
大
き
な
心
の
糧
」と
な
っ
た
よ
う
で
す
。

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
語
学
研
修

　

全
日
制
と
合
同
で「
短
期
留
学
」を
実
施
し

て
い
ま
す
。

　

昨
年
度
は
、11
月
４
日
〜
13
日
に
実
施
し
ま

し
た
。本
校
か
ら
国
際
交
流
に
興
味
が
あ
る
生

徒
５
名
が
参
加
し
ま
し
た
。オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

の
人
々
と
の
交
流
や
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
通
し
て
、

英
語
を
楽
し
く
学
び
、異
文
化
に
触
れ
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　

以
下
は
参
加
生
徒
の
感
想
の
一
部
で
す
。

●「
バ
ー
ド
ラ
ン
ド
」（
動
物
園
）で
、ウ
ォ
ン
バ
ッ

ト
の
赤
ち
ゃ
ん
を
抱
い
た
り
、カ
ン
ガ
ル
ー
に
餌

「
進
取
」を

合
い
言
葉
に
！
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教
育
体
制
の
充
実・新
し
い
試
み

　

新
し
い
時
代
に
な
り
生
徒
や
保
護
者
、社
会

の
ニ
ー
ズ
も
変
化
し
て
い
ま
す
。本
校
で
は
そ
れ

に
あ
わ
せ
て
教
育
体
制
の
見
直
し
や
、新
し
い

試
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

●
わ
か
り
や
す
い
授
業

映
像
メ
デ
ィ
ア
を
活
用
し
て
動
画
や
画
像
を
駆
使

し
、生
徒
が
理
解
で
き
る
よ
う
工
夫
し
て
い
ま
す
。

●
保
護
者
と
の
協
力
体
制

定
期
的
に
三
者
懇
談
会
を
実
施
し
、学
校
・
生
徒
・

保
護
者
の
信
頼
関
係
構
築
に
努
め
て
い
ま
す
。

●
進
路
指
導

生
徒
個
々
の
希
望
や
適
性
を
考
慮
し
、担
任

や
担
当
教
員
と
の
懇
談
を
通
じ
生
徒
に
合
っ

た
進
路
指
導
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

●
総
合
的
な
探
究
の
時
間（
総
合
的
な
学
習
の
時
間
）

現
在
20
以
上
の
講
座
が
あ
り
、年
々
新
し
い
講

座
を
取
り
入
れ
、本
校
の
特
色
の
一
つ
と
な
っ

て
い
ま
す
。昨
年
度
か
ら
新
た
に「
自
衛
隊
」と

「
動
物
」の
２
講
座
が
開
講
さ
れ
、好
評
を
得

ま
し
た
。

留
学
プ
ロ
グ
ラ
ム

祝 

ノ
ー
ス
ア
ジ
ア
大
学（
秋
田
県
）

文
学
賞 

受
賞

▲ ウロンゴン ライトハウスにて

愛
知
産
業
大
学 

三
河
高
等
学
校 

通
信
制
課
程 

単
位
制

▲ トリミング体験 ▲ 装甲車の試乗

関 侑里乃 さん

●学校斡旋 28名
●求人社数 172社／求人数 232人
（昨年度 ●学校斡旋 28名 ●求人社数 158社／求人数 215人）

(株)浅賀井製作所、イフジ産業(株)、(株)ヴィテックプロダクト、
(株)うめの郷、エヌティーテクノ(株)、刈谷紙器(株)、(株)サンワ、
三和機工(株)、宍戸化成(株)、新東Ｖセラックス(株)、シロキ工業
(株)、西濃運輸(株)、東海紙器(株)、豊橋鉄道(株)、(株)竹代、(株)
機製作所、日進工業(株)、日本特殊合金(株)、日本通運(株)、平成
工業(株)、碧海工機(株)、丸藤精工(株)、ミワテック(株)、(株)山岸
エーアイシー

愛知産業大学、京都美術工芸大学、大正大学、玉川大学、豊橋創造大学、長
浜バイオ大学、日本福祉大学、人間環境大学、藤田医科大学、龍谷大学、岡
崎女子大学、愛知工科大学自動車短期大学、岡崎女子短期大学、愛知みず
ほ短期大学、豊橋創造大学短期大学部

あいち造形デザイン専門学校、あいちビジネス専門学校、愛知ペット専門学校、
ELICビジネス＆公務員専門学校、中部福祉保育医療専門学校、名古屋こども専
門学校、東海工業専門学校、名古屋調理師専門学校、三河歯科衛生専門学校

進学 ●４８名／男子２２名・女子２６名（昨年度 ４７名／男子２０名・女子２７名）

主な進路（平成３０年度・令和元年度卒業）

専門学校

大学・短期大学
就職
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09 08
昭和53年4月／開校
校　長／森 登志男
事務長／小林 真子
学生数／319名
教職員数／教員：23名、常勤：９名、非常勤講師：14名、職員：4名
設置学科／募集定員
◎公務員科／2年:40名
◎ITスキル科／2年:100名
　● 情報処理コース
　● Webデザインコース
　※2021年度より医療事務・情報ビジネスコースに名称変更

　● ITマネジメントコース
　※2021年度よりマネジメントコースに名称変更

◎ビジネススキル科／2年：40名
　● 医療事務コース　● 経理事務コース　● 販売マネジメントコース
　※2021年度よりビジネススキル科は募集停止

◎短期公務員科／1年：40名
　※2021年度より短期公務員科に名称変更

アクセス
「金山総合駅」南口より徒歩３分

所在地
〒456-0018 名古屋市熱田区新尾頭1‐12‐10
TEL 052-683-0035
http://www.elic.ac.jp/

公務員科／ＩＴスキル科／
ビジネススキル科／職業実践科

ELICビジネス＆
公務員専門学校

平成9年4月／開校
校　長／和田 昭
教務部長／前田 順子
事務長／梅村 浩司
学生数／１20名
教職員数／教員：５名、職員：２名、非常勤講師：69名　
設置学科／募集定員（女子のみ）
◎歯科衛生士科／３年：４０名

アクセス
名鉄名古屋本線「藤川駅」より徒歩10分、
「藤川駅」へは、「名鉄名古屋駅」より45分、「豊橋駅」より30分

所在地
〒444‐0005 愛知県岡崎市岡町原山12‐130
TEL 0564‐48‐6680
http://mikawa-dental.ac.jp/

歯科衛生士科

三河歯科衛生
専門学校
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平成11年４月／開校
校　長／塚本 紀之
事務長／光部 達也
学生数／318名　
教職員数／教職員：18名、非常勤講師：8名
設置学科／募集定員
◎美容学科／2年：160名
　● サロンスタイルProコース　  　● モードスタイルProコース
　● カラーリスト・アレンジコース　  ● メイクアップProコース
　● ネイリストProコース　　　  　● 花嫁スタイリストコース
　● エステ＆マツエクコース 　　   ● ヘアケアマイスターコース

アクセス
「金山総合駅」南口より徒歩2分

所在地
〒456‐0002 名古屋市熱田区金山町1‐8‐10
TEL 052‐678‐3911
https://www.nagoyabiyo.ac.jp

美容学科

名古屋美容
専門学校

平成22年4月／開校
校　長／塚本 紀之
事務長／秋野 健太
学生数／57名
教職員数／教員：3名、非常勤講師：20名、職員：2名
設置学科／募集定員（女子のみ）
◎ブライダルビューティー科／2年：60名 
　● ブライダルプランナーコース
　● ブライダルスタイリストコース

アクセス
「金山総合駅」南口より徒歩1分

所在地
〒456‐0002 名古屋市熱田区金山町1‐6‐9
TEL 052‐683‐4011
https://www.nbb.ac.jp/

ブライダルビューティー科

名古屋ブライダル
ビューティー専門学校

専
門
学
校

V
ocational C

ollege

２年間の
ビジネス体験が
「プロ意識を
 持った学生」
の育成に
繋がっています。

本気で挑む
毎日は、
きっと未来に
つながっている。

幅広い知識と
技術をしっかり学ぶ
心ゆたかな
歯科衛生士を
目指す。

全力指導で
公務員、
医療事務、
プログラマを
目指す。

ホームページ Facebook Instagramホームページ ホームページ Facebook Instagram ホームページ Facebook InstagramFacebook Instagram
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E l i c  B u s i n e s s  &  P u b l i c  O f f i c e r  C o l l e g e

E
L
I
C
ビ
ジ
ネ
ス
＆
公
務
員
専
門
学
校

　
「
確
認
テ
ス
ト
」は
、毎
週
一
回
実
施
さ
れ
ま

す
。先
週
の
授
業
で
扱
っ
た
内
容
を
出
題
。問

題
は
公
務
員
試
験
に
即
し
た
五
者
択
一
。マ
ー

ク
シ
ー
ト
判
定
に
よ
る
、当
日
中
の
結
果
返

却
。お
よ
そ
60
％
未
満
の
正
答
率
の
学
生
に
対

す
る
居
残
り
補
習
の
実
施
。当
然
、手
間
は
か

か
り
ま
す
。で
す
が
、手
間
を
か
け
な
け
れ
ば
良

い
結
果
は
生
ま
れ
ま
せ
ん
。腹
を
括
っ
て
準
備

を
し
ま
し
た
。学
生
も「
お
、今
回
は
で
き
た
！
」

「
今
日
は
ダ
メ
だ
っ
た
」な
ど
と
、確
認
テ
ス
ト

に
対
す
る
意
識
が
高
ま
り
ま
し
た
。結
果
と
し

て
確
認
テ
ス
ト
の
上
位
層
の
多
く
が
最
終
合
格

を
勝
ち
取
り
ま
し
た
。

　

面
接
指
導
の
改
善
に
お
い
て
は
、本
格
的
な

ビ
デ
オ
撮
影
を
導
入
し
ま
し
た
。ｉ
Ｐ
ａ
ｄ
を

１
年
で
４
台
、２
年
で
２
台
確
保
し
、ビ
デ
オ
を

撮
影
し
て
は
学
生
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
に
送
り

ま
し
た
。自
宅
に
帰
っ
て
か
ら
も
自
分
の
面
接

の
姿
を
確
認
し
、問
題
点
を
復
習
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。ま
た
、面
接
を
受
け
る
学
生
同
士

が
お
互
い
を
見
あ
っ
て
、お
互
い
に
指
摘
す
る
と

い
う
場
面
も
多
く
あ
り
ま
し
た
。結
果
、一
次
試

験
合
格
者
の
６
割
強
が
最
終
合
格
で
き
ま
し

た
。

　

こ
の
結
果
を
、た
っ
た
１
年
で
終
わ
ら
せ
て

は
い
け
ま
せ
ん
。進
級
し
た
２
年
生
、新
し
く

入
っ
て
き
た
１
年
生
。ど
ち
ら
も「
正
し
い
努

力
」を
教
員
側
が
示
し
、前
年
の
数
字
を
さ
ら

に
上
回
る
よ
う
、頑
張
り
ま
す
。

公
務
員
試
験
過
去
最
高
の
合
格
率

　

２
０
１
９
年
度
の
公
務
員
科
は
２
ク
ラ
ス
で

の
ス
タ
ー
ト
。１
年
課
程
の
職
業
実
践
科
も
含

め
75
名
と
い
う
、Ｅ
Ｌ
Ｉ
Ｃ
に
と
っ
て
大
所
帯

の
学
年
。結
果
と
し
て
40
％
の
学
生
が
公
務
員

試
験
最
終
合
格
を
決
め
ま
し
た
。「
１
年
次
最

終
合
格
率
40
％
」が
本
誌
を
ご
覧
い
た
だ
い
て

い
る
皆
さ
ん
に
と
っ
て
高
い
数
字
な
の
か
低
い

数
字
な
の
か
は
分
か
り
ま
せ
ん
。で
す
が
、過
去

最
高
の
数
字
を
出
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

な
ぜ
、過
去
最
高
の
数
字
を
出
す
こ
と
が
で

き
た
の
か
。色
々
な
要
因
を
考
え
る
こ
と
が
で

き
ま
す
が
、こ
こ
で
は
二
つ
挙
げ
て
お
き
ま
す
。一

つ
は「
確
認
テ
ス
ト
」の
実
施
。も
う
一
つ
が「
面

接
指
導
の
改
善
」で
す
。

▲ 最終合格を勝ち取った学生さんたち

▲ 公務員の授業風景

▲ タン君によるベトナム語授業風景

08

ベ
ト
ナ
ム
出
身
の
留
学
生
タ
ン
君
が
、

姉
妹
校
で
ベ
ト
ナ
ム
語
の
指
導
を
担
当

公
務
員
科
１
年
次  

最
終
合
格
率
40
％

　

I
T
ス
キ
ル
科
で
学
ぶ
ベ
ト
ナ
ム
出
身
の
留

学
生
タ
ン
君
が
、姉
妹
校
愛
知
産
業
大
学
工
業

高
校
で
ベ
ト
ナ
ム
語
の
指
導
を
担
当
し
ま
し

た
。同
高
校
は
ク
イ
ニ
ョ
ン
国
立
職
業
訓
練
学

校
と
提
携
し
て
い
ま
す
。交
流
の
た
め
ベ
ト
ナ
ム

へ
行
く
生
徒
19
名
に
、ベ
ト
ナ
ム
語
を
の
べ
14
時

間
に
わ
た
り
教
え
ま
し
た
。「
ベ
ト
ナ
ム
へ
訪
問

す
る
前
に
、生
徒
が
挨
拶
や
簡
単
な
会
話
が
で

き
る
よ
う
に
し
た
い
。両
国
の
生
徒
た
ち
だ
け

で
、少
し
で
も
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
取
れ
る

と
、交
流
の
意
義
が
よ
り
深
ま
る
」と
い
う
考
え

か
ら
、同
高
校
校
長
か
ら
依
頼
が
あ
っ
た
も
の

で
す
。早
速
タ
ン
君
に
声
を
か
け
た
と
こ
ろ
、す

ぐ
に
O
K
の
返
事
。事
前
に
何
度
か
高
校
の
先

生
と
連
絡
を
取
り
、入
念
に
準
備
を
す
る
彼
の

姿
に
担
任
も
感
心
す
る
ほ
ど
で
し
た
。

　

授
業
は
、「
分
か
り
や
す
い
」と
好
評
だ
っ
た

よ
う
で
す
。授
業
準
備
は
真
剣
そ
の
も
の
で
、

1
時
間
ご
と
に
教
材
を
準
備
し
、電
子
黒
板
を

使
う
な
ど
多
く
の
工
夫
が
見
ら
れ
ま
し
た
。担

当
さ
れ
た
同
高
校
教
頭
坂
先
生
も
、「
親
切
丁

寧
に
や
っ
て
お
り
、本
校
の
先
生
た
ち
も
感
心

し
て
い
ま
し
た
。こ
の
14
時
間
で
生
徒
の
ベ
ト
ナ

ム
語
へ
の
拒
否
反
応
が
無
く
な
り
ま
し
た
」と

喜
ん
で
お
ら
れ
ま
し
た
。タ
ン
君
に
感
謝
の
言
葉

を
伝
え
る
と
少
し
照
れ
な
が
ら
笑
顔
で
頷
い
て

く
れ
ま
し
た
。生
徒
た
ち
に
は
、語
学
だ
け
で
な

く
文
化
、食
事
な
ど
い
ろ
い
ろ
説
明
し
た
よ
う

で
、彼
に
と
っ
て
も
良
い
経
験
に
な
っ
た
特
別
授

業
の
先
生
経
験
だ
っ
た
よ
う
で
す
。

　

本
校
で
は
、ベ
ト
ナ
ム
、ネ
パ
ー
ル
、ス
リ
ラ
ン

カ
な
ど
か
ら
の
留
学
生
が
学
ん
で
い
ま
す
。今
後

も
日
本
の
若
者
た
ち
と
の
交
流
を
増
や
し
、お

互
い
に
グ
ロ
ー
バ
ル
化
す
る
世
界
に
対
応
す
る

人
材
と
し
て
成
長
し
て
欲
し
い
と
感
じ
た
企
画

で
し
た
。

▲ 学生同士の面接練習 ▲ iPadでのビデオ撮影による面接指導
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本
校
は
、こ
れ
ま
で
に
数
多
く
の
公
務
員
を

輩
出
し
て
き
ま
し
た
。そ
の
中
で
今
回
は
平
成

25
年
度
愛
知
県
警
察
官
採
用
試
験
に
合
格
し
、

現
在
刑
事
と
し
て
活
躍
し
て
い
る
小
林
尚
太
郎

君
を
紹
介
し
ま
す
。

現
在
は
念
願
で
あ
っ
た

刑
事
と
し
て
活
躍

　

警
察
官
に
も
刑
事
部
や
交
通
部
、生
活
安
全

部
な
ど
複
数
の
部
門
が
あ
り
ま
す
が
、刑
事
部

門
の
業
務
に
最
も
や
り
が
い
を
感
じ
て
い
た
小

林
君
は
５
年
の
地
域
部
門
で
の
勤
務
を
経
て
昇

任
試
験
に
合
格
し
、現
在
は
念
願
で
あ
っ
た
刑

事
と
し
て
活
躍
し
て
い
ま
す
。「
警
察
官
は
、事

件
を
未
然
に
防
ぐ
こ
と
が
最
重
要
と
い
え
ま
す

が
、発
生
し
た
事
件
に
対
し
被
害
に
あ
わ
れ
た

方
や
残
さ
れ
た
遺
族
の
方
々
の
無
念
を
晴
ら
す

こ
と
が
で
き
る
の
は
刑
事
だ
け
で
す
。年
々
巧
妙

化
す
る
犯
罪
に
対
し
、証
拠
を
収
集
し
犯
人
を

特
定
す
る
警
察
官
と
い
う
職
業
は
私
の
天
職
で

あ
り
、今
後
も
県
民
の
方
々
の
安
心
安
全
な
生

活
実
現
に
向
け
し
っ
か
り
努
め
た
い
で
す
」と
力

強
く
話
す
小
林
君
。間
違
い
な
く
、本
校
が
誇
る

卒
業
生
の
一
人
で
す
。

ま
し
た
。本
校
で
の
思
い
出
に
つ
い
て
尋
ね
た
と

こ
ろ
、一
番
印
象
に
残
っ
て
い
る
の
は
、と
に
か
く

先
生
方
が
親
身
に
な
っ
て
サ
ポ
ー
ト
し
て
く
れ

た
と
い
う
こ
と
で
し
た
。学
習
面
は
も
ち
ろ
ん
で

す
が
、面
接
に
つ
い
て
も
繰
り
返
し
ビ
デ
オ
で
撮

影
し
回
数
を
重
ね
る
た
び
に
自
信
が
つ
い
た
と

話
し
て
く
れ
ま
し
た
。ま
た
、高
校
ま
で
は
公
務

員
と
い
う
同
じ
目
標
を
持
つ
ク
ラ
ス
メ
イ
ト
が

少
な
か
っ
た
の
に
対
し
、Ｅ
Ｌ
Ｉ
Ｃ
で
は
ク
ラ
ス

の
全
員
が
公
務
員
を
目
指
し
て
お
り
、お
互
い
に

切
磋
琢
磨
し
あ
う
中
で
生
涯
の
友
人
と
出
会

う
こ
と
が
で
き
た
の
も
Ｅ
Ｌ
Ｉ
Ｃ
の
お
か
げ
だ

と
の
こ
と
で
し
た
。

Ｅ
Ｌ
Ｉ
Ｃ
の
印
象

　

小
林
君
は
、正
義
感
が
強
く
幼
い
頃
か
ら
警

察
官
に
な
り
た
い
と
い
う
夢
を
持
っ
て
い
ま
し

た
。そ
ん
な
小
林
君
は
Ｅ
Ｌ
Ｉ
Ｃ
の
学
費
の
安

さ
に
加
え
、体
験
入
学
に
参
加
し
た
際
に
好
印

象
を
持
っ
た
こ
と
で
本
校
へ
の
入
学
を
決
意
し

基
本
情
報
技
術
者
試
験
90
％
合
格

　

入
学
か
ら
卒
業
ま
で
の
2
年
間
で
、国
家
資

格
で
あ
る
基
本
情
報
技
術
者
試
験
に
在
籍
学

生
の
90
％
が
合
格
し
ま
し
た
。基
本
情
報
技
術

者
試
験
の
合
格
率
は
20
%
〜
30
%
程
度
で
あ

り
、国
家
資
格
と
し
て
は
比
較
的
取
得
し
や
す

い
試
験
と
言
え
ま
す
。し
か
し
、過
去
の
ク
ラ
ス

別
取
得
率
を
見
る
と
30
％
〜
50
％
程
度
で
、今

回
の
取
得
率
の
高
さ
が
際
立
ち
ま
す
。今
回
の

成
果
が
出
た
理
由
を
検
証
す
る
と
次
の
2
点

が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

　

一
番
大
き
な
点
は
、学
生
個
々
の
頑
張
り
で

す
。目
標
に
向
か
い
頑
張
れ
と
口
で
言
う
の
は

簡
単
で
す
が
、学
生
達
は
日
々
の
生
活
の
中
で

葛
藤
し
て
い
ま
す
。「
本
当
に
合
格
で
き
る
の

か
？
」「
努
力
し
て
も
無
駄
か
も
し
れ
な
い
。」

「
点
数
が
上
が
ら
な
い
。」な
ど
い
つ
も
不
安
で

い
っ
ぱ
い
で
す
。我
々
教
職
員
と
し
て
は
、沢
山

の「
で
き
る
」を
与
え
て
あ
げ
る
こ
と
と
合
格
ま

で
の
ビ
ジ
ョ
ン
を
見
せ
る
こ
と
が
重
要
で
す
。そ

の
た
め
に
必
要
と
な
る
の
が
目
的
の
共
有
化
と

学
生
と
の
信
頼
関
係
で
す
。

　

将
来
の
ビ
ジ
ョ
ン
を
見
せ
て
こ
の
職
業
に
就

き
た
い
と
強
く
思
わ
せ
る
。そ
の
通
過
点
と
し

て
資
格
取
得
が
あ
る
と
誘
導
し
て
い
く
。心
か

ら
そ
の
よ
う
に
思
え
る
学
生
ほ
ど
良
い
結
果
に

繋
が
り
ま
す
。学
生
を
無
理
な
く
誘
導
す
る
た

め
に
信
頼
関
係
は
欠
か
せ
ま
せ
ん
。こ
れ
は
、一

朝
一
夕
で
で
き
る
も
の
で
は
な
く
、日
々
の
学
生

と
の
関
わ
り
、授
業
の
難
易
度
、進
度
な
ど
様
々

な
要
素
が
含
ま
れ
ま
す
。怒
っ
て
ば
か
り
や
優
し

い
だ
け
で
は
信
頼
は
築
け
ま
せ
ん
。学
生
と
の

良
い
信
頼
関
係
を
築
く
こ
と
が
、教
員
と
し
て

永
遠
の
課
題
と
言
え
ま
す
。

　

も
う
一
つ
は
基
礎
学
力
の
高
さ
で
す
。問
題
を

解
く
と
き
に
２
つ
以
上
分
か
ら
な
い
こ
と
が
あ

る
と
、問
題
に
立
ち
向
か
え
な
い
学
生
が
多
い

の
で
す
。情
報
処
理
は
専
門
的
な
用
語
も
多
い

で
す
が
、中
学
レ
ベ
ル
の
基
礎
学
力
を
問
わ
れ
る

場
面
も
あ
り
ま
す
。例
え
ば
問
題
文
か
ら
計
算

式
を
導
き
出
し
、そ
れ
を
解
く
と
い
う
問
題
が

あ
る
と
し
ま
す
。問
題
文
に
出
て
く
る
専
門
用

語
、セ
ク
タ
、ト
ラ
ッ
ク
、ブ
ロ
ッ
ク
な
ど
用
語
が

イ
メ
ー
ジ
で
き
る
か
が
第
一
段
階
。次
に
そ
こ
か

ら
式
が
立
て
ら
れ
る
か
、そ
の
式
が
解
け
る
か
が

第
二
段
階
で
す
。多
く
の
学
生
は
式
が
立
て
ら

れ
ず
に
止
ま
り
ま
す
。学
生
た
ち
の
基
礎
学
力

を
向
上
さ
せ
る
こ
と
も
重
要
な
の
で
す
。

販
売
士
検
定
試
験
3
級

合
格
率
1
0
0
％

　

2
0
2
0
年
2
月
19
日
に
実
施
さ
れ
た
日

本
商
工
会
議
所
主
催
販
売
士
検
定
試
験
に
、本

校
ビ
ジ
ネ
ス
ス
キ
ル
科
の
学
生
17
名
が
チ
ャ
レ
ン

ジ
し
ま
し
た
。

　
「
販
売
士
検
定
」は
、実
は
古
い
名
称
で
、現

在
の
正
式
名
称
は「
リ
テ
ー
ル
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ

検
定
」で
す
。し
か
し
、わ
か
り
や
す
さ
か
ら
、今

で
も「
販
売
士
検
定
」が
よ
く
使
わ
れ
ま
す
。試

験
は
、商
品
知
識
と
接
客
技
術
を
基
に
し
て
顧

客
の
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
商
品
を
提
供
す
る
こ
と
、

そ
の
た
め
の
商
品
を
開
発
・
仕
入
・
販
売
す
る
こ

と
、つ
ま
り「
販
売
の
プ
ロ
」を
育
て
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
い
ま
す
。合
格
者
に
は「
販
売
士
」

と
い
う
称
号
が
付
与
さ
れ
、「
流
通
・
小
売
業
界

で
必
須
の
定
番
資
格
」と
し
て
、社
会
的
に
高
い

信
頼
と
評
価
を
得
て
い
る
も
の
で
す
。

　

本
校
が
販
売
士
検
定
試
験
を
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

に
取
り
入
れ
た
の
は
30
年
ほ
ど
前
で
し
た
が
、そ

の
当
時
か
ら
、全
国
平
均
を
大
き
く
上
回
る
合

格
率
を
出
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。も
ち
ろ
ん
、

指
導
す
る
教
員
の
熱
意
・ス
キ
ル
が
高
か
っ
た
こ

と
、そ
し
て
学
生
た
ち
の
能
力
・
頑
張
り
が
、そ

の
よ
う
な
合
格
率
に
つ
な
が
っ
た
わ
け
で
す
が
、

そ
の
当
時
は
、学
生
た
ち
が
取
得
す
る
資
格
の

種
類
が
そ
れ
ほ
ど
多
く
な
く
、１
つ
の
検
定
試

験
だ
け
に
集
中
す
る
こ
と
が
で
き
て
い
た
こ
と

も
そ
の
要
因
で
し
た
。

　

現
在
の
本
校
ビ
ジ
ネ
ス
ス
キ
ル
科
学
生
は
、同

月
に
２
種
類
の
検
定
試
験
が
重
な
る
こ
と
も
あ

る
な
ど
、1
年
間
に
８
種
類
も
の
検
定
試
験
に

臨
み
ま
す
。今
回
の
販
売
士
検
定
試
験
３
級
の

全
国
合
格
率
は
54
・
7
%（
実
受
験
者
数

8,
1
2
5
名
、合
格
者
数
4,
4
4
1
名
）で
し

た
が
、本
校
学
生
は
3
級
に
14
名
が
チ
ャ
レ
ン
ジ

し
、何
と
全
員
合
格
の
合
格
率
1
0
0
%
で
す
。

　

ま
た
、販
売
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
専
攻
す
る
学

生
3
名
は
、本
来
な
ら
ば
今
回
は
3
級
、専
攻

が
分
か
れ
る
2
年
生
前
期
に
2
級
を
狙
う
の
で

す
が
、「
4
月
の
就
職
活
動
に
間
に
合
わ
せ
た

い
」と
の
学
生
の
や
る
気
に
応
え
、時
間
を
切
り

詰
め
て
補
習
を
組
み
、半
年
前
倒
し
し
て
今
回

2
級
に
挑
戦
し
ま
し
た
。2
級
は
全
員
合
格
と

ま
で
は
い
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、3
名
中
2
名
が

合
格
し
て
く
れ
ま
し
た
。学
生
の
頑
張
り
に
脱

帽
で
す
。

県民の方々の安心安全な
生活実現に向け
しっかり努めたいです。

I n t e r v i e w

愛知県警察官 小林 尚太郎 君

資
格
試
験
合
格

卒
業
生
の
紹
介
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M i k a w a  D e n t a l  H y g i e n i s t  C o l l e g e0
三
河
歯
科
衛
生
専
門
学
校社

会
人
経
験
者
が
、

国
の
給
付
金
制
度
を
活
用
し

学
べ
る
学
校
に
な
り
ま
し
た
。

実
習
室

　

診
療
台
は
、か
わ
い
い
赤
色
へ
カ
ラ
ー
チ
ェ
ン
ジ
！
シ
ー
ト

は
ふ
か
ふ
か
で
、驚
く
ほ
ど
や
わ
ら
か
な
座
り
心
地
で
す
。床

も
明
る
い
色
に
張
り
替
え
ら
れ
、洗
練
さ
れ
た
実
習
室
に
生

ま
れ
変
わ
り
ま
し
た
。

レ
ン
ト
ゲ
ン
室

　

新
し
い
歯
科
用
レ
ン
ト
ゲ
ン
装
置
は
、高
感
度
セ
ン
サ
ー

採
用
に
よ
り
、高
画
質
・ハ
イ
ス
ピ
ー
ド
撮
影
・
低
線
量
で
、

よ
り
使
い
や
す
く
な
り
ま
し
た
。

施
設
が
明
る
く
、

使
い
や
す
く

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
！

　

本
校
歯
科
衛
生
士
科
が
、専
門
実
践
教
育
訓

練
給
付
制
度
厚
生
労
働
大
臣
指
定
講
座（
学

校
）に
な
り
ま
し
た
。愛
知
県
内
の
歯
科
衛
生

士
専
門
学
校
で
は
、本
校
を
含
め
3
校
に
し
か

認
め
ら
れ
て
い
な
い
制
度
で
す
。（
令
和
二
年
三

月
末
現
在
）

専
門
実
践
教
育
訓
練
給
付
金
制
度

　

専
門
実
践
教
育
訓
練
給
付
金
制
度
と
は
、働

く
人
の
主
体
的
で
、中
長
期
的
な
キ
ャ
リ
ア
形

成
を
支
援
し
、雇
用
の
安
定
と
再
就
職
の
促
進

を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
雇
用
保
険
の
給

付
制
度
で
す
。一
定
の
条
件
を
満
た
す
雇
用
保

険
の
被
保
険
者
が
、本
校
に
自
己
負
担
で
入
学

し
た
際
に
、入
学
金
・
授
業
料
な
ど
実
際
に
必

要
と
な
る
経
費
の
一
部
を
給
付
金
と
し
て
受
け

取
れ
ま
す
。支
給
額
は
三
年
間
で
最
大
１
６
８

万
円
で
す
。そ
の
額
は
、本
校
全
学
納
金
の
約
半

額
に
相
当
し
ま
す
。

教
育
訓
練
支
援
給
付
金
制
度

　

教
育
訓
練
支
援
給
付
金
制
度
と
は
、専
門
実

践
教
育
訓
練
に
係
る
給
付
金
を
受
給
で
き
る

者
の
う
ち
、一
定
の
条
件
を
満
た
し
て
い
る
者
が

失
業
状
態
に
あ
る
場
合
、就
業
時
雇
用
保
険
の

基
本
手
当
の
45
〜
80
％
に
相
当
す
る
額
が
国
か

ら
支
給
さ
れ
る
制
度
で
す
。

　

お
知
り
合
い
に
、社
会
人
経
験
者
で
歯
科
衛

生
士
を
目
指
し
て
み
え
る
方
が
、お
み
え
で
し

た
ら
、ぜ
ひ
こ
の
制
度
を
ご
紹
介
く
だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
、厚
生
労
働
省
や
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

の
サ
イ
ト
を
参
照
し
て
く
だ
さ
い
。

詳細は
ホームページから
ご確認ください。

臨
地
実
習（
介
護
老
人
保
健
施
設
）

　

歯
科
衛
生
士
の
主
な
仕
事
の
ひ
と
つ

で
あ
る
歯
科
保
健
指
導
。歯
科
衛
生
士

と
し
て
専
門
的
な
立
場
か
ら
助
言
や
援

助
を
お
こ
な
い
ま
す
。介
護
老
人
保
健

施
設
で
の
歯
科
保
健
指
導
で
は
、工
夫

を
凝
ら
し
た
媒
体
を
作
成
し
て
、入
所

の
方
に
口
腔
機
能
向
上
の
た
め
の
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
法
な
ど
を
指
導
し
ま
す
。

　

臨
床
式 

２
年
生

　

現
場
で
の
実
習
に
臨
む
に
あ
た
り
、医
療
人
と
し
て
職
業
意
識
を
高
め
、そ
の
責
任

の
重
さ
を
自
覚
し
ま
す
。こ
れ
か
ら
１
年
間
に
わ
た
る
臨
床
実
習
が
始
ま
り
ま
す
。

　

研
修
旅
行 

3
年
生

　

国
家
試
験
対
策
が
本
格
的
に
始
ま
る
前
に
、2
泊
3
日
で
の
研
修
旅
行
を
実
施

し
ま
す
。横
浜
中
華
街
や
東
京
デ
ィ
ズ
ニ
ー
リ
ゾ
ー
ト
な
ど
を
楽
し
み
ま
す
。

　

合
同
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン 

1
〜
3
年
生

　

全
学
年
参
加
に
よ
る
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
と
し
て
、ボ
ー
リ
ン
グ
大
会
を
お
こ
な
い
、

友
好
を
深
め
ま
す
。ま
た
１
、２
年
生
は
劇
団
四
季
の
観
劇
な
ど
も
実
施
し
ま
す
。

123 行
事
紹
介

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
紹
介

9

1

23
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学
生
時
代

　

歯
の
矯
正
に
通
っ
て
い
る
う
ち
に
、歯
科
衛
生

士
の
仕
事
に
興
味
を
も
ち
ま
し
た
。歯
科
衛
生

士
の
学
校
に
通
っ
て
い
た
親
戚
か
ら
も
話
を
聞

き
、徐
々
に
そ
れ
が
具
体
的
な
目
標
に
。高
校
卒

業
後
、三
河
歯
科
衛
生
専
門
学
校
に
進
み
ま
し

た
。学
校
を
選
ん
だ
決
め
手
は
、少
人
数
制
で
先

生
と
の
距
離
が
近
い
と
こ
ろ
や
食
育
に
も
力
を

入
れ
て
い
る
と
こ
ろ
。学
費
面
と
通
い
や
す
さ
に

も
惹
か
れ
ま
し
た
。

や
り
が
い

　

ブ
ラ
ッ
シ
ン
グ
指
導
を
通
し
て
患
者
さ
ん
に

改
善
が
見
ら
れ
、む
し
歯
の
治
療
が
減
っ
た
と
き

に
や
り
が
い
を
感
じ
ま
す
。最
初
は
歯
医
者
に

来
る
だ
け
で
泣
い
て
し
ま
っ
て
い
た
お
子
さ
ん

が
、診
察
台
に
座
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
り
、口
を

開
け
て
少
し
ず
つ
治
療
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た

り
し
て
い
く
の
も
う
れ
し
い
で
す
ね
。

歯
科
衛
生
士
に
な
る
た
め
に
は

　

養
成
課
程
の
あ
る
学
校
に
進
学
し
、国
家
資

格
で
あ
る
歯
科
衛
生
士
資
格
を
取
得
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。歯
科
医
院
以
外
に
も
介
護
施

設
や
保
健
所
、一
般
企
業
な
ど
、活
躍
で
き
る
場

所
が
幅
広
い
の
も
魅
力
の
ひ
と
つ
で
す
。私
は
三

河
歯
科
衛
生
専
門
学
校
で
、同
じ
目
標
を
も
っ

た
仲
間
と
出
会
え
た
こ
と
が
大
き
か
っ
た
と
感

じ
ま
す
。国
家
試
験
に
向
け
て
得
意
分
野
を
お

互
い
に
教
え
あ
っ
た
り
と
、ま
わ
り
は
ラ
イ
バ
ル

で
は
な
く
支
え
あ
え
る
仲
間
。つ
ら
い
こ
と
も
あ

り
ま
し
た
が
、み
ん
な
が
い
た
か
ら
頑
張
り
ぬ
く

こ
と
が
で
き
た
と
思
い
ま
す
。

の
名
前
は
学
校
で
勉
強
し
て
お
い
て
よ
か
っ
た

で
す
。実
習
を
通
し
、器
具
名
と
何
の
治
療
で
ど

う
使
う
の
か
を
一
致
さ
せ
て
覚
え
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

仕
事
に
つ
い
て

　

国
家
試
験
に
合
格
し
て
歯
科
衛
生
士
資
格

を
取
得
し
、中
町
歯
科
に
就
職
し
ま
し
た
。先
生

に
よ
っ
て
治
療
の
流
れ
が
違
う
の
で
、最
初
は
当

院
の
流
れ
を
覚
え
な
が
ら
お
口
の
中
の
バ
キ
ュ
ー

ム
や
治
療
説
明
な
ど
先
生
の
補
助
を
お
こ
な
い

ま
し
た
。

Q 

最
初
に
苦
労
し
た
こ
と
は
？

　

や
っ
ぱ
り
患
者
さ
ん
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
で
す
。マ
ニ
ュ
ア
ル
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い

の
で
、ま
わ
り
の
先
輩
を
見
な
が
ら
、い
い
と
こ

ろ
を
吸
収
す
る
よ
う
に
意
識
し
ま
し
た
。『
一
緒

に
頑
張
ろ
う
』な
ど
、何
事
も『
一
緒
に
』と
い
う

こ
と
を
意
識
し
て
声
か
け
を
し
て
い
ま
す
。

Q 

現
在
の
仕
事
内
容
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　

歯
科
助
手
と
違
い
、患
者
さ
ん
の
お
口
の
中

を
さ
わ
っ
て
医
療
行
為
を
お
こ
な
え
る
の
が
歯

科
衛
生
士
で
す
。患
者
さ
ん
と
先
生
を
つ
な
ぐ

の
も
私
た
ち
の
大
切
な
役
割
で
す
。治
療
を
す

る
の
は
先
生
。む
し
歯
や
歯
周
病
な
ど
の
病
気

を
増
や
さ
な
い
よ
う
、予
防
と
改
善
の
た
め
に

私
た
ち
は
、ス
ケ
ー
リ
ン
グ
や
歯
の
検
査
、フ
ッ

化
物
の
塗
布
な
ど
を
し
て
い
ま
す
。

Q 

専
門
時
代
の
こ
と
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　

歯
の
病
気
や
構
造
な
ど
だ
け
で
な
く
、解
剖

学
や
高
齢
者
に
向
け
た
介
護
、看
護
に
つ
い
て

も
学
び
ま
し
た
。実
技
は
、学
生
同
士
で
患
者
、

施
術
者
、補
助
者
に
分
か
れ
、歯
石
を
除
去
す

る
ス
ケ
ー
リ
ン
グ
や
ブ
ラ
ッ
シ
ン
グ
指
導
、歯
の

型
取
り
練
習
な
ど
を
し
ま
し
た
。２
年
次
か
ら

は
臨
床
実
習
が
始
ま
り
ま
す
。学
生
同
士
で
の

練
習
と
は
違
い
、怖
が
っ
て
い
る
お
子
さ
ん
や
持

病
の
あ
る
お
年
寄
り
な
ど
、初
対
面
の
患
者
さ

ん
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
は
苦
労
し
ま
し

た
。一
方
で
、歯
を
削
る
ラ
ウ
ン
ド
バ
ー
や
親
知

ら
ず
の
抜
歯
に
使
う
へ
ー
ベ
ル
な
ど
、器
具
や
薬

NPO日本食育
インストラクター
3級取得！！

国
家
試
験
に
備
え
た

集
中
学
習
で
高
い
合
格
率
を
維
持
！

　

学
生
指
導
と
と
も
に
、国
家
試
験
対
策
に
つ

い
て
も
経
験
豊
富
な
教
員
に
よ
る
指
導
に
よ

り
、例
年
高
い
国
家
試
験
合
格
率
を
維
持
し
て

い
ま
す
。指
導
の
一
部
と
し
て
、全
国
レ
ベ
ル
で
実

力
を
把
握
で
き
る
年
5
回
の
全
国
統
一
模
擬
試

験
や
苦
手
科
目
を
克
服
す
る
た
め
に
年
12
回
の

模
擬
試
験
を
受
験
す
る
ほ
か
、ペ
ー
パ
ー
対
策

だ
け
で
な
く
、複
数
教
員
に
よ
る
口
頭
試
問
を

お
こ
な
い
、知
識
の
定
着
を
目
指
し
ま
す
。ま
た

冬
期
か
ら
は
学
生
の
力
に
応
じ
て
学
習
す
る
習

得
別
学
習
を
集
中
し
て
お
こ
な
い
、実
力
に
合

わ
せ
た
無
理
の
な
い
ペ
ー
ス
で
国
家
試
験
に
合

格
で
き
る
力
を
身
に
つ
け
ま
す
。

国
家
試
験
対
策

国
家
資
格
だ
け
で
な
く

短
期
大
学
士
も
取
得
で
き
る

　

Ｗ
カ
レ
ッ
ジ
と
は
、本
校
入
学
と
同
時
に
愛

知
産
業
大
学
短
期
大
学
通
信
教
育
部
国
際
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
科
に
も
入
学
し
、単
位
修

得
に
よ
り
、短
期
大
学
士（
短
大
卒
業
）の
学
位

取
得
を
目
指
す
も
の
で
す
。専
門
学
校
の
授
業

の
一
部
が
短
期
大
学
の
単
位
に
認
定
さ
れ
る
た

め
、負
担
が
少
な
く
、専
門
学
校
の
学
習
と
並

行
し
、安
心
し
て
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

専
門
学
校
の
専
門
知
識
修
得
と
と
も
に
、併
修

を
お
こ
な
う
こ
と
に
よ
っ
て
、幅
広
い
知
識
が
増

え
、視
野
が
広
が
る
だ
け
で
な
く
、ス
ク
ー
リ
ン

グ
時
に
様
々
な
年
齢
層
の
学
生
と
学
ぶ
こ
と
に

よ
り
、人
間
力
や
社
会
性
が
高
ま
り
、職
業
観

の
形
成
に
も
役
立
ち
ま
す
。

短
大
併
修（
W
カ
レ
ッ
ジ
）

食
を
と
お
し
て
体
全
体
の
健
康
を

考
え
ら
れ
る
歯
科
衛
生
士
に
！

　

食
事
に
欠
か
せ
な
い
大
切
な
歯
。噛
む
こ
と

に
よ
り
、心
の
発
達
、体
の
健
康
へ
と
つ
な
が
り

ま
す
。そ
こ
で
注
目
し
た
の
が「
食
育
」。お
い
し

く
食
べ
ら
れ
る
歯
の
健
康
を
学
び
、調
理
実
習

で
、こ
こ
ろ
と
か
ら
だ
の
健
康
を
考
え
な
が
ら
、

歯
科
衛
生
士
と
し
て
の
保
健
指
導
力
と
家
庭

で
の
健
や
か
な
食
生
活
の
あ
り
方
を
身
に
つ
け

ま
す
。 食

育
実
習

求
人
倍
率
約
26
倍
！

学
生
の
個
性
を
見
極
め
た
就
職
指
導

　

履
歴
書
作
成
方
法
か
ら
面
接
指
導
、個
別
面

談
を
お
こ
な
う
な
ど
、安
心
し
て
採
用
試
験
に

臨
め
る
よ
う
就
職
活
動
の
ス
キ
ル
を
し
っ
か
り

と
指
導
し
ま
す
。学
生
・
歯
科
医
院
双
方
の
就
職

に
つ
い
て
の
ミ
ス
マ
ッ
チ
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
、医
師
や
先
輩
が
た
か
ら
直
接
話
を
聞

く
こ
と
が
で
き
る
面
談
の
場
を
設
け
て
い
ま
す
。

　

経
験
豊
富
な
教
員
が
学
生
ひ
と
り
ひ
と
り
の

個
性
を
見
極
め
な
が
ら
指
導
し
、学
生
数
を
上

回
る
求
人
の
な
か
か
ら
学
生
が
希
望
す
る
歯
科

医
院
へ
の
就
職
を
目
指
し
ま
す
。

就
職
サ
ポ
ー
ト

自
然
豊
か
な
環
境
、広
々
と
し
た

校
舎
で
じ
っ
く
り
と
学
べ
る

　

周
囲
を
み
ど
り
に
囲
ま
れ
た
自
然
豊
か
な
環

境
、ま
た
歯
科
衛
生
士
科
一
科
に
校
舎
を
特
化

し
、充
実
し
た
施
設
・
設
備
で
集
中
し
て
学
ぶ
こ

と
が
で
き
ま
す
。ま
た
担
任
制
に
よ
る
１
ク
ラ

ス
40
名
で
の
少
人
数
制
度
、さ
ら
に
実
習
で
は

20
名
ず
つ
に
わ
か
れ
、教
員
２
名
に
よ
る
手
厚

い
指
導
に
よ
り
、安
心
し
て
技
術
を
身
に
つ
け

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。生
活
指
導
か
ら
就
職
ま

で
、学
生
ひ
と
り
ひ
と
り
に
合
わ
せ
た
き
め
細

か
な
対
応
で
、学
生
生
活
を
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

少
人
数
制

医療行為だけでなく、
患者さんと先生をつなぐのも
私たちの大切な役割です。

卒
業
生
の
紹
介

I n t e r v i e w

中町歯科 歯科衛生士 神谷 亜梨沙 さん
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 N a g o y a  B e a u t y  C o l l e g e  10
名
古
屋
美
容
専
門
学
校

アリミノフォト2019 ファイナリスト CHA2019 第3位

SPC 東海大会 2019
学生フォト部門 準優勝

DS PHOTOコンテスト2020
準グランプリ

理
美
容
甲
子
園 

東
海
大
会
で
参
加
校
中
、

最
多
の
15
名
が
全
国
大
会
に
出
場

　

全
国
、約
３
万
５
千
人
の
中
か
ら
日
本
一
の
美

容
学
生
を
決
め
る
、学
生
最
大
規
模
の
大
会
と

な
る
全
国
理
容
美
容
学
生
技
術
大
会（
通
称
：

理
美
容
甲
子
園
）の
東
海
大
会
に
お
い
て
昨
年
、

名
古
屋
美
容
は
東
海
4
県
の
参
加
校
中
、最
多

と
な
る
15
名
が
全
国
大
会
に
出
場
し
ま
し
た
。

　

全
国
大
会
に
行
け
る
の
は
各
種
目
、参
加
30

校
か
ら
各
校
最
大
５
名
ず
つ
の
選
抜
者
＝
計
１

５
０
名
の
中
か
ら
12
名
の
み
、そ
の
確
率
は
僅
か

８
％
。そ
ん
な
中
、名
古
屋
美
容
は
、出
場
者
23

名
中
、15
名
が
全
国
大
会
に
出
場
す
る
65
・
２
％

の
勝
率
で
他
校
を
圧
倒
し
ま
し
た
。

全
国
大
会
で
準
優
勝
を
達
成

　

仙
台
で
開
催
さ
れ
た
全
国
理
容
美
容
学
生

技
術
大
会
の
全
国
大
会
に
お
い
て
、本
校
の
長

縄
葉
月
さ
ん
が
美
容
部
門
カ
ッ
ト
種
目
に
お
い

て
、全
国
準
優
勝
と
い
う
快
挙
を
達
成
し
ま
し

た
。他
に
も
ワ
イ
ン
デ
ィ
ン
グ
種
目
に
お
い
て
石

川
真
帆
さ
ん
が
全
国
５
位
。水
向
響
希
さ
ん
が

全
国
11
位
を
受
賞
。全
国
の
舞
台
で
も
名
美
生

が
輝
か
し
い
成
績
を
残
し
ま
し
た
。

令
和
元
年

理
美
容
甲
子
園 

全
国
大
会
出
場
者

◆
美
容
部
門 

カ
ッ
ト
種
目

立
松 

里
菜
子（
愛
知
県 

愛
知
商
業
高
校
出
身
）

長
縄 

葉
月（
岐
阜
県 

大
垣
養
老
高
校
出
身
）

加
藤 

み
な
み（
愛
知
県 

桜
台
高
校
出
身
）

近
藤 

有
加（
岐
阜
県 

各
務
原
西
高
校
出
身
）

宮
内 

ア
リ
ス（
静
岡
県 

掛
川
東
高
校
出
身
）

◆
美
容
部
門 

ワ
イ
ン
デ
ィ
ン
グ
種
目

石
川 

真
帆（
愛
知
県 

知
多
翔
洋
高
校
出
身
）

辻 

桃
佳（
愛
知
県 

西
尾
高
校
出
身
）

水
向 

響
希（
岐
阜
県 

郡
上
高
校
出
身
）

柳 

実
帆（
愛
知
県 

名
古
屋
西
高
校
出
身
）

◆
美
容
部
門 

ア
ッ
プ
ス
タ
イ
ル
種
目

山
内 

桃
菜（
岐
阜
県 

中
京
学
院
大
学
附
属
中
京
高
校
出
身
）

◆
ネ
イ
ル
ア
ー
ト
部
門

高
木 

泉
空（
三
重
県 

松
阪
工
業
高
校
出
身
）

東
川 

沙
良（
福
井
県 

福
井
商
業
高
校
出
身
）

渡
邉 

早
紀（
愛
知
県 

犬
山
高
校
出
身
）

◆
ヘ
ア
デ
ザ
イ
ン
画
部
門

毛
利 

彩
花（
愛
知
県 

桜
台
高
校
出
身
）

西
村 

桜
子（
愛
知
県 

常
滑
高
校
出
身
）

名
古
屋
美
容
の
代
名
詞

月
に一度
の
マ
ン
ス
リ
ー
チ
ェッ
ク
。

　

マ
ン
ス
リ
ー
チ
ェ
ッ
ク
は
開
校
時
か
ら
続
く
、

毎
月
行
わ
れ
る
技
術
試
験
で
す
。入
学
生
の
8
割

以
上
が
本
校
を
選
ん
だ
理
由
に
挙
げ
る
ほ
ど
、名

古
屋
美
容
の
代
名
詞
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

マ
ン
ス
リ
ー
チ
ェ
ッ
ク
に
は
個
人
表
彰
と
ク
ラ

ス
表
彰
が
あ
り
ま
す
。個
人
表
彰
は
、学
年
上
位

60
名
が
表
彰
、内
30
名
に
は
賞
状
を
授
与
、さ

ら
に
上
位
5
名
に
は
バ
ッ
ジ
が
与
え
ら
れ
、学
年

ト
ッ
プ
に
は
金
バ
ッ
ジ
が
贈
ら
れ
ま
す
。仲
の
良

い
友
達
が
、個
人
表
彰
で
は
ラ
イ
バ
ル
と
な
り
技

術
力
の
向
上
を
競
い
、ク
ラ
ス
表
彰
で
は
互
い
に

切
磋
琢
磨
し
ク
ラ
ス
の
絆
を
深
め
ま
す
。

　

そ
し
て
、学
生
に
と
っ
て
バ
ッ
ジ
を
名
札
に
つ

け
る
こ
と
は
、技
術
が
身
に
つ
い
た
証
で
あ
り
、

卒
業
ま
で
に
多
く
の
バ
ッ
ジ
を
獲
得
す
る
こ
と

は
技
術
を
追
究
し
続
け
た
こ
と
で
あ
り
、卒
業

生
の
間
で
も
ス
テ
ー
タ
ス
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

マ
ン
ス
リ
ー
チ
ェ
ッ
ク
は
、名
美
生
の
高
い
技
術
力

と
名
美
生
の
ス
ピ
リ
ッ
ト
の
源
と
な
っ
て
い
ま
す
。

今
年
も
全
国
平
均
を
大
き
く
上
ま
わ
る

高
い
国
家
試
験
合
格
率
を
達
成
。

　

名
古
屋
美
容
で
は
、専
任
教
員
が
国
家
試
験

研
修
セ
ン
タ
ー
か
ら
直
接
、国
家
試
験
の
傾
向

と
対
策
の
指
導
を
受
け
て
い
ま
す
。こ
の
指
導

内
容
を
一
年
次
か
ら
マ
ン
ス
リ
ー
チ
ェ
ッ
ク
に
取

り
入
れ
技
術
力
を
磨
き
、国
家
試
験
前
に
は
国

家
試
験
講
習（
学
科
・
実
技
）を
実
施
。常
に
国

家
試
験
の
全
員
合
格
に
照
準
を
合
わ
せ
た
バ
ッ

ク
ア
ッ
プ
体
制
を
整
え
て
い
ま
す
。

　

毎
年
、卒
業
生
全
員
が
国
家
試
験
を
受
験
。

令
和
二
年
三
月
卒
業
生
は
、1
5
0
名
中

1
4
4
名
が
合
格
。愛
知
県
内
の
受
験
生
が
50

名
以
上
い
る
美
容
学
校
で
ト
ッ
プ
の
合
格
率
。

全
国
平
均（
85
・
1
％
）を
大
き
く
上
回
る
結
果

で
し
た
。左
記
は
過
去
5
年
間
の
実
績
で
す
。

２０２０年 ９６．０％
（受験者１５０名/合格１４４名）

２０19年 ９５．５％
（受験者１５５名/合格１４８名）

２０18年 ９１．４％
（受験者１５１名/合格１３８名）

２０17年 ９８．７％
（受験者１５６名/合格１５４名）

２０16年 ９９．３％
（受験者１５０名/合格１４９名）

全
国
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の
技
術
力
を
発
揮
、

理
美
容
甲
子
園
の
東
海
大
会
で
他
校
を
圧
倒
。

美
容
界
の
世
界
的
権
威「
サ
ス
ー
ン
」の

技
術
が
日
本
に
い
な
が
ら
学
べ
る
。

　

名
古
屋
美
容
は
、愛
知
県
で
唯
一
の
サ
ス
ー
ン

ス
ク
ー
ル
シ
ッ
プ
認
定
校
で
す
。ス
ク
ー
ル
シ
ッ

プ
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、国
家
試
験
と
は
異
な

り
、人
体
モ
デ
ル
で
の
カ
ッ
ト
技
術
と
世
界
基

準
の
ク
リ
エ
イ
タ
ー
か
ら
創
造
力（
ク
リ
エ
イ

テ
ィ
ビ
テ
ィ
）を
学
ぶ
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
す
。

　

名
古
屋
美
容
で
は
、「
サ
ス
ー
ン
ス
ク
ー
ル

シ
ッ
プ
ヘ
ア
カ
ッ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
」全
国
大
会
入

賞
を
め
ざ
し
、サ
ス
ー
ン
ア
カ
デ
ミ
ー
の
教
員
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
受
け
た
専
門
講
師
や
ロ
ン
ド
ン
か

ら
サ
ス
ー
ン
人
材
育
成
チ
ー
ム
を
招
き
、直
接
、

学
生
に
技
術
の
正
確
さ
、似
合
性
、創
造
性
・
芸

術
性
等
の
指
導
を
行
い
ま
す
。

　

2
0
1
5
年
の
全
国
大
会
で
は
優
勝
、2
0
1
8

年
・
2
0
1
9
年
連
続
し
て
全
国
入
賞
を
果
た
し
て

い
ま
す
。残
念
な
が
ら
2
0
2
0
年
度
全
国
大
会
は

中
止
と
な
り
ま
し
た
が
、3
年
連
続
入
賞
を
め
ざ
し

て
努
力
し
た
2
年
生
の
努
力
は
就
職
活
動
な
ど
別

の
カ
タ
チ
で
報
わ
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
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名
古
屋
を
代
表
す
る
人
気
サ
ロ
ン
と
の
産
学
連
携

ト
ッ
プ
ス
タ
イ
リ
ス
ト
か
ら
学
ぶ
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
。

学
生
た
ち
の

満
足
度
を
高
め
る

数
多
く
の
行
事
が
あ
る
。

人
気
サ
ロ
ン
か
ら
デ
ザ
イ
ン
を
学
ぶ

ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
セ
ミ
ナ
ー

　

名
古
屋
美
容
で
は
業
界
が
求
め
る
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン

性
の
高
い
美
容
師
を
育
成
す
る
た
め
、１
年
次
に

「
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
セ
ミ
ナ
ー
」を
開
催
。講
師
は

栄
南
エ
リ
ア
の
ト
ッ
プ
サ
ロ
ン
が
主
催
す
る
フ
ァ
ッ

シ
ョ
ン
イ
ベ
ン
ト『YA

BA
 
CO
LLECTIO

N

』に

出
演
し
て
い
る
『`A

X
IS

』『S
U
P
R
A
M

』

『H
A
IR IC

I

』『C
LEA
R of hair

』『BU
D
D
Y
 

H
A
IR

』『LA
 PEN

SEE

』の
６
サ
ロ
ン
。人
気
サ

ロ
ン
の
ト
ッ
プ
ス
タ
イ
リ
ス
ト
が
直
接
、授
業
に

参
加
し
て
最
新
の
流
行
ス
タ
イ
ル
や
ヘ
ア
ア
レ
ン

ジ
、撮
影
方
法
等
を
指
導
し
ま
す
。

　

２
年
生
に
な
っ
て
か
ら
は
、就
職
活
動
が
始
ま

り
、自
身
の
作
り
た
い
ヘ
ア
デ
ザ
イ
ン
の
方
向
性

が
明
確
に
な
っ
て
く
る
た
め
、希
望
サ
ロ
ン
よ
り

作
品
撮
り
を
学
ぶ「
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
ワ
ー
ク
」

を
実
施
。課
外
授
業
と
し
て
放
課
後
に
直
接
、

サ
ロ
ン
や
ス
タ
ジ
オ
に
て
、作
品
撮
り
の
指
導
を

受
け
ま
す
。業
界
の
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
で
入
賞

の
常
連
と
な
っ
て
い
る
名
古
屋
を
代
表
す
る
ス

タ
イ
リ
ス
ト
か
ら
モ
デ
ル
へ
の
施
術
か
ら
撮
影
、

画
像
処
理
の
一
連
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

国
家
試
験
課
題
と
違
い
、時
代
に
よ
っ
て
答

え
が
変
化
す
る
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
を
常
に
最
前

線
で
競
い
合
っ
て
い
る
現
役
美
容
師
か
ら
学
ぶ

こ
と
で
卒
業
後
に
即
戦
力
と
し
て
現
場
で
必
要

と
さ
れ
る
人
材
と
な
り
ま
す
。

JH
C
A
 

日
本
ヘ
ア
カ
ラ
ー
協
会

中
部
ブ
ロ
ッ
ク
サ
ポ
ー
ト
校

プ
ロ
テ
ク
ニッ
ク
講
習

 

サ
ロ
ン
で
ヘ
ア
ー
カ
ラ
ー
を
専
門
と
し
て
活
躍

す
る
カ
ラ
ー
リ
ス
ト
を
め
ざ
す
学
生
も
多
い
名

古
屋
美
容
で
は
、ヘ
ア
カ
ラ
ー
の
専
門
技
術
に

も
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。前
期
の
月
曜
日
は
日

本
ヘ
ア
カ
ラ
ー
協
会
加
盟
サ
ロ
ン
の
ス
タ
イ
リ
ス

ト
が
講
師
と
し
て
学
生
た
ち
の
指
導
を
お
こ
な

い
ま
す
。現
役
の
美
容
師
か
ら
直
接
カ
ラ
ー
の

技
術
を
学
び
、現
場
で
の
実
践
力
を
養
い
ま
す
。

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
研
修
で

現
場
の
プ
ロ
意
識
を
体
験

職
業
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム

 

１
年
生
の
秋
に
名
古
屋
美
容
が
３
０
０
件
を

超
え
る
人
気
サ
ロ
ン
と
提
携
し
て
、職
業
体
験

の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
研
修
を
実
施
し
て
い
ま

す
。翌
年
の
就
職
活
動
に
向
け
て
、希
望
サ
ロ
ン

を
決
め
る
前
に
お
店
の
雰
囲
気
や
客
層
を
知
る

こ
と
で
間
違
い
の
な
い
就
職
先
を
選
択
し
ま

す
。ま
た
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
で
の
経
験
は
採
用

試
験
時
の
大
き
な
ア
ピ
ー
ル
ポ
イ
ン
ト
に
も
な

り
ま
す
。

H
A
IR
  FESTA

　

毎
年
、多
く
の
来
場
者
を
迎
え
て
９
月
に
開

催
さ
れ
る
最
大
の
学
内
コ
ン
テ
ス
トH

A
IR 

FESTA

。２
年
生
は
人
体
、１
年
生
は
ウ
ィ
ッ
グ

で
の
ヘ
ア
メ
イ
ク
種
目
。ワ
イ
ン
デ
ィ
ン
グ
や
オ
ー

ル
ウ
ェ
ー
ブ
の
国
家
試
験
種
目
。そ
の
他
、ネ
イ

ル
ア
ー
ト
、フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
フ
ォ
ト
、ヘ
ア
デ
ザ
イ
ン

画
の
６
種
目
を
競
い
合
い
ま
す
。中
で
も
ヘ
ア
メ

イ
ク
種
目
の
審
査
は
、人
気
サ
ロ
ン
の
ト
ッ
プ

デ
ィ
レ
ク
タ
ー
が
担
当
し
て
お
り
、２
年
生
に

と
っ
て
学
生
時
代
の
集
大
成
と
な
り
ま
す
。

H
A
LLO

W
EEN

　

名
古
屋
美
容
の
学
校
祭「
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
」は
秋

の
恒
例
行
事
で
す
。学
生
も
先
生
も
個
性
的
な

仮
装
を
し
て
、お
客
様
を
お
も
て
な
し
。美
容
学

生
な
ら
で
は
の
学
生
サ
ロ
ン
や
バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
豊

か
な
模
擬
店
。有
志
発
表
の
バ
ン
ド
や
ダ
ン
ス
、

学
生
企
画
の
イ
ベ
ン
ト
も
大
盛
況
。毎
年
、学
生

の
保
護
者
、友
人
、知
人
、高
校
生
と
多
く
の
方

が
訪
れ
ま
す
。魅
力
的
な「
ス
タ
イ
リ
ス
ト
」に
な

る
た
め
に
必
要
な
タ
レ
ン
ト
性
を
養
う
た
め
の

行
事
で
も
あ
り
ま
す
。

こ
こ
で
の
毎
日
が
、き
っ
と

生
涯
忘
れ
ら
れ
な
い
日
々
に
な
る
。

　

な
ぜ
、名
古
屋
美
容
は
イ
ベ
ン
ト
が
多
い
の

か
。そ
の
理
由
は
、人
間
力
育
成
を
柱
と
し
た
教

育
方
針
に
あ
り
ま
す
。同
じ
夢
を
も
っ
た
仲
間

同
士
が
力
を
合
わ
せ
、イ
ベ
ン
ト
を
成
功
に
導

く
プ
ロ
セ
ス
そ
の
も
の
に
多
く
の
感
動
と
学
び

が
あ
り
ま
す
。学
生
た
ち
は
創
造
力
や
エ
ン

タ
ー
テ
イ
ン
メ
ン
ト
性
を
思
う
存
分
発
揮
し
、

充
実
し
た
２
年
間
を
過
ご
し
て
い
ま
す
。

B
EA
U
TY
 EX
P
O

　

初
開
催
は
、２
０
０
５
年「
愛
・
地
球
博
」の

特
設
ス
テ
ー
ジ
。そ
れ
か
ら
毎
年
、後
輩
た
ち
に

受
け
継
が
れ
て
来
た
名
古
屋
美
容
の
美
と
情
熱

の
祭
典
と
な
る
ヘ
ア
ー
シ
ョ
ー
。各
ク
ラ
ス
ご
と

に
ヘ
ア
ス
タ
イ
ル
、フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
、映
像
、音
響
、

照
明
に
至
る
、す
べ
て
を
学
生
た
ち
の
手
で
作

り
あ
げ
ま
す
。技
術
力
、創
造
力
、企
画
力
、そ

し
て
何
よ
り
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
が
試
さ
れ
る
渾
身

の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
は
毎
年
、観
る
人
た
ち
の
心

を
魅
了
し
ま
す
。

●体育祭
●HAIR FESTA
●BEAUTY EXPO
●ディズニー研修
●ハロウィン（学校祭）
●ロンドン・パリ海外研修
●芸術鑑賞会
●ヤバコレクション見学 他

主な学校行事
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 N a g o y a  B r i d a l  B e a u t y  C o l l e g e

　

１
人
ひ
と
り
の
将
来
を
見
据
え
、個
性
や

強
み
を
活
か
し
た
就
活
サ
ポ
ー
ト
に
よ
り
、

令
和
元
年
11
月
で
全
員
が
内
定
を
獲
得
。

ブ
ラ
イ
ダ
ル
業
界
就
職
率
78
％
を
達
成
。

11
名
古
屋
ブ
ラ
イ
ダ
ル
ビ
ュ
ー
テ
ィ
ー
専
門
学
校

　

令
和
元
年
10
月
26
日（
土
）に
開
催
し
た
学

校
祭
で
募
金
活
動
を
実
施
。ク
ラ
ス
企
画
の
出

し
物
の
収
益
や
来
校
者
の
方
々
の
ご
協
力
を
い

た
だ
き
、合
計
金
額
￥
２
０
，０
５
９
が
集
ま

り
ま
し
た
。

　

中
日
新
聞
社
会
事
業
団
よ
り
被
災
地
へ
献

金
を
届
け
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
た
経
験
や
習
得
し
た
知

識
、資
格
は
、何
で
も
役
に
立
つ
の
が
、ブ
ラ

イ
ダ
ル
業
界
。現
場
で
即
戦
力
と
し
て
役
立

つ
検
定
試
験
の
取
得
を
目
指
し
ま
す
。

▲ 学校を代表し、募金を届けた学生会役員 竹内沙良さん

台
風
19
号

被
災
地
へ
の
寄
付

〈国家検定〉ブライダルコーディネート技能検定

アシスタントウェディングプランナー検定

フォーマルスペシャリスト検定

サービス接遇検定2級

73％

100％

95.8％

65％

コミュニケーション検定 初級

マナープロトコール検定

メイクアップ技能検定3級

きもの着装技能師2級

100％

90％

100％

100％

令
和
元
年
度

就
職
内
定
率 

１
０
０
％

内定職種内訳

名古屋東急ホテル
株式会社ブラス
株式会社ゼットン
株式会社創寫館
蒲郡クラシックホテル
株式会社ベルライフ
株式会社ベストブライダル
株式会社ＤＯＵＣＥ ＶＩＥ

主な内定先
ブライダル分野

検
定
試
験

月別内定率

11月10月9月8月7月6月5月

100％

80％

60％

40％

20％

0％

結婚式場・
ホテル
44％

ブライダル
衣装・ドレス
17％

ブライダル
ヘアメイク
17％

化粧品
メーカー
17％

ネイル・
ジュエリー他
5％

株式会社コーセー
資生堂ジャパン株式会社
株式会社一蔵
株式会社ステレオブライダル

株式会社米坂
株式会社ソシエ・ワールド
株式会社岩井文男美容室

各種検定試験合格率（令和元年度）

（令和元年度）

ビューティー分野
主な内定先（令和元年度）
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▲ ブライダルアイテムの作成 ▲ 花婿花嫁さまの要望を伺う

▲ ドレス試着やヘアメイクのリハーサル ▲ 結婚式のアイディアのご提案

学
校
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
応
募
の
あ
っ
た

一
般
の
方
の
結
婚
式
を
学
生
が
一
丸
と
な
り
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
。

２
年
間
の
集
大
成
と
し
て
、学
ん
で
き
た
成
果
を
発
揮
し
ま
す
。

結
婚
式
の
提
案
、打
合
せ
、準
備
、当
日
の
運
営
ま
で
す
べ
て
を
プ
ロ
と
同
様
に

学
生
が
実
施
す
る
こ
と
で
、学
生
か
ら
社
会
人
へ
と
心
構
え
を
整
え
ま
す
。

P r o f e s s i o n a l
S t u d e n t  P r o j e c t

本
物
の
結
婚
式
を

プ
ロ
デ
ュ
ー
ス

結
婚
式
本
番

前
撮
り
撮
影

結
婚
式
の
提
案
＆
打
合
せ

　

ブ
ラ
イ
ダ
ル
業
界
で
は
当
た
り
前
に
な
っ
て

い
る
、結
婚
式
と
は
別
日
に
、ウ
ェ
デ
ィ
ン
グ
ド

レ
ス
の
記
念
写
真
を
撮
影
す
る
前
撮
り
撮
影

も
実
施
。鶴
舞
公
園
に
て
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
撮
影

を
お
こ
な
い
ま
し
た
。

　

令
和
元
年
の
本
物
結
婚
式
プ
ロ

デ
ュ
ー
ス
は
、カ
ト
リ
ッ
ク
布
池
教

会
に
於
い
て
挙
行
い
た
し
ま
し
た
。

ウ
ェ
デ
ィ
ン
グ
プ
ラ
ン
ナ
ー
や
ヘ
ア

メ
イ
ク
、音
響
照
明
、料
飲
サ
ー
ビ

ス
な
ど
様
々
な
役
割
を
学
生
た
ち

が
担
い
、日
々
の
練
習
を
重
ね
迎

え
た
当
日
は
見
事
大
成
功
。

1

　

ブ
ラ
イ
ダ
ル
業
界
に
現
役
で
携
わ
っ
て
い
る

プ
ロ
の
み
が
入
会
で
き
る
Ｓ
Ｕ
Ｅ
Ｈ
Ｉ
Ｒ
Ｏ
の

セ
ミ
ナ
ー
に
本
校
学
生
が
特
別
に
参
加
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。プ
ロ
目
線
で
の
セ
ミ
ナ
ー
は

難
易
度
が
高
く
は
あ
り
ま
す
が
、業
界
の
最
先

端
が
学
べ
ま
す
。

　

ブ
ラ
イ
ダ
ル
や
ビ
ュ
ー
テ
ィ
ー
業
界
で

活
躍
し
て
い
る
卒
業
生
が
集
結
し
、本
校

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
理
解
し
た
上
で
の
的
確

な
ア
ド
バ
イ
ス
を
聞
け
る
ガ
イ
ダ
ン
ス
を
実

施
。来
校
し
た
卒
業
生
は
、ウ
ェ
デ
ィ
ン
グ

プ
ラ
ン
ナ
ー
や
ド
レ
ス
ス
タ
イ
リ
ス
ト
、美

容
部
員
な
ど
様
々
な
職
種
が
集
結
。

ＯＧ就職
ガイダンス

プロフェッショナルセミナーⅢ

SUEHIRO
ウェディングセミナー

プロフェッショナルセミナーⅡ

プロフェッショナルセミナーⅠ

　

理
事 

永
嶋
悦
子
様
に
お
越
し
い
た
だ
き
、お

客
様
満
足
度
を
上
げ
る
ノ
ウ
ハ
ウ
や
お
も
て
な

し
へ
の
取
り
組
み
方
を
学
び
ま
し
た
。

株式会社オリエンタルランド
ホスピタリティセミナー

30
社
以
上
の
協
力
会
社
と
連
携
し
た

実
践
的
な
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
や
イ
ベ
ン
ト
、プ
ロ
か
ら
の
指
導
を
通
し
、

在
学
中
の
２
年
間
で
即
戦
力
と
な
る
人
材
を
育
成
す
る

独
自
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
す
。

プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
セ
ミ
ナ
ー

2
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S h i m a d a  K i n d e r g a r t e n12
幼
稚
園
だ
ー
い
す
き
！

笑
顔
い
っ
ぱ
い
の
年
少
組

　
は
じ
め
て
の
集
団
生
活
で
、期
待
と
不
安
が

い
っ
ぱ
い
の
子
ど
も
た
ち
。基
本
的
生
活
習
慣

を
身
に
つ
け
た
り
、自
分
で
や
っ
て
み
よ
う
と
す

る
気
持
ち
が
育
ま
れ
て
い
く
よ
う
に
、い
ろ
い
ろ

な
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

今
年
度
は
、パ
ペ
ッ
ト
を
使
っ
て
子
ど
も
た
ち
と

や
り
と
り
を
楽
し
む
こ
と
で
、身
近
な
人
や
物

に
愛
情
や
親
し
み
を
持
ち
、心
も
身
体
も
健
や

か
に
成
長
し
て
い
く
よ
う
に
と
考
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、親
子
で
楽
し
む
あ
そ
び
な
ど
も
発
信
し
、

家
庭
と
も
連
携
を
取
り
な
が
ら
保
護
者
の
方

と
一
緒
に
子
ど
も
た
ち
の
成
長
を
楽
し
め
た
ら

と
思
っ
て
い
ま
す
。

年
少
組

元
気
い
っ
ぱ
い
！

笑
顔
あ
ふ
れ
る
年
中
組

　
年
中
組
に
な
り
、一
つ
大
き
く
な
っ
た
喜
び
を

感
じ
、自
覚
が
芽
生
え
、年
少
児
の
世
話
を
す

る
等
、頼
も
し
い
姿
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て

き
ま
し
た
。遊
び
や
集
団
で
の
活
動
を
通
し
て

表
現
す
る
こ
と
や
身
体
を
動
か
す
こ
と
を
楽
し

み
、保
育
者
や
友
だ
ち
と
の
関
わ
り
を
深
め
て

い
き
ま
す
。そ
し
て
、保
育
者
や
友
だ
ち
と
の
挨

拶
を
通
し
て
、人
間
力
を
育
ん
で
い
き
ま
す
。今

年
度
は
折
り
紙
制
作
に
取
り
組
む
こ
と
で
集

中
力
も
養
い
ま
す
。様
々
な
活
動
か
ら
共
感
し

合
う
喜
び
を
感
じ
、協
調
性
を
養
い
、自
分
か

ら
積
極
的
に
行
動
で
き
る
力
を
育
ん
で
、年
長

組
の
生
活
に
繋
げ
て
い
き
た
い
で
す
。

年
中
組

や
る
気
！
元
気
！！

年
長
組
！！

　
幼
稚
園
で
一
番
大
き
い
ク
ラ
ス
に
な
っ
た
子

ど
も
達
。年
長
組
の
テ
ー
マ
は「
協
力
し
合
い

な
が
ら
挑
戦
」！！
周
り
の
人
や
生
き
物
と
の
ふ

れ
あ
い
を
通
し
て
相
手
の
気
持
ち
を
考
え
、思

い
や
り
や
感
謝
の
気
持
ち
を
育
て
ま
す
。年
長

組
は
和
太
鼓
や
リ
レ
ー
、組
立
体
操
な
ど
今
ま

で
憧
れ
を
抱
い
て
い
た
様
々
な
こ
と
に
も
取
り

組
ん
で
い
き
ま
す
。初
め
て
の
こ
と
や
苦
手
な

こ
と
で
も
自
ら
挑
戦
す
る
気
持
ち
を
も
て
る

よ
う
、計
画
的
に
課
題
に
取
り
組
み
、友
だ
ち

と
協
力
し
な
が
ら
目
標
に
向
か
っ
て
頑
張
る

楽
し
さ
や
充
実
感
を
味
わ
う
機
会
を
大
切
に

し
て
い
き
た
い
で
す
。

年
長
組

島
田
幼
稚
園

昭和45年4月／開園
園　長／水野 晴基
副園長／中井 美幸
事務長／戸﨑 博文
園児数／364名
教職員数／教員：18名、非常勤：9名
　　　　　職員：2名、非常勤：3名
募集定員／3歳児：125名
　　　　　4歳児：15名
　　　　　5歳児：若干名

アクセス
市バス「大根荘」バス停留所より徒歩1分

所在地
〒468-0028
名古屋市天白区島田黒石507番地
TEL：052-802-5256
http://www.shimadayouchien.jp/

一人ひとりが
輝いて
一人ひとりの
「島田」

ホームページ
大根掘り遠足 芋掘り遠足 発表会卒園式

運動会 わくわくサマーチャレンジ 遠足

1年間の行事

昭和45年の開園以来、地域、保護者の方々からのご支援を賜り、着実に発展し、現在は県内でも有数の私立
幼稚園として成長することができました。これからも教育指針「愛情と誠実」に則り、教育活動、行事を通じて、
人間形成の基本となる「思いやり」、「生きる力」の育成をしていきます。 

島田幼稚園は、創立50周年を迎えました。
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　学校法人愛知産業大学の令和元年度決算の概要をお知らせいたします。

　本学園の設置する学校は、愛知産業大学・愛知産業大学短期大学・ELICビジネス＆公務員専門学校・三河歯科衛生専門学校・名

古屋美容専門学校・名古屋ブライダルビューティー専門学校・愛知産業大学工業高等学校・愛知産業大学三河高等学校・島田幼稚園

の9校であります。学校法人は文部省令（第18号）により「学校法人会計基準」にしたがって会計処理を行っております。本学園は、同基準

に定められている「資金収支計算書」、「事業活動収支計算書」、「貸借対照表」をお知らせすることにより、本学園における財政状態をよ

り正確にご理解いただき、皆様のご支援をお願い申し上げます。

財務の概要 （令和元年度決算の概要）

資金収支計算書

事業活動収入計
事業活動支出計

（参考）
5,602,812,000
5,637,488,000

5,659,207,518
5,555,655,874

△ 56,395,518
81,832,126

科目

収入の部

支出の部

学生生徒等納付金収入

手数料収入

寄付金収入

補助金収入

　国庫補助金収入

　地方公共団体補助金収入

資産売却収入

付随事業・収益事業収入

受取利息・配当金収入

雑収入

借入金等収入

前受金収入

その他の収入

資金収入調整勘定

前年度繰越支払資金

収入の部合計

人件費支出

教育研究経費支出

管理経費支出

借入金等利息支出

借入金等返済支出

施設関係支出

設備関係支出

資産運用支出

その他の支出

〔予備費〕

資金支出調整勘定

翌年度繰越支払資金

支出の部合計

3,701,849,000

81,364,000

14,640,000

1,476,178,000

216,858,000

1,259,320,000

275,000

62,397,000

8,332,000

257,364,000

0

840,392,000

206,006,000

△ 967,533,000

5,217,575,000

10,898,839,000

3,219,251,000

1,226,739,000

343,620,000

0

16,267,000

31,827,000

155,163,000

305,758,000

253,262,000

（40,353,000）

9,647,000

△ 198,655,000

5,535,960,000

10,898,839,000

3,704,239,932

83,391,850

14,365,000

1,488,761,952

229,777,000

1,258,984,952

500,500

64,989,131

8,326,795

295,319,380

0

875,201,677

200,563,185

△ 979,263,498

5,217,575,184

10,973,971,088

3,210,265,612

1,186,776,551

323,122,662

0

16,265,472

31,476,607

151,113,146

305,756,196

258,846,650

△ 208,487,582

5,698,835,774

10,973,971,088

△ 2,390,932

△ 2,027,850

275,000

△ 12,583,952

△ 12,919,000

335,048

△ 225,500

△ 2,592,131

5,205

△ 37,955,380

0

△ 34,809,677

5,442,815

11,730,498

△ 184

△ 75,132,088

8,985,388

39,962,449

20,497,338

0

1,528

350,393

4,049,854

1,804

△ 5,584,650

9,647,000

9,832,582

△ 162,875,774

△ 75,132,088

予算 決算 差異

科目 予算 決算 差異

事業活動収支計算書

科目
学生生徒等納付金
手数料
寄付金
経常費等補助金
　国庫補助金
　地方公共団体補助金
付随事業収入
雑収入
教育活動収入計

人件費
教育研究経費
管理経費
徴収不能額等
教育活動支出計

教育活動収支差額

教育活動外収支差額

特別収支差額

〔予備費〕
 

基本金組入前当年度収支差額 
基本金組入額合計 
当年度収支差額 
前年度繰越収支差額 
基本金取崩額 
翌年度繰越収支差額 

経常収支差額

3,701,849,000
81,364,000

0
1,472,494,000
215,138,000
1,257,356,000
62,432,000
257,148,000
5,575,287,000

3,259,185,000
2,015,662,000
354,513,000

697,000
5,630,057,000
△ 54,770,000

8,332,000
0

8,332,000

3,704,239,932
83,391,850

0
1,485,078,252
228,057,000
1,257,021,252
63,840,445
294,279,748
5,630,830,227

3,246,555,814
1,973,427,548
333,615,289

616,979
5,554,215,630
76,614,597

△ 2,390,932
△ 2,027,850

0
△ 12,584,252
△ 12,919,000

334,748
△ 1,408,445
△ 37,131,748
△ 55,543,227

12,629,186
42,234,452
20,897,711

80,021
75,841,370

△ 131,384,597

8,326,795
0

8,326,795

5,205
0

5,205

0
0
0

8,332,000
△ 46,438,000

0
0
0

8,326,795
84,941,392

0
0
0

5,205
△ 131,379,392

275,000
18,918,000
19,193,000

500,497
19,549,999
20,050,496

△ 225,497
△ 631,999
△ 857,496

725,000
733,000
1,458,000
17,735,000

（440,027,000）
5,973,000

△ 34,676,000
△ 186,990,000
△ 221,666,000
△ 7,171,329,000

0
△ 7,392,995,000

710,673
729,571
1,440,244
18,610,252

103,551,644
△ 81,882,846
21,668,798

△ 7,171,328,196
50,876,459

△ 7,098,782,939

14,327
3,429
17,756

△ 875,252

5,973,000
△ 138,227,644
△ 105,107,154
△ 243,334,798

△ 804
△ 50,876,459
△ 294,212,061

予算 決算

科目 予算 決算 差異

差異

科目 予算 決算 差異

科目 予算 決算 差異

科目 予算 決算 差異

科目 予算 決算 差異

教
育
活
動
収
支

事
業
活
動
収
入
の
部

事
業
活
動
支
出
の
部

受取利息・配当金
その他の教育活動外収入
教育活動外収入計

借入金利息
その他の教育活動外支出
教育活動外支出計

資産売却差額
その他の特別収入
特別収入計

資産処分差額
その他の特別支出
特別支出計

教
育
活
動
外
収
支

特
別
収
支

事
業
活
動
収
入
の
部

事
業
活
動
収
入
の
部

事
業
活
動
支
出
の
部

事
業
活
動
支
出
の
部

平成31年4月1日から令和2年3月31日まで

平成31年4月1日から令和2年3月31日まで

資産の部

負債の部

純資産の部

科目
固定資産
　有形固定資産
　特定資産
　その他の固定資産
流動資産
資産の部合計

固定負債
流動負債
負債の部合計

基本金
　第１号基本金
　第２号基本金
　第４号基本金
繰越収支差額
純資産の部合計
負債及び純資産の部合計

32,872,219,568
29,435,979,706
2,802,500,064
633,739,798
5,841,241,625
38,713,461,193

33,208,935,213
30,050,868,123
2,819,238,868
338,828,222
5,339,895,472
38,548,830,685

△ 336,715,645
△ 614,888,417
△ 16,738,804
294,911,576
501,346,153
164,630,508

1,316,883,767
1,672,439,244
2,989,323,011

1,280,593,565
1,647,650,582
2,928,244,147

36,290,202
24,788,662
61,078,864

42,822,921,121
42,375,556,121

70,365,000
377,000,000

△ 7,098,782,939
35,724,138,182
38,713,461,193

42,791,914,734
42,322,054,734

92,860,000
377,000,000

△ 7,171,328,196
35,620,586,538
38,548,830,685

31,006,387
53,501,387

△ 22,495,000
0

72,545,257
103,551,644
164,630,508

本年度末 前年度末 増減

科目 本年度末 前年度末 増減

科目 本年度末 前年度末 増減

貸借対照表 令和2年3月31日

資金収支計算書は、当該会計年度の諸活動に対応するすべての収入及び支出の内容に当該会計年度における支払資金（現金預金）の収入
及び支出のてん末を明らかにするものです。

事業活動収支計算書は、当該会計年度の活動に対する、事業活動収入及び事業活動支出の内容及び基本金組入後の均衡を明らかにする
ものです。

貸借対照表は、当該会計年度末の財政状態（運用形態と調達源泉）を明らかにするものです。
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令和２年度　学校法人 愛知産業大学 役員・評議員名簿
令和２年４月６日 現在

　 愛知産業大学 校友会
《役　員》 会長　水野広大
 副会長　嘉森大輔、山田剛嗣、門井由佳
　　　　 幹事長　金刺健太　
《事務局》 〒444-0005　愛知県岡崎市岡町原山12-5

愛知産業大学校友会事務局
E-mail/info-koyu@asu.ac.jp

　　　　  http://asu-mate.com/
《近　況》 校友会Webサイトをリニューアルしました。

母校が行う新型コロナウイルス感染症拡大に伴う経済支援制度と
連携支援し、在学生を経済的にサポートしています。

　 愛知産業大学三河高等学校 同窓会
《役　員》 会長 神尾篤信（第1期ＧＢ）／副会長 星野英明（第1期ＧＢ）、

新實幸久（第13期ＥＣ）
《事務局》 〒444-0005　愛知県岡崎市岡町原山12-10　

TEL 0564-48-5211
愛知産業大学三河高等学校　事務局内

《近　況》 役員会・総会を毎年実施しており、総会は母校の文化祭に合わせ
て行っています。1月には入会式を3年生対象に実施し、同窓会入
会についての説明をして同窓生としての意識付けをしています。ま
た、賞賜金・報奨金などを多くの優秀生徒に贈り、さまざまな活動
の原動力となるよう在校生をバックアップしています。

　 愛知産業大学三河中学校 同窓会
《役　員》 会長 水野剛寿（第1回生）／

副会長 黒野隼人（第2回生）、近藤怜子（第1回生）
《事務局》 〒444-0005　愛知県岡崎市岡町原山12‐10

TEL 0564-48-5211
愛知産業大学三河中学校　同窓会　事務局

《近　況》 本年度も同窓会総会を予定しておりましたが、様 な々状況を勘案し
中止といたします。
なお、次年度の開催につきましては、郵便などの手段で会員の皆
様にお知らせいたします。

　 ELICビジネス＆公務員専門学校 校友会
《役　員》 会長 平俊一（平成3年卒）／副会長 加藤佳明（平成5年卒）、

樹神睦明（平成3年卒）
《事務局》 〒456-0018 名古屋市熱田区新尾頭1-12-10　

TEL 052-683-0035
ELICビジネス&公務員専門学校　事務局内
（旧名古屋法律経済専門学校、名古屋法経情報専門学校［堀田
校・金山校］、名古屋法経専門学校、名古屋経営経理専門学校）

《沿　革》 昭和63年、開校10周年を迎え校友会発足する。
《近　況》 本年度の総会は7月19日（日）にELIC校舎にて実施します。

多数のご参加をお待ちしております。

　 三河歯科衛生専門学校 校友会
《役　員》 会長 久次米（鈴木）充代／副会長 福岡梓
《事務局》 〒444-0005　愛知県岡崎市岡町原山12-130

TEL 0564-48-6680
三河歯科衛生専門学校　事務局内

《近　況》 昨年度、本年度ともに校友会役員会を5月に開催しました。
また会報誌として「Wisteria」を発行しており、校友会の取組みだけ
でなく、日本歯科衛生士会からのお知らせなども掲載しています。

　 ＡＳＵたちばな会（学園退職教職員の会）
《役　員》 会長 原康二／理事 杉浦三雄、福井俊彦、本川暉久、三村昌勢、

大濱廣和／監事 横江嘉明
《事務局》 〒460-0016　名古屋市中区橘2-6-15   

TEL 052-339-2781　　FAX 052-339-2782
学校法人 愛知産業大学　法人事務局内　業務課　増田洋平

《沿　革》 平成23年9月、会員58名にて発足及び設立する。
《近　況》 総会、新年会の実施、会報の発行により、懇親を深め、老後に役立

つ情報交換などを行っています。学校法人 愛知産業大学のホーム
ページに「学園退職教職員の会」がありますので、ご覧ください。

　 愛知産業大学・短期大学通信教育部 校友会
《役　員》 会長 鈴木洋子／副会長 新川明宏
《事務局》 〒444-0005　愛知県岡崎市岡町原山12-5

TEL 0564-48-8282
愛知産業大学・短期大学通信教育部内

《近　況》 毎年6月及び12月に経済的支援を目的とした奨学生の選考を実施
しています。  
毎年3月には本学及び東京にて校友会主催の卒業記念懇親会
を実施します。
芸術を通して校友会員相互の親睦を図ることを目的とした同好会
「愛sUn会」が活動中です。

　 愛知産業大学短期大学 校友会（旧東海産業短期大学）
《役　員》 会長 安藤 暁（11期生）／副会長 戸松孝明（4期生）／

幹事長 井田直樹（8期生）
《事務局》 〒444-0005　岡崎市岡町原山12-5（愛知産業大学内）

E-mail/koyukai.asuj@gmail.com
《近　況》 会報誌「校友会だより」を年1回発行しています。毎年12月に

クリスマスイベントを実施しています。

　 愛知産業大学工業高等学校 同窓会 「たちばな会」
《役　員》 会長 近藤誠一（第3回生）／副会長 成田（第12回生）／

財務兼校内理事 河原（第18回生）母校教諭／
常任理事 長縄（第40回生）

《事務局》 〒460-0026　名古屋市中区伊勢山1-2-29   
TEL 052-322-1911
学校法人 愛知産業大学 愛知産業大学工業高等学校同窓会
（旧 東海工業高等学校）

《沿　革》 平成23年  9月　創立50周年を迎え、
　　　　　　　同窓会設立40周年記念総会を開催する。
　　　　　　　同窓会総称を「たちばな会」に決定する。
平成23年11月　創立50周年を迎え、記念行事開催し、
　　　　　　　「母校創立50年誌」を発行する。

《近　況》 会務は毎年実施の定期総会（会務議事・懇親会）、常任役員会を
母校で実施し会務運営の充実をはかっています。
ホームページをリニューアルしました。
http://www.asudousou.org/

校友会・同窓会の活動について

理事長

理　事

監　事

評議員

小林　英三

小倉　紀彦

堀越　哲美

塚本　紀之

木藤　新吾

丸山　　宏

近藤　　彰

伊藤　俊典

浅岡　勇夫

森　　文夫

新井　勇治

青木　高弘

豊林由美子

近藤　　彰

木村　秀幸

水野　晴基

宇野　勇治

伊藤　俊典

森　登志男

三苫　民雄

神尾　篤信

近藤　誠一

堀越　哲美

塚本　紀之

木藤　新吾

森　　文夫

小林　英三

新井　勇治

小倉　紀彦

浅岡　勇夫

恒川　光夫

宇井　朗浩

丸山　　宏

和田　　昭

木村　　光

二村　英男

氏　名
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H28.4.1

H30.4.1

H28.4.6
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H26.4.1

H22.4.1
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H31.4.1

H28.4.1

H30.4.1

S60.11.28

H26.4.1

H31.4.1

H30.4.1

H30.4.6

H29.4.1

H28.4.6

H30.4.1

就任年月日

R2.4.1

R2.4.6

R2.4.1

R2.4.1

H28.4.1

R2.4.6

R2.4.1

R2.4.1

R2.4.1

R2.4.6

R1.5.27

R1.5.27

R2.4.1

R2.4.1

R2.4.1

R2.4.1

R2.4.1

R2.4.1

R2.4.6
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R2.4.1
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R2.4.6

R2.4.1

R2.4.1

R2.4.6

R2.4.1

R2.4.1

R2.4.1

R2.4.6

R2.4.1

R2.4.6

R2.4.1

重任年月日

日本証券金融株式会社執行役会長

学園長

愛知産業大学学長

名古屋美容専門学校校長

法人事務局長

愛知産業大学経営学部長

愛知産業大学三河高等学校校長

愛知産業大学工業高等学校校長

税理士

クロスプラス株式会社相談役

愛知産業大学造形学部長

有限会社フルボデザイン代表取締役

学校法人 共敬学園 愛知芸術高等専修学校美容師学科 顧問

愛知産業大学三河高等学校校長

愛知産業大学総合経営学科長

島田幼稚園園長

愛知産業大学建築学科長

愛知産業大学工業高等学校校長

ELICビジネス＆公務員専門学校校長

愛知産業大学短期大学通信教育部長

愛知産業大学三河高等学校卒業生

愛知産業大学工業高等学校卒業生

理事

理事

理事

理事

理事

理事

理事

理事

愛知産業大学工業高等学校通信制教頭

愛知産業大学スマートデザイン学科長

愛知産業大学経営学部長

三河歯科衛生専門学校校長

愛知産業大学通信教育部長

愛知産業大学三河高等学校通信制教頭

役職等

※名古屋美容専門学校、名古屋ブライダルビューティー専門学校、
　島田幼稚園の組織はございません。

※本誌に掲載されている学生数・生徒数・園児数は、学校基本調査に基づきます。

60　校友会・同窓会の活動 役員・評議員名簿　59



https://www.asu-g.jp/

学校法人

愛知産業大学 広報誌［コミュ］

発行元：学校法人 愛知産業大学
〒460-0016 名古屋市中区橘2-6-15
Tel.052-339-2781

監修・発行責任：学校法人愛知産業大学
2020年7月3日 Vol.18（12,700部） ホームページ Facebook Instagram


	commu2020_H1
	commu2020_P01-02
	commu2020_P03-04_T
	commu2020_P05-06_daigaku
	commu2020_P07-08_daigaku
	commu2020_P09-10_daigaku
	commu2020_P11-12_daigaku
	commu2020_P13-14_daigaku
	commu2020_P15-16_tuukyou
	commu2020_P17-18_tuukyou
	commu2020_P19-20_tandai
	commu2020_P21-22_tandai
	commu2020_P23-24_T
	commu2020_P25-26_kougyou_zenniti
	commu2020_P27-28_kougyou_zenniti
	commu2020_P29-30_kougyou_tani
	commu2020_P31-32_koukou_zenniti
	commu2020_P33-34_koukou_zenniti
	commu2020_P35-36_koukou_tani
	commu2020_P37-38_T
	commu2020_P39-40_elic
	commu2020_P41-42_elic
	commu2020_P43-44_shika
	commu2020_P45-46_shika
	commu2020_P47-48_biyou
	commu2020_P49-50_biyou
	commu2020_P51-52_bridal
	commu2020_P53-54_bridal
	commu2020_P55-56_shimada
	commu2020_P57-58_zaimu
	commu2020_P59-60_meibo_katudou
	commu2020_H4

